学級・学校文化を創る特別活動【中学校編】　(特別活動指導資料) by 教育課程研究センター

1  平成25年6月14日に閣議決定された「第2期教育振興基本計画」では，少子化・
高齢化の進展による社会全体の活力の低下や，グローバル化の進展による我が国
の国際的な存在感の低下，地球規模の課題への対応など，我が国を取り巻く危機
的状況を踏まえ，今後の社会の方向性として「自立」「協働」「創造」の三つの理
念の実現に向けた生涯学習社会を構築していく必要性について示されています。
また，学校には，学習意欲の喚起，いじめ等の未然防止，道徳教育の充実等様々
な教育課題への対応を求めています。
　これからの時代に必要とされる資質・能力の育成や学校教育の課題への対応に
向けては，望ましい集団活動を通して，集団の一員としてよりよい生活や人間関
係を築こうとする自主的，実践的な態度を育てるとともに，自己の生き方につい
ての考えを深め，自己を生かす能力を養おうとする特別活動が果たすべき役割は
大きいと言えます。
　一方，近年，全国的に若手教員の増加傾向が見られるとともに，特別活動には
教科書等の教材がないことなどから，先輩教員からの指導技術の継承が円滑に行
われなかったり，特別活動の教育的意義が十分に理解されなかったりするなど，
特別活動の学習が必ずしも効果的に行われていないという課題が散見されます。
　本指導資料は，平成26年６月に公表したパンフレット『学級・学校文化を創る
特別活動（中学校編）』を基に，学級活動，生徒会活動，学校行事の各内容につい
て，指導のポイントや留意点をQ&Aと実践事例で紹介しています。
　各教育委員会及び各学校において，本書が積極的に活用され，特別活動の一層
の充実が図られることを期待しています。
　最後に，本書の作成に当たり，御協力いただいた作成協力者をはじめとして本
書の作成に御協力くださった方々に心から感謝の意を表します。
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先生方へ1
学級・学校文化を創る「特別活動」，我が国の学校教育を
特徴付ける教育活動としての「特別活動」，学校運営と「特
別活動」，そして「特別活動」の充実に向けて……この四
つの項目に分け，「特別活動」の教育課程上の役割や教育
的意義について示し解説し ます。
6 7
　特別活動の教育課程上の特質は，学習指導要領における位置付けと潜在的カリキュラム（※）と
の密接な関わりが相まって，児童生徒の学校生活を支え，心に残る学級・学校の文化（特色）の創
造に寄与することにあります。
　青年前期にある中学生期は，自らの人格発達の基盤となるアイデンティティーの確立を目指し，
学習や運動に対する教育活動，学級や学年・学校全体で取り組む諸活動の体験，教員・友人との触
れ合いや人間関係，他学級に誇れる学級独自の活動，後輩に引き継ぐべき学校の伝統や校風など，
学級・学校文化の創造に関わる活動や体験を通して，大きく成長・発達する時期と考えられます。
　このような特質から，特別活動は以下のように当該校の学校教育目標の達成や個々の学習と生活
を保証するなど，教育内容としての重要な意義を有し，学校教育の基盤的な役割を果たします。　
● 人格的，社会的な自立を培う「特別活動」
　個々の児童生徒が，自ら考え判断・行動し，自ら他と協同できるよう，自らの人格を完成するよ
う育てていくことが今日，求められています。特別活動は，人格の発達を促すための教育課題の達
成や社会的な実践力の育成を直接的な目標とする児童生徒の活動です。
● 自主的，実践的な態度を育む「特別活動」
　特別活動は，個々の児童生徒が自立した主体として活動するところに特長があります。それらの
活動で育まれるのが自主的な態度であり，実践的な態度です。このような取組が学級・学校文化の
基盤にある望ましい集団活動を実現し，自己を生かす能力の育成につながります。
● 魅力ある学級・学校づくりを実現する「特別活動」
　個々の居場所となる魅力ある学級・学校づくりは，教育課程を中心とする学校全体に関わる課題
ですが，特に特別活動における集団活動を通した人間関係づくりに大きく左右されます。特別活動
からは，自分たちで創造する活動の喜びや成就感，集団での活動や話合いを通した自他の理解や他
者との関わりなどを直接体得できます。このように特別活動では，自らの存在感や学習，生活に対
する意欲，喜びを生徒本人が実感するなど，個々の居場所づくりに積極的な役割を果たします。
● 学級経営や学業指導（※），進路指導としての「特別活動」
　学級経営の意義は，学級における学習と生活に関わる集団の機能を統一し，それらを相乗的に発
揮することにより，個々の教育課題を改善・解消し，発達課題の達成を図ることにあります。これ
らを可能にする教員の計画的，意図的な営みの多くが特別活動の内容なのです。生活集団の基盤を
整え学習集団に高めていく活動，その過程で個々の生徒の抱える不適応の解消を図り，学習や生活
への意欲を高める活動，学ぶこと，働くこと，生きることの尊さを実感し，主体的な進路の選択を
実現する活動などは全て特別活動の具体的な内容なのです。
※潜在的カリキュラム
　潜在的カリキュラムとは，教育課程の深化，発展として，学校・学級文化（特色）の創造に関わる。例えば校風，校則，
地域と連携した授業や行事の進め方，教育観等や生徒たちの相互の集団形成や班や係などの学級・学校固有の活動等が
内容として挙げられる。
※学業指導
　それぞれの学級を「学びに向かう集団」に高めながら，児童生徒一人一人が自らの力で様々な不適応を解消し意欲的に
学習活動に取り組めるように指導・援助していくこと。
　我が国の学校教育は，欧米の教育内容・制度に習った1872（明治５）年の「学制」に始まり，そ
の後の明治20年代，30年代における法改正により試験制度が緩和・廃止され，今日の年齢主義によ
る学級編成で授業がなされるようになりました。
　それらの変革に伴い，それまでの成績管理に加え，学校・学級における個々の児童や集団の維
持・向上を図る職務が教員の創意工夫として求められるようになり，具体的には，学級における自
治的な学級会や儀式や運動会，学芸会など，特別活動の前身とも言える活動が広く普及し，その後
の人間形成に大きな役割を果たすようになりました。
　戦後においても，1951（昭和26）年の学習指導要領一般編に「教科の学習だけではじゅうぶん達
せられない教育目標が，これらの活動によって満足に達成されるのである。」とし，今日の特別活
動の内容が学習指導要領（試案）に位置付けられるようになり，その後，1958（昭和33）年に目標
及び内容を明示して，学習指導要領に位置付けられ現在に至っています。
　このように特別活動は，その成り立ちや内容から見ても日本的な特色を持った教育活動として誕
生し，我が国の全人的な教育を特徴付ける学校文化として，以下のような特別活動の特質に基づく
役割を果たしながら時代の要請に応えているのです。
● 集団活動を通して「個」を鍛える「特別活動」
　特別活動は，集団活動を通して心身の調和のとれた発達と社会的機能としての個性の伸長を図る
活動であり，個々の児童生徒の主体性に基づく活動です。そのため，自ら成長・発達できるよう，
自らの考えに基づく目標を定め，実現に向けた取組を繰り返し指導・援助することが必要であり，
それらによりたくましい「自立した個」の育成が図られます。
　
● 中学生期の教育課題に向き合う「特別活動」
　中学生期に入る生徒は，急激な身体的変化や新たな自我の目覚めなどに関わる発達上の教育課題，
生活に起因する問題などを抱えて学校生活を送っています。これらの改善・解消なくしては，調和
のとれた発達はおろか，学級づくりにも様々な支障が予想されます。特別活動は，個々の生徒がこ
れらの問題・課題を自己や集団の問題として正面から向き合い，改善・解消を図る教育活動です。
● 人間関係や豊かな人間性を育てる「特別活動」
　今日，人間関係の希薄化等に伴う問題が多く指摘されています。人間関係を結ぶ力は社会生活に
おいて欠くことのできない力であり，それらは机上の学習からではなく，学校等における様々な集
団の中で，ときには挫折や自己葛藤を乗り越えながら学ぶものであり，その過程において社会性も
育成されます。学校においてその中心的な役割を果たすのが特別活動です。
● 生徒の問題解決力と教員の指導力を高める「特別活動」
　個々の生徒が，自分を取り巻く学級や学校生活の中から，問題や課題に気付き，自己との関わり
の中でその改善・解消にいかに取り組めるかということに特別活動の成否があります。実生活にお
ける生徒の問題解決力を培う場だということです。
そのような活動には，常に生徒の生活や学習状況を観察し，生徒の声を聞き，それを生かした指
導を行う教員の姿勢が求められます。すなわち特別活動の適切な実践により，教員個人の高い指導
力と教員のチームとしての教育観を養うことにもなるのです。
学級・学校文化を創る「特別活動」 我が国の学校教育を特徴付ける教育活動としての「特別活動」1 2
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　学習指導要領において，各学校が教育活動を進めるに当たって求められているのは，生徒に「生
きる力」を育むことです。また，第２期教育振興基本計画（平成25年度～29年度の政府が策定する
教育に関する総合計画）の基本的方向性の一つとして，社会が激しく変化する中で自立と協働を図
るための能動的・主体的な力である「社会を生き抜く力」の養成が求められています。管理職が学
校経営計画を策定する際には，教育課程のどの場面において，それらの力を獲得するのかを十分に
考慮する必要があります。
　たまたま生徒会活動の指導に熱心な教員が配置されていたので，生徒会活動が充実したが，その
教員が異動し，担当教員が変わった後の生徒会活動は，以前の活気がなくなったというような話を
よく耳にします。確かにそれぞれの教員の経験や得意とする分野，指導力には違いがあります。し
かし，教職員体制によって，一人の生徒が中学校３年間で身に付ける資質や能力に大きな差が出て
は，学校運営そのものが問われます。
　本資料の表題にもあるように望ましい学級や学校文化を創り上げる上で，特別活動の果たす役割
はとても大きなものがあります。学校運営の観点から，自校生徒の課題を明確にした上で，特別活
動の充実に努めましょう。
《ある中学校の体育祭閉会式での生徒会長の挨拶》
　次に挙げるのは，ある中学校の体育祭の閉会式における生徒会長の挨拶です。
この学校では，次の二つの目標の下，３ブロック対抗の体育祭に取り組みました。
①　 運動に親しみ，規律ある集団行動を体得させるとともに，体育祭実行委員会を中心とした活
動を通して，自主的，実践的な態度を育成する。
②　 異年齢集団を基本とした取組を通して，自己の役割を自覚させ，所属する学級やブロックへ
の所属感を深め，共に協力し，信頼し支え合おうとする人間関係を育成する。
　
　体育祭に取り組むための「全校のテー
マづくり」や「学級独自の実践目標づく
り」，さらに，「役割分担」などについて
は，学級活動との関連を図るとともに，
生徒会長が体育祭実行委員長となり，生
徒会役員以外からも各リーダーを選出す
るなどして，組織的な取組を展開しまし
た。計画や準備段階での話合い活動は，
最初から順調とは言えませんでしたが，
体育祭実行委員会は，毎日の練習後に話
合いを行い，当日の反省と翌日の準備を
繰り返しました。準備期間の一日一日の生徒の活動と体験は，限られたものであり，その中で生徒
それぞれの変化や成長を見て取ることは容易ではありません。しかし，体育祭当日には，生徒は，
練習してきた成果を最大限に表現しようとしました。準備や練習を通して築き上げた生徒同士の人
間関係は，体育祭に取り組んでいる生徒の姿に現れ，閉会式での生徒会長の挨拶から見て取れまし
た。
学校運営と特別活動
　この生徒会長の挨拶には，特別活動が目標としている望ましい集団，活動を通した個人的及び社
会的な資質，自主的，実践的な態度，人間としての生き方の自覚と自己を生かす能力などが，活動
の主体である生徒の言葉として表現されています。挨拶を聞いていたほかの生徒は，ときには照れ
ながら，会長の挨拶に聞き入っていました。
　生徒会長は，計画・役割分担や練習の段階も含めてブロック対抗で実施された体育祭という共通
の体験を終えて，全員が体育祭の目標に向けて努力したことを評価しています。その結果，学級討
議を経て，生徒会で決めたテーマ「Legend」どおり，学校の「伝説」となり得る体育祭であった
と達成感を基に呼び掛けます。次に，最初のうちは，各ブロックの３年生の団長すら決まらなかっ
た過程を振り返り，話合いによる問題解決に触れます。ところが，決定した３人の団長はこれまで
学級代議員の経験がないため，会長自身不安を感じたことを述べます。体育祭の取組を通して，生
徒会長と各ブロックの団長の相互理解や人間関係が深まった上での素直な表現でしょう。しかし，
各団長は，練習に入ってから，並々ならぬ努
力とリーダーシップを発揮します。でも，団
長一人で成し遂げたことではなく，リーダ
ー・フォロワーの双方の努力があってこそ集
団の秩序とまとまりが生まれたことを述べ，
フォロワーへの感謝にまで触れています。さ
らに，体育祭の勝敗がどうであれ，協力して
困難を克服してきた全員の経験は，得難いも
のであり，今後の自分たちの将来で困難に遭
遇したときに，この体育祭の体験を思い出
3
　皆さん，今日は一日お疲れ様でした。 総合優勝した青ブロ
ック，おめでとうございます。残念ながら優勝できなかった黄
色ブロックも赤ブロックも  みんな一生懸命頑張っていたと思
います。勝ち負けだけが勝負じゃないし，今年のテーマは「伝
説」です。「Legend」です。 今日のこの体育祭は，本当にこ
の学校の伝説に残るものだったんじゃないかなと思います。今日を迎えるまで，本当にいろん
なことがありました。３年生は，最初から，ぜんぜん団長が決まらなくて，やっと決まって，
この３人で，ごめんねみんな。最初は，正直，本当にこの３人がなったかって，ちょっと思っ
たったい（思ったんです）。ごめんね　ごめんね　でもね　でもね，だって　今まで前に出た
ことないやろ（ないでしょう）　３人とも。代議員もしたことない人が　いきなり何十人をま
とめていくっていうことは，本当に大変なことと思う。今こうやって団長の３人が　団長とし
て成り立っているということは ほかの３年生とか１，２年生の支えがあったけんよ（あったか
らだよ）。 ちゃんと周りのみんなに感謝してほしいなと思います。でも団長になった３人は，
人一倍気持ちが強くて，先生にどんだけ注意されてもくじけず，負けず，みんなをここまで引
っ張ってきた根性は本当にすごいと思います。そして，ほかの３年生 ２年生も，今年が最後
の体育祭でした。 最後優勝できて「やった」と思っている人，負けて「悔しかった」と思っ
ている人，みんなそれぞれの思いがあると思います。でも将来，高校に行って，辛いことあっ
たり，大人になって，辛いことがあったりしたときに，中学校の最後の体育祭で，これだけ頑
張ったって，思ってよいと思います。だって，これだけ頑張ったよ，みんな 。ほんと　今ま
でないもん。こんな体育祭ほんと初めてです。
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し，力にしようと呼び掛けています。
　運動会や体育祭に限らず，学校行事を実
施するに当たり，生徒は，計画，練習や諸
準備を通して，ときには学級活動や生徒会
活動において，意見の対立を克服し，自分
なりの目標を意識し，活動を通して互いの
良さに気付き，認め合い，好ましい人間関
係を築き上げます。また実施後には，生徒
は，それぞれが十分な達成感を持ち，自他
の活動について振り返りを行い，適切な自
己評価，相互評価をします。生徒は，学校
行事で築き上げた人間関係や望ましい集団
としてのこれらの経験を，明日からの学校
生活に生かそうとしますし，自分の人生の
糧にしようとします。
　生徒は，このような感動体験を繰り返す
ことによって，社会的な実践力を身に付け
ていきます。
　卒業する生徒に，「中学校生活で，一番
印象に残っているものは何ですか。」と問
い掛けると，多くの生徒が教育課程の中で
は，体育祭や文化祭，修学旅行等の学校行
事をあげます。生徒が主体となって活動す
る学校行事は，その計画段階から学級活動
において様々な話合い活動を行い，生徒会
活動において学校行事への協力の在り方を
検討しなければなりません。そこで，学級
活動，生徒会活動，学校行事のそれぞれの役割と関連を図ることが重要になります。
　特別活動は，「学級経営の要」である学級活動を中心として，生徒会活動や学校行事との関連を
大切にすることにより，前述したような体験を通して，以下のような様々な態度や能力を身に付け，
学校・学級文化の創造につなげていきます。
・共通の体験を通して，集団への所属感や連帯感を深めます。
・それぞれの役割体験を通して，自他の存在感を確認し，社会的役割とキャリアを深め，責任感
を身に付けます。
・適度な競い合いや切
せっ
磋
さ
琢
たく
磨
ま
する体験を通して，達成感と意欲を高め，向上心を身に付けるとと
もに，将来の困難も克服しようとする態度を身に付けます。
・リーダー・フォロワー体験を通して，リーダーとしての責任やフォロワーとしての役割を自覚
し，自分が所属する集団の秩序とまとまりを作ります。
・様々な話合い活動の体験を通して，自他を理解するとともに，民主的な問題解決方法について
考え，表現力を身に付け，実践力を磨いていきます。
教育課程の編成
　自校の教育目標の達成を目指した教育課程の編成には，各教科・道徳・総合的な学習の時間・特
別活動の相互の関連を重視することが大切です。また，小学校を含め前年度までに身に付けた資質
や能力を更に発展させる視点が必要です。
　例えば，国語科で身に付けた「話すこと」に関する態度や能力は，学級で生徒が直面する様々な
問題の解決のために行われる学級活動の「話合い」で生かされます。道徳の時間に育成した道徳的
実践力は，特別活動の諸活動や学校行事の活動の中で深められたり，現実の課題解決の中で身に付
けられたりしていきます。また，総合的な学習の時間で身に付けた課題を見付け，主体的に判断し，
よりよく解決しようとする資質や能力は，生徒会活動の諸問題の解決にも生かされていきます。
　特別活動で生徒が身に付けた自主的・実践的態度や自己を生かす能力は，各教科・道徳・総合的
な学習の時間における学習基盤を整え，学習効果を更に高めることとなります。各活動や学校行事
で育まれた生徒同士の望ましい人間関係は，学級づくりの基礎であるとともに，各学習活動全体の
充実に寄与します。
指導方法の工夫
　学校行事では，協力して，よりよい学校生活を
築こうとする「自主的，実践的な態度」を育てる
ことをその目標にしています。目標の達成には，
目標や方法について，教職員の共通理解が欠かせ
ません。前述の体育祭の例では，体育祭の目標を
基に，各学年の目標を設定するための学年会を開
いています。学年会では，各教員が，生徒の実態
を考慮し，「育てたい生徒の能力や態度」を何枚
かの付箋に書き，グルーピングして，生徒の課題
を共通理解し，学年目標を設定しています。設定
した目標は，職員室の壁面に掲示し，職員が意識しやすい工夫がなされました。
　練習段階では，毎日の練習終了後，生徒会役員を中心とした生徒の実行委員会で，反省会が行わ
れ，生徒が一日のまとめと反省を行い，翌日の課題を出し合い，その解決方法や役割分担を生徒な
りに考えます。教員は，安易な指示をするのではなく，生徒の真剣な話合いに寄り添います。多少
時間はかかりますが，この過程を通して，生徒は自他の理解を深め，民主的な問題解決方法を身に
付けていきます。このように，生徒の自主的な活動に全てを委ねるのではなく，生徒に積極的に働
き掛けながら，目標の達成を図ることが大切です。
生徒指導の充実
　生徒指導は，個々の生徒が社会的自己実現を図るために必要な自己指導能力の育成を目指してい
ます。
特別活動は，生徒指導の機能を教育活動の中で実践する最も重要な領域と言えます。また，生徒
指導が機能することにより，特別活動の内容である学業指導や進路指導等も更に充実すると言えま
す。
　生徒は，学級活動や生徒会活動において，学級や生徒会の一員としてそれぞれを尊重し合いなが
ら共感的な人間関係を育て，意見を出し合い自己有用感や自己存在感を高めつつ，集団としての決
定や自己決定をしていきます。学校行事では，自分らしさを発揮し，それぞれの役割を果たしなが
ら，人間関係を深め，協力し合いながら目標の達成に向けて努力します。これらの体験を通して，
1
2
3
体育祭目標1年職員
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生徒は，自らの生き方の自覚を深め，集団や社会の中での自己の生かし方を学んでいきます。
特別活動を充実することにより，生徒指導の三つの機能（自己存在感，共感的人間関係，自己決
定）が高まるとともに，生徒の社会的な実践力を磨いていきます。
特別活動と学級経営・道徳教育
学校における経営とは，当該校の取組やそのために必要な条件整備を意味しています。通常，学
級経営案には，目標，集団づくりに対する見通し，道徳教育と特別活動との関連，生徒指導の基本
的な方針，行事等への取組，生徒会と連携した組織づくりなどを書き込むことが一般的ですが，そ
こには，それぞれの特質を生かしながらも，それらを統合した実践的な指導構想が求められます。
例えば，集団づくりの基本に「規範意識」の育成が挙げられます。道徳の授業においては，規範
に対して知・情・意のレベルでその価値を追求しますが，特別活動では，実際の活動を通して規範
遵守の意義を学び，規範を遵守する姿勢を身に付けていきます。特別活動において，生徒は，静的
な規範のうち，学校で扱う「～すべき」ということが，他者の幸福を侵害しないことを条件にして
成立していることを学ぶとともに，動的に存在する規範は話合いを通して集団の意思として設定さ
れるものであることから，主に特別活動において規定していくことになります。規範に対して，知
のレベルと実践のレベルとの関連を図るとともに，小学校における話合い活動の実績を活用して指
導を進めていくことが，規範意識の醸成に必要であることが理解されます。
このように，心を育む道徳の時間における指導と，実践を確実なものとする特別活動の時間との
連携の取れた指導とが，それぞれの指導の効果を高め，道徳教育を推進していくことになります。
検証改善サイクル（PDCA）による改善
学校には，「評価」といわれるものが幾つかあります。各教科等における生徒の学習に関する観
点別の「学習評価」，授業の１単位時間における指導のねらいの達成度に関する「授業評価」，各教
科や領域，あるいは教育課程全般の一定期間の目標達成に関する「教育課程評価」，教育課程のみ
ならず教育活動全般やそのほかの学校運営の状況に関する「学校評価」などがあります。
　これらの評価は，いずれも「目標に準拠」して行われるものであり，各取組の改善に活用される
ものですが，それぞれ個別にあるのではなく相互に関連しています。
　特別活動は，学習指導要領において全体の目標のほか，学級活動，生徒会活動，学校行事のそれ
ぞれに目標が明示されています。各学校が，特別活動の全体計画や年間指導計画を作成する際は，
この目標相互の関連を全体的に理解し，生徒の実態を考慮した上で，効果的なものにする必要があ
ります。さらに，目標が達成されたかどうかの検証も大切です。
　特別活動における検証改善サイクル（PDCA）は，次のそれぞれについて考えることができます。
　（１）生徒による検証改善サイクル（PDCA）として
　（２）教員の各活動や行事等の検証改善サイクル（PDCA）として
　（３）年間を通した教育課程の検証改善のサイクル（PDCA）として
それでは，どのような点に注意して検証改善を行っていくのか各活動や教育課程評価を中心に述
べることにします。
図１は，「活動評価」「教育課程評価」「学校評価」の関係を示したものです。学級活動や生徒会
活動，学校行事の取組に関して「目標が達成できたか」という観点で「活動の評価」を行います。
例えば，運動会の後に生徒や教員が行う振り返りの評価などです。これを行うことにより，年間の
計画に従って実施された各活動全般を通して，学校が定めた特別活動の目標や評価の観点に沿って，
4
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学校の特別活動全体計画や年間
指導計画が適切であったか評価
する特別活動に関する「教育課
程評価」に結び付いていきま
す。そして，その結果が，教育
活動全般やそのほかの学校運営
の状況に関する「学校評価」の
根拠の一つとなります。
 
次にそれぞれの検証改善サイ
クル（PDCA）について見てみ
ましょう。
検証改善サイクル（PDCA）は，一つの活動に関する短期のものもあれば，長期にわたるものも
あります。次のサイクルに向けてのA（改善）とP（計画）は同時進行することも少なくありません。
（１）　生徒による検証改善サイクル（PDCA）
「学級活動」における学級目標だけを見ても，
学年当初に決定したままにせず，生活の区切り
や学期ごとにその達成度を評価するとともに，
目標に修正を加えることもあります。生徒に
は，学級・学校生活における実際の活動を振り
返り，自分たちの活動を検証し，よりよい生活
づくりのために改善を図るように指導する必要
があります。
〇「学級活動」，「生徒会活動」も「学校行事」も生徒の活動であり，様々な話合い活動を通した評
価及び改善の手順を経ることにより，生徒自身が検証改善を行うことが可能です。
〇PDCAサイクルのスパンは，様々であり，目標を持った活動があれば，活動ごとにPDCAサイク
ルを意識することができます。
〇各活動と学校行事は，個別のサイクルですが，相互関連の重要性から見れば，相互に絡み合った
サイクルということもできます。
生徒の活動のサイクルは，行事やそれぞれに目標を持った比較的短期に完結するもの，学期や年
度といった中期的なもの，入学から卒業までの長期的なものがあります。それぞれのサイクルにお
いて，生徒自身が，自らの活動を振り返り，改善を図ろうとするときに，特別活動の目標を具現化
した姿を見ることもできます。学級でのPDCAサイク
ルには次のような流れがあります。
・各学級では，年度当初に，学級活動において，学
級の目標を決定する（P）。
・生徒は，その目標の下で，ほかの生徒と協力し
て，共に学級での日常生活をしていく（D）。
・学校行事に取り組む際は，学級目標を更に具体化
し，行事に適した目標を立てることもある（P）。
図１　「活動評価」「教育課程評価」「学校評価」の関係
，
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・学校行事（D）の後には，振り返りを行い，目標の達成度を点検する（C）。
・次の行事では，その評価に基づいて，自分たちの現状に合うように次の改善の工夫をする（A）。
特別活動における「生徒の活動」の検証改善サイクルを示すと図２のように考えられます。
，
，
， ，
，
，
， ， ，
，
，
，
，
，
，
， ，
，
， ，
図２　「生徒の活動」の検証改善サイクル（PDCA）
し
つくる。
（２）教員の各活動や行事等の検証改善サイクル（PDCA）
　これは，学級活動，
生徒会活動及び学校行
事の一まとまりの取組
に関するPDCAサイク
ルです。学校行事を例
に挙げれば次のような
サイクルとなります。
・学校行事の目標に
従い，行事の具体
的な目標を設定
し，行事計画を作
成する（P）。
・事前準備や活動を行い，当日の学校行事を実施する（D）。
・事後の活動として，「学校行事カード」などを活用して，生徒の自己評価を含めた振り返りを
行う。また，教員にも目標に準拠した点検アンケートを実施する。生徒の評価と教員のアンケ
ートの集計に基づき，生徒が身に付けた資質・能力や態度，集団や人間関係の変化などについ
て分析を行い，目標の達成度を判断する（C）。
・前の行事の評価を基に，次の行事の目標や手立ての改善を図る（A）。
　このサイクルは，例えば，運動会の点検が次の合唱コンクールの計画に生かされることもあれば，
運動会の点検が翌年の運動会の改善にも生かされるということもあります。
（３）年間を通した教育課程の検証改善のサイクル（PDCA）
　教育課程として，特
別活動の全体計画に従
って，１年間の学級活
動，生徒会活動，学校
行事を実施しますが，
各活動と学校行事は，
それぞれ密接に関連し
ています。生徒会活動
の内容の一つである
「学校行事への協力」
だけをとってみても，
学級活動として話し合
う内容もあれば，生徒会活動として「生徒会役員会」や「各種の委員会」で話し合うこともありま
す。つまり，学校行事がどのような計画の下で行われるかが，生徒の活動場面に大きな影響を与え
ます。
　そこで，次のような特別活動の全体計画及び年間指導計画そのものの検証改善サイクルが重要と
なります。
・教育計画の一環としての特別活動全体計画及び各活動と学校行事の年間指導計画を作成する
（P）。
・年間指導計画に従い，各活動及び学校行事を実施する（D）。
・教育課程評価の一環として，特別活動の評価を行う。その際，「学校が示した目標の有効性」
「各活動と学校行事それぞれの実施状況」「各活動及び学校行事相互の関連の在り方」「生徒の
変容」「集団の変容」「学習評価」などについて，その成果と課題を明らかにする（C）。
・次年度の教育計画には，前の段階（C）の結果を十分に考慮し，改善を図る（A）。
（４）検証改善サイクル（PDCA）を機能させて生み出す学級・学校文化
　生徒は，自らのPDCAを機能させることにより，自ら立てた目標に向かって，日々の学校生活に
おいて努力し，学期や学校行事等の区切りで，個人や集団の達成度を評価し，目標の修正や手立て
の工夫を行い，より望ましい集団を目指すことができます。
　また，教員は，各活動や行事等に関する短期のPDCAを機能させることにより，活動や行事を単
独のものと捉えることなく，自校の特別活動の目標を達成するために，各活動や行事をつながりの
あるものと捉え，生徒の指導・援助を継続的に行うことが可能となります。
　学校として，組織的に年間を通した検証改善サイクル（PDCA）を機能させれば，「前年踏襲」
とはならず，前年度よりも工夫改善された全体計画や年間指導計画を作成でき，生徒の実態に即し
た各活動や行事を実施することが可能となります。
　さらに，毎年積み上げられるこのような取組により，更なる望ましい学級・学校文化が創造され，
上級生が残した文化を超えたいと考える新たな活動意欲を生み出すことにつながります。
，
，
，
，
目標を明確にし、生徒会の協力を
明らかにした学校行事計画を作成
する。
目標を意識して、学校行事
の準備、練習、行事当日の
指導を行う。
事後、計画に示した目標が達
成されたかどうかという観点
で教員全員で点検をおこなう。
評価を集約・分析して次の学
校行事や次年度の同じ行事
の目標や方法の改善を行う。
「教員の各活動や行事等の検証改善サイクル
（PDCA）」（例：学校行事）
図３　「教員の各活動や行事等の検証改善サイクル（PDCA）」（例：学校行事）
，
行う。
校長のリーダーシップのもと、組織的に教育
計画を作成する。各教科。道徳、総合的な学
習の時間、特別活動の相互関連を重視した
教育課程を編成する。
全体計画や年間指導計画
に従い、それぞれの授業や
活動を実施する。
学期や年度を単位として、目標に準拠した
評価を実施する。その際に、各行事ごとに
行った評価等の集約・分析を参考にする。
学校教育目標や本年度の重
点目標の達成度を組織的に
確認し、次年度の教育計画の
編成の視点及び改善の方向
を明確にする。
年間を通した教育課程の検証改善の
サイクル（PDCA)
図４　年間を通した教育課程の検証改善のサイクル（PDCA)
，
下，
，
，
，
，
校長のリーダーシップのもと、組織的に教育
計画を作成する。各教科。道徳、総合的な学
習の時間、特別活動の相互関連を重視した
教育課程を編成する。
全体計画や年間指導計画
に従い、それぞれの授業や
活動を実施する。
学期や年度を単位として、目標に準拠した
評価を実施する。その際に、各行事ごとに
行った評価等の集約・分析を参考にする。
学校教育目標や本年度の重
点目標の達成度を組織的に
確認し、次年度の教育計画の
編成の視点及び改善の方向
を明確にする。
年間を通した教育課程の検証改善の
サイクル（PDCA)
，
，
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教育課程において集団活動を最も意識するのが「特別活動」です。
それは，体験から学び，学んだことを生活に生かすなど実践を通して生活集団を学習集団に高め，
そしてそれによって一層高い価値観を内包した生活集団を構成するなど，段階的・発展的に向上を
目指す活動でもあります。各学校の教育目標を具現化するために，とりわけ社会性の育成に大きく
関わる特別活動は，学校運営上，極めて重要な位置付けになっており，道徳教育の推進にも多大に
寄与しています。
特別活動は集団活動を前提としています。そのため，学級集団を単位とする活動として学級活動，
全校集団による異年齢集団の活動としての生徒会活動，全校又は学年規模の集団を単位とする活動
として学校行事を設定するなど，大小様々な規模による集団の活動を準備し，社会体験等の学びを
行っています。
　集団活動と人間関係
集団が目的志向の集団として成立するためには，目標について共通理解が図られていること，集
団を構成するメンバー間に心理的結び付きがあること，集団内で役割が明確に分化されメンバー間
で理解されていること，メンバーが所属意識を持つこと，メンバーの個人的要求が認められること，
集団内で相互に交渉することが許されることなどが重要であると考えられます。
ときに，より小さな下位集団（学級や班等）間に適度な競争を導入して，連帯感を高めようとす
る手法がよく用いられることがあります。目的意識が明確であることから，大集団の目標と下位集
団の目標が関連付けられるとき，大きな教育的効果が期待されます。例えば，この手法は，合唱コ
ンクールや体育祭といった学校行事において顕著に用いられ，生徒会活動や学級活動，学級の中の
生活グループとの連携によって，大・小集団の成立要件は一層確かなものとなって効果的に満たさ
れていきます。
　「望ましい人間関係」づくりの要素として，連帯意識や帰属意識が考えられますが，例えば学級
歌や全校による挨拶運動・清掃等の全校や学年，学級独自の取組を実践することによって，自分た
ちの学校，自分たちの学級などといった「自分たち」の意識が高められ，生徒同士の人間関係が深
まった実践例が各学校から発信されています。
自主的・実践的な態度
特別活動では，学級活動，生徒会活動，学校行事と，それぞれの特質があるものの，「望ましい
人間関係」を形成することと「自主的，実践的な態度」を育てることが共通目標として設定されて
います。特別活動の目標の達成には，各活動を相互に関連付けながら，それぞれの目標の達成に向
けて充実させることが求められています。
自主的・実践的な態度とは，生徒が自分たちの行動について深く考えたり，感情や衝動を制御し
つつ，決定した行動を状況に応じながら着実に遂行したり，現実に即して実行可能な方法をとった
りするような態度です。すなわち，自主的・実践的な態度は，生徒が学校生活において直面する諸
課題を望ましい集団活動によって自主的，実践的に解決することを通して育成されるものなのです。
　さて，平成26年に国立教育政策研究所が公表した資料（P.116～参照）では問題解決力に「主体的」
を用いています。このことの意味は，自主性が，他人からの干渉や保護を受けず率先してやるべき
ことを自ら行うことの意味であるのに対し，主体性とは，自分で考えて判断し行動することを意味
する概念のことですから，生活上の問題の発見やその解決は生徒の主体的な課題と言えるのです。
1
2
特別活動の充実に向けて 学級活動の目標が飽くまで自主的な態度の育成にあることを考えると，自主性や主体性の育成に力
点を置く余りに，「支援」と称して中学生の学級活動として育むべき態度等の指導がおろそかにな
って，放任にならないよう十分留意しなければなりません。
振り返りを基本とする体験
体験活動では真剣に取り組んでいればいるほど活動そのものに夢中になり，気付きなどが意識さ
れないことがあります。そこで，体験の節目や事後に活動したことを言語化することなどにより振
り返り，それによって考えが整理され，意識化，内面化が図られるようにしたいものです。
そのためには，生徒自身の行動や考え方，人間関係の変化等様々な意識の変化について，活動後
に振り返る機会を設けることが必要です。このような成長への感覚が自己肯定感へとつながり，新
たな行動目標が生まれることになります。
題材と議題の違いは何か
　学級活動の学習指導案を作成するときに扱うテーマは，題材なのか，議題なのか，混乱すること
がよくあります。用語の意味するところを統一することに殊更執着するものではありませんが，混
乱を避けるために一応の共通した解釈は必要と考えます。
題材とは，各教科における小単元に対応しており，活動内容の一つのまとまりを指しています。
教員の立場に立って，指導するねらいを達成するために必要な生徒の活動のための素材名でもあり
ます。議題は，生徒による話合い活動のテーマであり，集団決定を伴う場合，換言すれば，学級で
議決を要する場合の自治的内容を取り扱うときに用います。
3
4
4
学級活動に
ついて2
学級活動とは何か，題材はどのように設定すればよいか，
生徒主体の話合いにするにはどのような工夫が必要か，学
級活動の評価はどのように行い，指導案はどのように書く
のか…など，12の項目をＱ＆Ａで解説するとともに，指
導のポイントを示し18の展開例を紹介します。
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　学級活動の指導においては，生徒の自主的，実践的な活動を助長するように努力することが大切
です。指導のねらいや内容の特質に応じて指導方法や活動形態を選択したり，組み合わせたりして
いくことになります。
　学級活動には，「集団としての意思決定を進める自発的，自治的な活動の形態」と「個人として，
自己の生き方を選択し行動していく自主的，実践的な活動の形態」があります。
　内容は以下の三つがあります（学習指導要領解説－特別活動編－P.26）。
　　内容　（１）学級や学校の生活づくり
　　　　　（２）適応と成長及び健康安全
　　　　　（３）学業と進路　　　
　（１）では，「集団の一員であるという自覚と責任感」「学級生活の充実のための工夫」「生徒会活
動や学校行事への参加や協力」のような題材から，学級の課題解決に向けての議題を決定し，話合
い活動に基づき，集団決定をします。議題の選定や議事進行は，生徒が自発的・自治的に進められ
るようにします。例えば『修学旅行に向けて学級レクリエーションを考えよう』という議題で，生
徒が司会進行を行い，学級全体で話し合います。何を，どう工夫するのかなどについて話し合い，
学級全体で決めます。その後，決めたことを学級全体で実践します。このような一連の活動を繰り
返すことにより，自治的能力が育成されます。
　（２）（３）では，例えば「不安や悩みの解消」「充実した人生と学習」のような題材で，生徒が
直面する課題の解決に向けて話し合い，自己決定をします。活動テーマは，担任の適切な指導の下
で，生徒の言葉で表現され，生徒の自主的，実践的な活動を促します。具体的には『安全な自転車
の乗り方を身に付けよう』という活動テーマで，近年の自転車事故の状況や自己のヒヤリハット体
験等から自己の課題を見いだし，学級で課題解決のための話合い活動を行います。自己の自転車の
乗り方に関わる課題を明らかにし，それを改善するための方策を自己決定します。このような一連
の活動を繰り返し，規範意識や社会性を育成します。
　学校で定めた評価の観点と題材のねらいに応じた評価規準に沿って，目指す生徒の姿を設定し，
一連の活動過程（事前・本時・事後）における評価の場面において，様々な評価方法を活用して評
価を行います。
活動形態1
内容2
評価3
　「題材」とは，各教科における小単元に当たり，指導内容の一つのまとまりを指します。
学級活動では，生徒が学級や学校で直面する生活上の様々な問題を内容として取り上げます。こ
こでいう問題や内容は，学級や学校の実態によって異なるものであり，「題材」の設定に当たって
はこれを十分に考慮する必要があります。
　また，中学校学習指導要領には，学級活動における各学年共通の内容が（１）～（３）として示
されています。そこで，「題材」については，（１）～（３）の内容ごとに，入学から卒業までの生
徒の発達や３年間の系統性に十分配慮しながら，学年ごとに設定の仕方を工夫する必要があります。
その際，小学校における学級活動の内容との接続や発展に配慮することも大切です。
　この内容は，学びに向かう集団づくりの基盤になるものであり，その特質から，できる限り生徒
の自発的，自治的な活動が進められることが望まれます。そこで，中学校学習指導要領に示された
ア～ウの内容項目ごとに，生徒の実態や学年段階を踏まえた「題材」から適切な「議題」を設定す
ることが大切です。
この内容の活動を進めるに当たっては，中学校学習指導要領に示されたア～ケの内容項目ごとに，
生徒が自分自身の問題として受け止めていくことができるように身近な事例を取り上げるなどして，
「題材」を設定することが大切です。その際，各教科，道徳及び総合的な学習の時間等の指導との
密接な関連を図り，生徒の学年段階や発達の段階に即して計画的・系統的に「題材」を設定するこ
とも必要です。
この内容は，生徒の現在及び将来の生き方を考える基盤になるものであり，中学校学習指導要領
に示されたア～オの内容項目ごとに，学年の段階やその系統性を踏まえ，また各教科等の教育活動
と有機的に関連させて，「題材」を設定することが大切です。その際，各学年段階に応じて重点化
することや，関連・統合を図ることも必要です。
学級活動（１）　「学級や学校の生活づくり」の題材について1
学級活動（２）　「適応と成長及び健康安全」の題材について2
学級活動（３）　「学業と進路」の題材について3
学級活動とは何ですか？
学級活動について
学級を単位とした話合い活動等を通して，生徒一人一人の自主的，実践的な態度や社会性
等の育成を目指した活動です。標準授業時数では，年間35時間以上の授業時数が位置付けら
れています。
A
Q1 学級活動の「題材」は，どのように設定すればよいのですか？
学級活動について
学級活動は，学級や学校の生活の充実と向上，生徒が直面する生活上の様々な課題を内容
として取り上げるので，学級や学校の実態及び課題，生徒の発達段階等を十分に考慮して
「題材」を設定します。
A
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①　生徒主体の話合い活動を行うためには，個々の生徒の議題や活動テーマに対する問題意識や改
善意欲が必要です。そのため，アンケートを実施したり学校生活における生徒の様子を観察し
たりすることで，生徒が課題と感じていることを把握し，議題や活動テーマを選定しましょう。
日ごろから学級活動委員会を組織し，生徒が自分たちの実態を把握しておくことで，よりよい
学級や学校づくりに関わる問題を見付け議題を提案することや，学級活動委員会の組織を生か
して，教員が示す題材を基に活動テーマを決定することができるようにしましょう。
②　学級活動委員会を中心に学級活動の計画を立てます。また，司会や記録等の役割分担も決めま
しょう。生徒の活動状況によっては，教員の指導や助言もときには必要となります。提案理由
や活動テーマ設定の理由など，なぜ話し合うのかを全員が理解してから話合いに臨みましょう。
また，話合いを進める生徒のリーダーシップや話合いに参加する生徒のフォロワーシップの育
成に心掛けましょう。
③　生徒主体の話合い活動を進めるためには，あらかじめ話し合う内容や方法を理解していること
が大切です。本時の活動における生徒の思考の流れが分かりやすい板書の工夫や，ワークシー
トの工夫をしましょう。話合いのルールをまとめたマニュアルを作成するのも一つの方法です。
一人一人が分かりやすく話し合うことを意識することも大切です。
　　 　考えがまとまらないときには，一旦ノートに書いてまとめてもよいでしょう。意見を発表し
にくいときには，小グループで意見を交わし自分の考えに自信を持たせます。教員は日ごろか
ら，意見が出やすい雰囲気をつくることにも心掛
けましょう。また，帰りの会などで１分間スピー
チを実施して自分の意見を表現することに慣れさ
せることもよいでしょう。
小学校では，学級会を行うための計画委員会があり
ます。計画委員会を中心に，学級会の準備や進行を経
験していますので，その経験を生かすことも必要です。
生徒主体の話合い活動には，
どのような工夫が必要ですか？
学級活動について
生徒主体の話合い活動を進めるために，以下のような指導の工夫が考えられます。
①　主体的に取り組める切実感のある議題や活動テーマを選定します。
②　 自分たちの活動として考えることができるように，あらかじめ活動の流れを検討した
り役割分担を決めたりします。
③　話し合う内容や方法を明確に示したり，自分の意見を発表しやすくしたりします。
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ワークシートの例
学級活動では，活動の内容そのものが人間関係を深めたり，実践を通してよりよい人間関係を築
いたりすることに直接関わります。例えば，以下のような視点から話合い活動に取り組むことで一
層人間関係を深めたり，よりよい人間関係を築いたりすることができます。
①　提案理由や活動テーマ設定の理由（「なぜ話し合うのか」）を全員が理解するために，以下のよ
うなことを取り上げていきます。
　　・学級や日常生活の現状や実態（課題・問題を取り上げる）
　　・話し合う必要性（提案者の思いや願いを生かす）
　　・問題の焦点化（解決への見通しを持つ）
　 　この提案理由や活動テーマ設定の理由を話合いの判断基準にしたり，よりどころにします。こ
うして生徒が課題意識や切実感を持つこととなり話合いが深まり，人間関係も深められていきま
す。
②　「合意形成を図る」とは，互いの意見の違いを超えたり，よさを生かしたりしながら最終的に
“自分もよくてみんなもよい”というように集団として意見をまとめることです。そのように
して合意形成を図り，集団決定を行います。また「効果的な自己決定」とは，自分で決めた実
践事項に向けて活動意欲が高まり，日常生活において，自己の生活の改善向上につながるとい
うことです。
　　　そのために，以下のような点について特に意識して指導していくとよいでしょう。
　　・意見には様々な種類があることを理解し，関連する発言を重視できるようにする。　
　　・集団決定や自己決定の重みを理解できるようにする。
　　・ 似たような意見をまとめたり，互いの意見のよいところを生かしたり，提案理由や活動テー
マ設定の理由に根拠を持ったりできるようにする。
人間関係を深める話合い活動は
どのようにしたらよいのですか？
学級活動について
人間関係を深める話合い活動を行うためには，互いに自分の考えを自由に表現できたり，
認め合い，高め合うことができたりするなど，学級内に支持的な風土が醸成されていること
が前提となります。そのために，次のことに留意して取り組んでいくことが大切です。
①「なぜ話し合うのか」を全員が理解して話合いに臨みます。
② 互いの意見を生かし尊重しながら，学級の合意形成を図り集団決定を行ったり，効果的な
自己決定につながったりすることを実感できるようにします。
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記録係　氏名（ 　）
（ ）班の，授業や家庭学習に集中できない原因はこれ！
解決策① ○△×
解決策②
解決策③
◎自分たちが考えた解決策
私たちが取り上げた学習に集中できない原因は，
その解決策として，（　）つの案が挙げられました。検討した結果，
ということなりました。 ↑（どのような理由で，どのような結論になったのかを書く）
です。理由は
からです。
学習の悩みを解決しよう
☆話合いの流れをおさえるワークシート
☆話合いの記録をしよう
☆発表原稿
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評価の対象には「集団」や「個人」が考えられますが，ここでは個人の変容をどのように評価す
るのかについて示します。
個人の評価を行うに当たっては，生徒に自信を持たせたり，意欲を高めたりするために，活動の
結果だけでなく活動の過程における生徒の努力や意欲を積極的に認めたり，生徒のよさを多面的・
総合的に評価したりすることが大切です。仮に評価規準の「十分満足できる状態」に達していない
としても，その生徒にとっては大きな一歩となるようなわずかな伸びも見逃さない評価になるよう
工夫する必要があります。そうした評価は，総合所見に記したり，生徒本人に声掛けしたりするな
どして，生徒のやる気を引き出すことにつなげるのです。
〈評価方法の主な例〉
　① 「観察法」：個々の生徒の行動（発言・活動・表情等）や集団内の成員の活動を観察する方法
　②「質問法」：面接質問法と質問紙法とに大別される。
　③「生徒の活動の記録や学級活動カード，教員の指導の記録等の諸資料による方法」
　　 生徒の学習活動として自己評価や相互評価も有効である。したがって，観察による教員の評価
と併せて，生徒自身による評価を参考にすることも考えられる。
また，活動の積み重ねによって年間を通して生徒を育てようとする学級活動においては，全ての
評価の観点について，事前，本時，事後の一連の活動過程の中で評価できるようにしたり，顕著な
事項は補助簿を活用して記録したりしておき，一定期間に実施した活動をまとめて評価するなどの
工夫も必要となります。
〈学級活動の評価の観点と評価規準について（例）〉
観点.
.内容
集団活動や生活への
関心・意欲・態度
集団や社会の一員としての
思考・判断・実践（※）
集団活動や生活についての
知識・理解
学級活動⑴学級や学校の生活の充実と向上に関
わる問題に関心を持ち，他の生徒と
協力して，自主的，自律的に集団活
動に取り組もうとしている。
学級や学校の一員としての自己の役
割と責任を自覚し，他の生徒の意見
を尊重しながら，集団におけるより
よい生活づくりについて考え，判断
し，信頼し支え合って実践している。
充実した集団生活を築くことの意義
や，学級や学校の生活づくりへの参
画の仕方，学級集団として意見をま
とめる話合い活動の仕方について理
解している。
学級活動⑵
自己の生活の充実と向上に関わる問
題に関心を持ち，自主的，自律的に
日常の生活を送ろうとしている。
日常の生活における自己の課題を見
いだし，自己を生かしながら，より
よい解決方法について考え，判断し，
実践している。
集団や社会への適応及び健康で安全
な生活を送ることの大切さや実践の
仕方，自他の成長について理解して
いる。
学級活動⑶人間としての生き方や学ぶこと，働
くことに関心を持ち，自己のよさを
伸ばしながら，自主的，自律的に日
常の生活や学習に取り組もうとして
いる。
自己の将来に希望を抱き，その実現
に向け，現在の生活や学習を振り返
り，これからの自己の生き方につい
て考え，判断し，実践している。
学ぶことと働くことの意義や，自己
の能力や適性，進路選択に必要な情
報収集や将来設計の仕方について理
解している。
※「集団や社会の一員としての思考・判断・実践」について
　特別活動では「思考・判断」とともに評価する観点が，「表現」ではなく「実践」としています。これは特別活動において，
考え判断したことを言葉で表現するにとどまらず，実生活の中で行動として実践することが求められているということです。
学級活動の評価は具体的にどのように行うのですか？
学級活動について
学校で定めた評価の観点と題材のねらいに応じた評価規準に沿って，目指す生徒の姿を設
定します。そして，一連の活動過程（事前・本時・事後）における評価の場面において，
様々な評価方法を活用して評価を行います。
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学級活動のねらいを実現するためには，以下のような手順で生徒の活動を構想しながら指導案を
作成することが必要になります。具体的な作成手順は，以下のとおりです。
① 題材を学級ごとの年間指導計画を踏まえて選択する。
　　 （指導内容の重点化や内容間の関連や統合，生徒の願いや学級の緊急の問題等を考慮して題材
を決定する。）
② 題材に関する個や学級の実態，自主的な活動の経験（質的な状況）を把握する。それを踏まえ
て課題解決を通して，目指す個や学級の姿を明らかにする。
③ 題材のねらいや活動内容の特質から生徒の活動形態（自主的，実践的な活動形態，自発的，自
治的な活動形態）を選択するとともにどのような能力や態度を育てるのかを明確にする。
　 　学級活動の１単位時間の指導案に記入すべき事項としては，題材，生徒の実態と題材設定の理
由，指導のねらい，本題材における評価の観点と評価規準，展開の過程（①事前の指導と生徒の
活動，②本時の指導と生徒の活動，③事後の指導と生徒の活動）における指導上の留意点や評価
規準に即して設定した「目指す生徒の姿」を記入しましょう。
学級活動の指導案はどのように書くのですか？
学級活動について
学級活動の指導案を書くに当たっては，生徒や学級の実態を踏まえ，学級活動の指導（一連の
活動過程）を通して「どのような生徒を育てたいのか」「そのためにどんな指導の工夫（手立て）
を行うのか」について，教員の思いや願いを感じ取る（読み取る）ことができる指導案にしましょう。
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1 「事前の指導と生徒の活動」では
「事前の指導と生徒の活動」では，課題や問題を発見・確認し，本時の議題や活動テーマを決定し，
話合い活動の計画を立てたり，生徒に課題や問題意識を持たせたりします。具体的には，学級活動委員
会を中心に，資料収集，アンケート調査の準備や実施，「議題」の決定，提案理由の検討，議事進行計
画の作成，役割分担，本時の予告を通した課題や問題への意欲付けを行うことなどが考えられます。ど
の活動も本時の話合い活動を活発にしたり，深めたりするのに重要です。
2 「事後の指導と生徒の活動」では
本時で決定したことの実践や，過程や成果の振り返りを行います。具体的には，本時で集団決定・
自己決定したことを実践し，実践の過程や成果を行動観察やアンケート調査等で確認しながら，今後
の学校生活の改善に生かす必要があります。
3  時間確保の工夫
放課後，朝の会や帰りの会，昼休み等を計画的にうまく利用して，学級活動委員会や班長会等を実
施しましょう。そのための時間を生徒自身が効率的に活用できるように自主的，実践的な態度を育て
ていくことが肝要です。また，各学校が教育課程を編成する際に，教科や学校行事・生徒会活動と関
連させて実質的な時間を確保することも考えられます。
事前・事後指導のポイントTOPICS
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　学級活動では，１年生から３年生までの発達の段階を踏まえ，育てる力や目指す生徒の姿を明確
にして系統立てて指導や評価を行うとともに，年間を通して計画的に指導します。
そのためには，学校として３年間を見通した各学年の年間指導計画を作成する必要があります。
その際，学習指導要領に示された学級活動の内容 （１）（２）（３）の全てを位置付ける必要があり
ます。
さらに，それを基に学級や生徒の実態に応じた学級ごとの年間指導計画を作成する必要がありま
す。その際，生徒の学習や生活の充実・向上を図ることができるように，学級経営や学年経営，各
教科等，生徒会活動，学校行事等と関連させることが重要です。また，学級活動の各内容の関連を
図ったり統合したりして，配当された時間の中で学級活動の目標が達成できるように指導計画を作
成することも大切です。
学級活動の年間指導計画はどのように作成するのですか？
学級活動について
学校として作成した学年ごとの学級活動年間指導計画に基づき，学級担任が学級経営の観
点から学年・学級や生徒個々の実態及び課題等を考慮して作成します。また，生徒が作成す
る活動計画のよりどころとなるものです。
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※学級ごとの学級活動年間指導計画（第2学年の例）
…「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校特別活動】」（国立教育政策研究所）P.31～参照
給食当番等の当番活動は，学級の日常生活が円滑に運営されていくために学級の仕事をみんなで
分担し，担当しなければならない活動で，学校生活の充実に資するものと言えます。そのため，生
徒に当番活動を行う意義やねらいを十分に理解させ，活動の内容や方法（いつ，どこで，誰に，ど
のように）を具体的にすることが重要です。
係活動は，生徒が自分の活動を見いだして創意工夫を発揮し，学級の生活を自分たちで豊かなも
のにしていく活動で，学級生活の向上や将来に必要な経験を積むなどのキャリアの向上に資するも
のと言えます。そのため，生徒の総意によって係組織を編成させることが大切です。さらに，学級
内の係活動が効果的に行われるには，学級の成員全てが互いの個性を尊重しながら，何らかの役割
を分担して協力し合うことが必要です。活動に際しては，学級の全員が自己の役割に対する責任と
喜びを感じ，よりよい学級にするための様々な創意工夫が発揮できるように配慮することが肝要で
す。特に多くの係活動では学級の生徒からの協力が不可欠なものが多いので，何をどのように協力
してもらいたいのか級友に分かってもらうため，協力依頼の連絡の工夫（朝の会や帰りの会の連絡，
掲示物の有効活用）や継続ができるとよいでしょう。
また，学級生活の充実に向けて，活動の内容や方法を見直して改善していくことも大切です。各
係の活動状況を相互評価するなどして，改善に向けて話し合ってみましょう。
学級担任は，活発な当番活動や係活動を展開しようとする際に，生徒が自分のやっていることに
対して「自分の好きなことや得意なことをしている」，「友人から必要とされている」や「自分も学
級や友人の役に立っている」など，自己有用感や学級への所属感を味わわせることを大切にして，
具体的な指導・助言をしましょう。その際，教員の適切な称賛や励ましは自己有用感を向上させ，
それ以上に友人から認められることが係活動への活動意欲の向上につながります。日頃から生徒同
士がお互いの頑張りを認め合える人間関係づくりに留意することが大切です。
なお，当番活動や係活動を学級組織における班活動の一環として位置付け，話合い活動に基づく
実践活動になるように指導・援助することも必要です。
当番活動を活発にする工夫1
係活動を活発にする工夫2
学級担任としての留意点3
当番活動や係活動を活発にしたいのですが，
どのような工夫をしたらよいのですか？
学級活動について
当番活動や係活動を活発にするには，生徒が活動の意義を理解し，生徒自身が活動の内容
や方法を具体的に決定できるようにしましょう。また，相互評価を活用して，各係活動の問
題点や改善点を考えることも工夫の一つです。
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う
学級の組
織づくり
をしよう
自分にふ
さわしい
学習方法
ボランテ
ィア活動
への参加
活動内容
⑴
ア
○
イ ウ
○
イ
○
イ
ウ
ア
カ
⑵ ⑶
指導の狙い
目指す生徒の姿（主なもの）
集団活動や生活への
意欲・関心・態度
集団や社会の一員として
の思考・判断・実践
集団活動や生活に
ついての知識・理解
中堅学年としての
生活上の心構えを
持たせる。
新しい学級に
対する関心を
持ち，自主的，
自律的に学校
生活を送ろう
としている。
中堅学年とし
ての自覚を持
ち，決意を新
たに目標を立
てている。
中堅学年とし
て，学級や学
校の生活上の
心構えを理解
している。
よりよい学級
の生活づくり
に関心を持ち，
話合い活動に
自主的，自律
的に参加しよ
うとしている。
学級の一員と
して，互いの
意見を尊重し
ながら，より
よい学級目標
について考え，
理由を示して
意見を述べて
いる。
学級目標を定
めることの意
義や，学級集
団として意見
をまとめる話
合い活動の仕
方を理解して
いる。
中堅学年としてふ
さわしい学級目標
をつくり，協力し
てよりよい学級生
活を築いていこう
とする態度を育て
る。
学級内の組織
づくりに関心
を持ち，ほか
の生徒と協力
して，自主的，
自律的に活動
しようとして
いる。
学級の実態を
踏まえ，より
よい学級づく
りに必要な係
等を考え，理
由を示して提
案している。
学級内の組織
をつくる必要
性や意義，活
動の内容や方
法を理解して
いる。
学級内で必要な仕
事について考え，
それを学級の成員
が分担することの
意義を理解し，協
力して生活してい
こうとする態度を
育てる。
様々な学習方
法に関心を持
ち，家庭や学
校での学習の
在り方を自主
的，自律的に
改善しようと
している。
ほかの生徒の
学習方法に学
びながら，自分
にふさわしい
学習方法につ
いて考え，学習
計画を作成し，
実践している。
主体的に学習
に取り組むこ
と の 大 切 さ
や，自分にふ
さわしい学習
方法を理解し
ている。
自分にふさわしい
学習方法について
考え，学習習慣の
改善を図ろうとす
る態度を育てる。
ボランティア活
動に関心を持
ち，自主的にボ
ランティア活動
に関わろうとし
ている。
身近にできる
ボランティア
活動について
考え，主体的
に実践してい
る。
ボランティア
活動の意義や
基本的性格，
参加の仕方を
理 解 し て い
る。
ボランティア活動
の意義を理解し，
ボランティア活動
に主体的に関わろ
うとする態度を
育てる。
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学習指導要領における特別活動の目標には，「心身の調和の取れた発達と個性の伸長」「自主的，
実践的な態度」「人間としての生き方についての自覚」「自己を生かす能力」など，道徳教育がねら
いとする内容と共通している面が多く含まれており，道徳教育との結び付きは極めて深いものがあ
ります。
　例えば，学級活動において，「情報化社会におけるモラル」という題材による話合い活動を行い，
メールやソーシャルネットワーキングサービス（以下，SNSと表記する）についての正しい関わ
り方や問題の対処法を学び自己決定を行います。この話合い活動の中で学んだ，道徳的行為や道徳
的な実践を，道徳の時間で「基本的生活習慣」「思いやり」「公徳心」といった価値項目として取り
上げることにより，生徒がその道徳的価値を自覚し，自己の生き方を考えていくことにつながって
いきます。
さらに，学級活動における話合い活動や体験的な活動は，道徳の時間で育成された道徳的実践力
を実践する重要な機会の場になっており，例えば本資料P.124のように，道徳と特別活動を関連
させ連携を図ることが大切です。
　ただし，道徳の時間と学級活動とのそれぞれの特質を考慮せず，安易な関連付けを行うことは，
逆に双方の学習効果の低下にもなりかねません。それぞれのねらいを明らかにして指導をするよう
に注意しましょう。
　なお，「特別の教科　道徳」（仮称）においても，「道徳に係る教育課程の改善策について（答申）」
（中央教育審議会　平成27年10月）2「道徳に係る教育課程の改善方策」（1）で，「道徳的実践
の指導の充実を図る観点から目標や内容を見直した現行の学習指導要領における特別活動について
は，道徳教育において特に重要な役割が期待されるものである。このため，特別活動の特質を十分
に踏まえた上で，各学校において，特別活動と「特別の教科　道徳」（仮称）のそれぞれの役割を
明確にしつつ，連携を一層密にした計画的な指導を行うことが求められる。」と示されるなど，道
徳的な実践の中心的な体験活動の場としての特別活動の役割は一層重視されています。
学級活動を指導する際，「道徳の時間」との
関連をどのように意識すればよいのですか？
学級活動について
学級活動の話合い活動や体験的な活動の中には，多くの道徳的実践を行う機会があります。
「道徳の時間」で学習する価値項目との関連を意識して，生徒の道徳性を高める視点を持つ
ことが大切です。
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　アメリカのガイダンス論に基づく我が国の生徒指導は，教科の学習基盤を整え，個々の不適応を
解消し，人格の育成を目指すための機能として捉えられています。
「生活体験や人間関係を豊かなものにする生徒指導」（文部省「中学校，高等学校編」　平成10年）
においても，生徒指導の意義を「一人一人の生徒の個性の伸長を図りながら，同時に社会的な資質
や能力・態度を育成し，更に将来において社会的に自己実現ができるような資質・能力を形成して
いくための指導・援助であり，個々の生徒の自己指導能力を育成するものである」と示しています。
　特別活動は，学習指導要領における領域であり，集団活動による「自己決定」や「集団決定」を
通して，個人的資質，社会的資質を育成し，自主的，実践的な態度を身に付ける活動です。
　目標は，小・中・高校で大きな違いがなく，学年ごとの系統的な目標とは異なっており，教科書
もありません。領域でありながら，機能としての生徒指導を実践する有意な役割を担っているのです。
　特別活動では，自己指導能力の育成に必要な個人的，社会的な資質，能力を育成します。特に，
これらの育成に関わる活動の多くが，学級活動の活動内容そのものであることから，学級活動は，
きめ細かな生徒指導を行う中核的な場と言われています。
　なお，我が国の教育方法上の理念は，学校における生活集団と学習集団を統合した教育の実践に
あります。そのことから，学級を「学びに向かう集団」に高めながら，児童生徒一人一人が自らの
力で様々な不適応を解消し，意欲的に学習に取り組めるよう指導・援助する学業指導を，学級経営
の場で充実させることが重要となります。その具体的な内容として，帰属意識や規範意識，互いに
高め合える学級づくりに関わる学級活動の内容をきめ細かに実施することが求められるのです。
学級活動は，きめ細かな生徒指導を行う
中核的な場と言われるのはなぜですか？
学級活動について
生徒指導のねらいは，個々の児童生徒の自己指導能力の育成にあります。その実践の場と
して，昭和33年の中学校学習指導要領（特別教育活動）の改訂に伴う「中学校特別教育活動
指導書」（昭和35年 文部省）において，「学級活動」は生徒指導の基本的な場であると示さ
れ今日に至っています。これらの背景，理由を十分に理解し，学級経営という概念の下，学
級活動の充実に努めることが大切です。
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1 「集団決定」
主として学級や学校の生活づくりに関することについて，様々な意見を持った生徒が共同の問題の解決
に向けて話し合い，学級の合意形成を図り，集団の意思を決定することです。例えば，「学級の目標や組織
づくり」「学級生活の充実のための工夫」などの題材を設定し，教員の適切な指導の下に，生徒が内容や計
画，役割分担を話し合い，集団決定して活動を進めていくようにします。
2 「自己決定」
主として適応や成長及び健康安全，学業と進路等に関することについて，生徒に共通する問題の解決に
向けて話し合い，個人の意思を決定することです。例えば，「思春期の心と体の発育・発達」「働く目的や
意義」などの題材を設定し，生徒の問題意識を共有化した上で，アンケート結果やゲストティーチャーの
話などを基に話し合い，その後自分がすべきことなど目標や内容を自己決定します。 
集団決定と自己決定TOPICS
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現在の中学生は，社会構造の変化から，自分に自信が持てず，人間関係に不安を感じていたり，
好ましい人間関係を築けず，社会性の育成が不十分であったりする状況が見られます。学級活動で
は，実際に学級で課題とすべき諸問題を解決しようとする過程を通して，人間関係を実践的に形成
する力が培われていくことが期待されます。学級の課題の中には，人間関係の問題に起因するもの
が少なくなく，生徒が人間関係の改善を図ろうとする活動から，人間関係を構築する力が養われて
いくことになります。
そこで，生徒が人間関係を構築する力の大切さに気付き，身に付けようとする意欲を高めていく
ために，「社会的スキルトレーニング」を学級活動の中へ効果的に取り入れることも考えられます。
しかし，「社会的スキルトレーニング」によってスキルを獲得すること自体は，学級活動のねらい
ではありません。人間関係の課題を把握し，その解決のための話合い活動を実践することが大切で
あり，その際「社会的スキルトレーニング」を部分的に取り入れることも考えられます。
「社会的スキルトレーニング」とは何ですか？ 
そもそも「社会的スキル」とは何ですか？
学級活動について
社会的スキルとは物事を行うための技術や能力のことで，学習や訓練によって獲得するこ
とができます。いわゆる「社会的スキルトレーニング」は，社会性に関するこのような技能
を習得する学習活動であり，学級活動において，よりよい人間関係を育む土台をつくること
を目的として活用することもできます。
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①アンケート等によって，学級内や自分自身に人間関係を築く上の問題があるのかをつかむ。　
②「社会的スキルトレーニング」を効果的に取り入れ，人間関係の面白さや大切さに気付き，実感
できる活動を行う。
③よりよい人間関係を築くために，大切なことを話し合う。
④学んだことをまとめ，自分自身の生活の中で実践することを自己決定する。
　この学習活動で学んだスキルは，学校での諸問題の解決や人間関係を構築する過程の中で一層養われ
るものです。この点を大切に考え，指導者は学級活動を進めなければなりません。
具体的な本時の活動例
　「小学校学習指導要領解説　特別活動編」には，学級活動の活動形態として「話合い活動」「係活
動」「集会活動」が示されています。中学校では，小学校の学級活動で身に付けた態度や能力を生
かすことができるよう，生徒の活動経験を十分に把握して，実情に即した指導を工夫することが大
切です。
○話合い活動
小学校でも，中学校と同じように，話合い活動が学級活動の中心的な活動形態になります。「（１）
学級や学校の生活づくり」の話合い活動では，児童の発達の段階に応じて，議題の見付け方，司会
や記録等の計画委員会への指導，児童による活動計画の作成，円滑な話合いの進め方や集団決定の
仕方等について継続的に指導しています。計画委員会を輪番制にして司会や記録を交代で行うなど，
児童一人一人が様々な立場で話合い活動を経験できるようにしています。また，座席を「コの字型」
にするなどして，お互いに顔を見ながら話し合うことができるように工夫をしています。「（２）日
常の生活や学習への適応及び健康安全」では，課題の解決方法を話合いを通じて考え，具体的な実
践方法や目当てが決められるようにします。
○係活動
学級内の仕事を分担処理するために，自分たちで話し合って係の組織をつくり，全員で幾つかの
係に分かれて自主的に行う活動です。児童の力で学級生活を豊かにすることをねらいとしています。
設置する係の種類や数は，学年や学級によって異なります。児童の発達の段階に応じて十分に創意
工夫して計画し活動できるように指導しています。
○集会活動
学級生活を一層楽しく充実・向上させるために，学級の全児童が集まって行う活動です。児童の
発達の段階に応じて，学級の話合いによって創意工夫しながら計画し，役割を分担しながら自主的
に運営します。児童が集会の計画の立案や効果的な運営方法，協力や責任等について実践を通して
体得できるようにするとともに，学級への愛着が深められるように指導しています。
なお，小学校の特別活動については，「楽しく豊かな学級・学校生活をつくる特別活動（小学校
編）」（国立教育政策研究所　平成26年６月）に詳しくまとめられています。
※巻末資料「小学校・中学校・高等学校の比較」参照
小学校における学級活動の活動形態1
小学校の学級活動では，
どのような活動をしているのですか？
学級活動について
小学校学習指導要領に共通事項として示された「（1）学級や学校の生活づくり」と「（2）
日常の生活や学習への適応及び健康安全」の2つの内容に関する活動を行っています。
活動形態として「話合い活動」「係活動」「集会活動」が示されていることも特徴的です。
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題材　「集団の一員であるという自覚と責任感」
学級生活を見直そう
学級活動
事例 1
●生徒が自ら学級生活の問題を発見し，解決に向けて自主的に考えようとする習慣が身に付い
ていない。
●学級目標が教室に掲示してあるだけで，目標を意識した活動や実践について振り返ることが
ない。
　学級や個々の生活に生起する諸問題に気付き，それらの改善を図る生徒の活動は，集団活動
を通してこそ実現されます。本時は２学期の出発に当たり，改めて学級目標の達成状況を振り
返る必要性から議題を設定しました。このような話合い活動を定期的に行うことにより，自分
たちの問題を自分たちで解決しようとする態度や望ましい学級風土（文化）が醸成され，個々
の生徒の居場所としての学級づくりが期待されます。
●学級活動委員会で本時の目的を話し，活動までの見
通しを確認しながら話合い活動の計画を立てる。
 ［放課後］（学級活動委員会）
●それぞれの生徒が学級目標を達成するために行動で
きたかどうかを調べるアンケートを行う。
 ［帰りの会］（学級全体）
●アンケート結果を集計し，「学級平均値グラフ」を
作成する。 ［放課後］（学級活動委員会）
●「学級平均値グラフ」から，学級で話し合う内容を
決定する。 ［放課後］（学級活動委員会）
　▶ 集計結果を「学級平均値グラフ」として視覚化す
ることで，話し合うべき内容を分かりやすくしま
す。
●本時の予告をする。 　［帰りの会］（学級全体）
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
学級目標を達成するために，学級の課題を話し合う活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
アンケート調査の例
▶ アンケート調査の結果を視覚化して分か
りやすくします。
１　開会のことば
２　学級活動委員の紹介
３　議題の発表・確認
　 　 アンケート調査の結果を報告し，学
級の課題を提示する。
４　先生の話
５　話合い
　 　 学級生活を見直すための方策を話し
合う。一人一人が課題意識を持って
話合いに臨むようにする。
　　▶ 意見を出しやすくするために，学
級会ノートやワークシートを活用
しましょう。意見が出にくいとき
は近くの生徒と話して意見をまと
める時間を設けると効果的です。
６　決定事項の確認（記録係）
７　感想記入・発表（各生徒）
８　先生の話
９　閉会のことば（司会）
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
　私たちのクラスは，学級に所属するメンバーが互いによりよくなる
ために，学級目標をつくりました。様々な行事を経験して中学校生活
に慣れてきましたが，学級目標を達成するために行動できていません
でした。そこで，これまでの取組を見直して，自分たちで行動できる
ようにするために，提案しました。
提案理由
●話合いで決めた内容を実践していく。
●冬休みまでに行われる学校行事の後に振り返りをする。
●学級の成員一人一人が目標を意識して生活できているか
確認する。
●冬休み明けに，学級目標を達成するために取り組めてい
るか再び話し合い，実践を考える。
　▶ PDCAサイクルを活用し，自分たちで学級をよりよ
くしようという意欲を高めましょう。
実践と振り返り
今回は，「学級平均値グラ
フ」の結果から，平均値の
低かった学級の取組３「１
年○組は反省点を見付けて
次 に 生 か す こ と が で き
る。」と, 個人の取組２「私
はどんな役割でもやること
ができる。」について話し
合うようにします。
教員は，生徒が自主的に話
合いを進めているのを見守
るようにします。しかし，
話合いが停滞していたり，
論点がずれていたりするよ
うなときは，必要に応じて
指導や助言をしましょう。
話合いの隊形：コの字型
学級の取組３について
「学校行事の後に必ず反省をして，次の行事に生かすよ
うにしよう。」
個人の取組２について
「自分が担当している仕事は，責任を持って行おう。」
「取組状況を毎週全員でチェックしよう。」
決定事項〈例〉
１年○組のアンケート結果
（数値は各生徒の平均値）
運動会や合唱コンクール，球技大会
などで，学級目標を意識して取り組
むように指導しましょう。
学校行事との関連
① 話合いにおいて，活動意欲が高ま
っているか確認します。
② 学級目標を達成できるような実践
となっているか確認します。
③ 話合いで決めた内容を実践できて
いるか確認します。
本実践における評価のポイント
１年○組学級活動アンケート
○学級目標が何かもう一度確認しましょう。
学級の取組
自分の取組
○学級目標を達成するためにどう取り組みますか。
１. １年○組は学級目標を忘れずに行動できる。
１. 私は学級目標を忘れずに行動できる。
２. 私はどんな役割でもやることができる。
３. 私は自分の意見をはっきりと言う。
4 3 2 1
4 3 2 1
4 3 2 1
4 3 2 1
4 3 2 1
4 3 2 1
２. １年○組は決めたことは最後までやり遂げることができる。
３. １年○組は反省点を見付けて次に生かすことができる。
よくできた できなかった
○学級目標を達成するための取組を振り返りましょう。
１年○組（　　）番　氏名
学級目標取組アンケート
学級１
個人１
学級２
学級３
個人３
個人２
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●自分たちの決めた具体的な活動内容・方法に従って，役割を実践する。
　▶ 朝の会や帰りの会の時間や掲示物を利用して，必要な連絡や協力依頼を活発に行いましょう。
●年間指導計画に沿って，次の活動につなげる。
　▶ 活動状況について，適宜，振り返りましょう。
　▶ 係活動は生徒の協力が必要です。その意味で学級における生徒同士の望ましい人間関係を日頃から
構築しておくことが大切です。
実践と振り返り
題材　「仕事の役割分担やルール」
係活動を充実させよう
学級活動
事例 2
●役割分担が決まっても，自発的な活動には至っていない。
●役割分担の活動内容・方法について理解しようとしない。
●友人の活動を見ているだけで協働できない。
●活動内容に創意工夫が見られず，停滞している。
学級の役割分担を行うことの意義を理解し，自ら仕事を見いだすとともに，工夫して学級生
活を自主的，主体的で豊かにしようとする生徒の育成をねらっています。本テーマからそれぞ
れの生徒が，責任を持って自分の役割を果たしたり，自分たちの発想を生かした創意工夫ある
活動を見いだしたりして，自己有用感や所属意識を感じられるようになることを目指していま
す。また，他の生徒と協力し合って，学級生活の向上を考え，円滑で活発な係活動が展開でき
る学級を目指します。
●自己評価表を用いて，自己の係の活動
状況について振り返る。
 ［帰りの会，全員］
●自己評価の結果を係ごとにまとめ意見
交換を行う。 ［帰りの会，全員］
　▶ 自己評価の結果から課題を明確にし
ます。
●各係ごとの活動上の課題を集約して，
議題を選定する。
 ［昼休み，学級活動委員会］
　▶ 学級活動委員（各係長を含む）は全
体的な傾向だけでなく，生徒一人一
人の考えや意見をできるだけ把握し
ます。
●本時の流れ，提案理由や司会者等を決
め，計画を立てる。
 ［放課後，学級活動委員会］
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
自己評価を生かして，各係活動の課題とその解決策を考える活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
１　問題意識の共有化を図る。（学級全体）
　　▶ 各係の自己評価の集計結果を黒板
に掲示します。
　　▶ 課題や活動テーマ設定理由を発表
します。
２　 自己評価の集計結果を基に話合いを
行う。
　　 　係ごとの話合いでは，各係長が学
級活動委員会の一員として進行を行
い，各係活動の現状と課題について
集団思考を深める。
　　▶ 活動内容や方法の再検討を始め，
係活動を創意工夫できるように具
体的な意見を引き出し，係ごとの
集団決定につなげます。
３　 係ごとに集団決定をする。
 （例）“○○係宣言”
４　自己決定をする。
　　 　各自が係活動の充実に向けた心構
えを具体的に決定する。
　　 　目指す学級づくりに向けた係活動
の充実のために，自分でできること
を考えて意思決定する。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
 ●自分の考えを生かして，みんなに役立ち，喜んでも
らえる活動内容・方法を工夫し，用紙にまとめて
発表させましょう。（下図）
決定事項
学級活動委員会
・全体司会　・提案理由の発表
各係長
・小グループの司会
生徒の役割分担
学級の課題について，自分自身の問題と受け止め，日頃考えていることを積極的に発表したり，
他の意見をしっかり聞き，自分の考えと比較したりして，主体的に話合い活動に取り組んでいる
かどうかを確認します。
本実践における評価のポイント
事前に一人一人の活動意欲や係活動に取り組む姿勢を把握する
ことは，活動を活発にしたり，創意工夫のある活動に高めたり
するために重要なことです。本時で係ごとに具体策を話し合う
際，係長が係員一人一人の考えを十分につかんでいることで，
より有効な相談が可能になります。
＝自己評価表＝ 氏名（○○○○）
（□□□）係の活動を振り返って
主な活動内容 よかったところ 改善すべきところ
【学級の仲間へメッセージ】
生徒にとって，係活動の意義の理解が不十分であると，
自分の係の活動内容・方法を具体的にできず，活動が
低調になり，自分の役割分担に自己有用感や所属意識
を感じられず，意欲を失ってしまいます。提案者や司
会が，生徒に自分の係活動の評価に対する心境を語ら
せることで，問題意識の共有化が図られ，本時の課題
解決に向けての解答に直結します。
提案理由への質疑応答が
話合いの成否の鍵
○○係宣言
○○係は
に取り組みます。
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●各係ごとに準備計画に基づいて準備を進める。
　練習計画に基づいて，練習する。
●卒業生を送る会で発表する。
●振り返りカード
に記入する。
実践と振り返り
題材　「卒業生としての自覚」
卒業生を送る会を成功させよう
学級活動
事例 3
●卒業生として，学校や在校生，教職員等に感謝の気持ちを抱いているが，どのように表現し，
伝えればよいか迷っている生徒がいる。
●卒業前に学級で思い出に残ることを実践したいという声が聞こえる。
●自分たちが築いた校風を後輩に受け継いでほしいという願いを持っている。
　本題材は，卒業生を送る会における学級ごとの発表の場を生かし，感謝の気持ちを表現する
ことで，自分たちが築いたよりよい校風を受け継ぎ，卒業生としての自覚を持たせることをね
らいとしています。
　本実践を通して，生徒一人一人が残された学級生活を仲間とともによりよいものにしようと
する生活意欲を高めるとともに，支え合い，高め合うという学級集団の質の向上や学級文化の
定着を図りましょう。
●提案者からの思いを聞き，問題意識の共有化を図る。
　 議題を選定し，活動までの見通しを確認しながら話合
い活動の計画を立て，役割を分担する。
 ［放課後］（学級活動委員会）
●「卒業に向けて」のアンケート調査を行い，学級活動
委員が集計する。
 ［帰りの会・放課後］（学級活動委員会）
●本時の予告をし，劇と呼び掛けを行うための工夫や役
割分担について，自分の考えを学級活動カードに記
入する。 ［帰りの会］（学級全体）
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
卒業を前に，思い出に残る学級劇や呼び掛けに挑戦する活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
第○回　学級活動
第 学年 組 番 氏名
議　題
提案理由
役割分担
（　　班）
時間
分
１ はじめの言葉
２ 学級活動委員の紹介
３ 議題の発表・確認
４ 提案理由の説明
５ 先生の話
８ 決定事項の確認
９ 自己評価・感想記入
10 先生の話
11 おわりの言葉
決定事項
私の実践目標，決意
自己評価（本日の話合いの反省） 全体を通しての感想
１ 提案理由に沿って考えられた Ａ・Ｂ・Ｃ
２ 前回の話合いより自分の考えを
 表現できた    Ａ・Ｂ・Ｃ
３ 他の人の意見を聞いて自分の
 考えが深まった   Ａ・Ｂ・Ｃ
４ 決定事項を理解し，活動意欲が高まった
      Ａ・Ｂ・Ｃ
担任
学級劇の様子
６ 話しい
（1） 話合いの様子
（2）
分
分
分
話合いの順序 担当者 自分の考え・意見
司会
副司会
黒板記録
ノート記録
○月○日（○）○校時
学級活動カード（例）
１　開会の言葉（司会）
２ 　学級活動委員の紹介（副司会）
３ 　議題の発表・確認（記録係）
４ 　提案理由の説明（提案者）
５　先生の話
６　話合い
（１） 劇をどのように行うか。
（２） 呼び掛けはどのように行うか。
（３） 役割分担をどうするか。
７ 　決定事項の確認（記録係）
８ 　感想記入・発表（各生徒）
９　先生の話
10 閉会の言葉（司会）
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
（１）について
 ●配役は希望者を募り重なったら「くじ」で決定
 ●台本・演出・道具はチームで作成
 ●笑いから涙へつながる演出を工夫
 ●ハッピーエンドで終わる短めの劇
（２）について
 ●先生方に対する言葉は，関わりの深い人が担当
 ●始まりと終わりは全員で
 ●一人で言いにくい人は，数人でまとまって声を出して
も可
（３）について
●劇チーフ　●台本チーム　●演出チーム　●道具チーム
●呼び掛けチーフ　●文言作成　●BGM　●練習計画
決定事項〈例〉
　私たちのクラスは，これまで学級
で団結したり協力したりして各行事
や日常生活を送ってきました。そん
な私たちもあと１か月半で卒業です。
　卒業を前に，私たちは学校の先生
方や後輩たちに対して感謝の気持ち
でいっぱいです。アンケートから，
同じ気持ちの人がほとんどでした。
この気持ちを，卒業生を送る会の学
級ごとの発表の場面で３年生として
表現できれば，自分たちがつくり上
げたものを在校生に引き継ぎ，更に
みんなで最後の思い出を深めること
ができると考え，提案しました。
提案理由
振り返りを生かして，卒業式に向けての活
動意欲を高めるとともに卒業式にふさわし
い態度で臨めるように指導します。
学校行事との関連
① 話合いにおいて，活動意欲が高まってい
るか確認します。
② 準備の段階で，協力して行われているか
確認します。
③ 感謝の気持ちを伝えるような実践となっ
ているか確認します。
④活動の過程の振り返りを確認します。
本実践における評価のポイント
卒業に向けて
氏名
１ あと２か月で卒業です。今，○○中学校や後輩，先生方に伝えるとすればどんな思いですか？
２ その思いを３月に行われる「卒業生を送る会」において，クラス全員で形にして伝えたいと思いま
 す。どのようにして伝えたらよいと思いますか？その理由も書いてください。
○伝える方法
○それを選んだ理由
・呼び掛け
・その他（ ）
・劇 ・手紙 ・合唱 ・VTR
「卒業に向けて」のアンケート
①役割を分担する。
②議題を選定し確認する。
③提案理由を検討する。
④話し合うことを決める。
⑤50分の授業の流れを検討する。
⑥アンケート調査を実施し集計する。
⑦学級に次の学級活動の連絡を行う。
例）司　会：話合いの進行(運営)をスムーズに行う。　
　　副司会：司会を支え，話合いの状況を把握する。
　　黒板記録：発言を黒板に書きまとめる。
　　ノート記録：板書事項を記録し，黒板記録を助ける。
学級活動委員会で確認する内容（例）
話し合うことにつ
いて，自分の考え
を具体的に記入す
るようにします。
記入後，教員は回
収し，生徒一人一
人がどのような考
えを持っているか
把握します。
話合いの様子
学級劇の様子
①学級の実態
②話合いの必要性
③問題の焦点化
提案理由の
指導のポイント
　提案理由は話合いの
羅針盤と言えます。話
し合う必要性を示し，
全員で共通理解してか
ら話し合います。話合
いの方向性を修正した
り，集団決定のよりど
ころとなるものです。
１　本時の活動テーマを確認する。
２　アンケート結果を確認する。
　　・中学校生活で不安に思っていること
　　・どのようなクラスにしたいのか
３　 上級生のビデオレター（応援メッセージ）を視
聴する。
４　「どんな学級にしたいのか」を話し合う。
　　・ １年後の「理想の学級像」を考え，ワークシ
ートに記入する。
　　・それぞれの考えを小グループごとに発表する。
５　 そのためには「自分がどんな中学生になるべき
か」を考える。
　
６　意見を発表し，学級全体での共有を図る。
　　・発表された意見は肯定的に捉える。
７　実践に当たっての目標を自己決定する。
　　・みんなの意見を聞き，「中学校生活での決意」をワークシートに記入する。
８　先生の話を聞く。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
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題材　「不安や悩みの解消」
中学校生活を有意義に過ごそう
学級活動
事例 4
●中学校に進学して，人間関係の変化や新しい環境に不安を感じている。
●初めて出会った生徒や価値観の違う生徒とも関わりたいと思っている。
●今までの自分を振り返り，中学校生活を，より有意義に過ごしたいと思っている。
　中学校入学時に生徒は，新しい環境や人間関係の変化に戸惑い，期待と不安を抱えています。
互いの期待や不安を意見交流することで，安心感を高め，新たな人間関係の構築のきっかけと
なるようにします。長期的な目標を明確にすることで，夢や希望を持って中学校生活を有意義
に過ごそうとする態度を育てます。
●入学式後の学級活動で，学級担任が期待する中学校生活
について話をする。
　▶ 学習面や生活面で小学校との違いなどについて分かり
やすく話をしましょう。
　▶ 学級担任として，目指す生徒像や期待することなど思
いを伝えましょう。
●生徒が抱える期待や不安を確認するため，生徒対象のア
ンケート調査を行う。［帰りの会］
　▶ 生徒には中学校生活における年間の学校行事や学習形
態の基本事項を事前に理解させましょう。
　　（映像を活用して紹介するのも効果的）
●アンケート結果をまとめ，本時の学級活動の流れを検討
する。
　▶ 入学当初であるため，調査の集計については教員が中
心に進めましょう。
●小学校で経験した話合いの基本事項を確認し，本時での話合いの方法を検討する。
　▶ 学年会で話し合い，学年の教職員が共通理解することも大切です。
●上級生に協力してもらい，ビデオレターを作成する。
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
「理想の学級像」を話し合い，「中学校生活での決意」を考える活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
中学校生活に関するアンケート
①あなたが，中学校生活で楽しみだと思っていることは何ですか。
②あなたが，中学校生活で不安に思っていることは何ですか。
③このクラスを，どのようなクラスにしたいと考えていますか。
※三つまで，１年生の中で
クラス
クラス
クラス
中学校生活に関するアンケート
●本時の活動で考えた「中学校生活での決
意」は，短冊に書いて教室掲示する。
●ふだんの学校生活の中で，目標を達成する
ための努力をしているかを確認する。
 ［帰りの会］
●「私の未来予想図」などを使って，自己の
目標に近づくことができたかを１年間を
通して定期的に確認し，場合によっては
修正・改善を加えていく。
実践と振り返り
主な意見を掲示し
て，付箋やネームプ
レートで意思表示す
る方法もあります。
肯定的に捉えるために，先生の助言と，
生徒の拍手は大切です。
予想される結果
●道徳の内容項目１－（２）
　「強い意志」と…
　日常生活で達成できる小さな目標を設定し，達
成できたときの達成感と満足感を味わうことで最
後までやり抜く強い意志と態度を養います。
他の教育活動との関連
① 帰りの会で，当番や係活動に関する反省を通し
て，安心感が高まっているかを見取ります。
② 自分自身の具体的な行動について考えられたか
を確認します。
③ 学級をよりよくする活動につながっているかを
「私の未来予想図」などを使って，学期末や長
期休暇明けの学級活動で確認します。
本実践における評価のポイント
ワークシートに記入させ，できるだけ多く
の意見を書かせます。
※小グループでの話合いにより，互いの学
級に対する「思い」を確認し不安感を軽減
させます。
話合いの方法〈例〉
私は毎日，勉強や部活を真剣に取り組んでいきたいと思います。
私は常に，人の心を考えて行動できる中学生になりたいと思います。
私は学級のみんなと助け合って，学級が一つになれるように努力したいと思います。
生徒の意見例
そうか！みん
なも同じ気持
ちなんだ。
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１　 本時の活動テーマ及び活動のねらいを確
認する。
　　・ 運動会を通して，互いの頑張りを認め
合う。
　　・ 「運動会頑張りカード」を活用して，
具体的に振り返り，自分が学んだこと
を考える。
２　本時の活動の流れを確認する。
３　 運動会の活動の様子を撮影したビデオを
視聴する。
４　 「運動会頑張りカード」で自分の頑張り
を振り返る。
　　・自分の目標を達成できたか。
　　・ 自分の役割を果たすことができたか。 
５　 小グループで，運動会で学んだことを話
し合う。
　　・ 「運動会頑張りカード」を基に，互い
の頑張りやもっと頑張りたかったこと
を振り返る。
６　 運動会を通して学んだことを，これからの学校生活にどのように生かしていくのか，目標や取組方
法を一人一人が自己決定する。
７　 自己決定した目標や取組方法を一人一人が決意表明として発表し合う。
　　・ 後で教室に掲示して，お互いに友達の目標や取組方法が分かるようにする。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
題材　「自他の理解と尊重」
運動会を振り返ろう
学級活動
事例 5
●自分に自信が持てず，学級の中で自分のよさを生かしきれていない生徒がいる。
●学校行事に向けて，生徒の頑張ろうという気持ちが見られるが行動となって表れていない。
●学級に貢献しようとしたり，学級みんなで目標に向かってまとまって取り組もうとしたりす
る態度にやや欠ける。
　生徒の興味関心が高い学校行事である運動会を通して，互いのよさを認め合いながら一つの
目標に向かって学級がまとまって取り組もうとする態度や，学級に貢献しようとする態度を育
てることをねらいとしています。このことは，生徒が自己理解を深め，自分のよさに気付き，
それを生かそうとする態度を育てることにもなります。
●運動会に向けて，学級や個人の目標設定をする。 〔学級活動〕
　・学級目標を踏まえてどんな運動会にしたいか話し合い，学級テーマを集団決定する。
　・学級のために自分は何ができるかを考え，個人目標を「運動会頑張りカード」に記入する。
●友達への励ましの言葉を互いに「エールカード」に記入し合い，教室に掲示する。 〔朝の会〕
●学級や個人の目標に基づいて毎日の取組を自己評価し，運動会頑張りカードに記入する。 〔帰りの会〕
●自分の立てた目標の達成に向けて，運動会に取り組む。 〔運動会当日〕
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
「運動会頑張りカード」を活用して，自分が立てた運動会の目標を振り返る活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
～運動会パワーアップ大作戦～
運動会頑張りカード
年 組 番 氏 名
１ 運動会の学級テーマ
２ 運動会練習振り返りＣｈｅｃｋ！
【◇達成できた→青 ◇達成できなかった→赤】
個人目標（個人で頑張ること） 日 日 日 日 日 日
日 日 日 日 日 日
学級目標（学級で頑張ること） 日 日 日 日 日 日
日 日 日 日 日 日
３ 運動会を振り返って
①目標を振り返って・・・。
②運動会で自分がパワーアップしたこと
③これからもっと頑張っていきたいこと 「運動会頑張り
カード」
●自己決定した内容に基づいて一人一人が実践する。
●実践したことを振り返る。 〔朝の会〕
● 生徒が自他のよさ，学級のよさに気付くことができ
るように，朝の会等を活用して，振り返りの場を
設定する。
実践と振り返り ● 本時は，自分に合った目標を自己決定
できたか評価します。事後の活動で
は，合唱コンクール等の学校行事や日
常生活での実践の過程で，生徒が自分
の努力や成長に気付くことができたか
評価します。
本実践における評価のポイント
運動会の学級テ
ーマについての
個人目標を立
て，それに基づ
いて振り返るた
めに，「頑張り
カード」を活用
します。
自他のよさに気付き，認め合うことができるように，
教員も生徒一人一人の頑張りを紹介したり，頑張りカ
ードに励ましのコメントを添えたりしましょう。
日記や生活記録ノートを活用し，助言したり励ましたりする
ことも考えられます。また，学級通信や学級懇談会を通して，
保護者にも実践の様子が伝わるようにします。
自己決定したことを発表し合います。
友達への励ましの言葉を「エールカード」に記入し，
教室に掲示して，運動会への意識を高めるとともに，
自他のよさを認め合えるようにします。
当日の活動だけでなく，準
備や練習の様子を教員が撮
影しておくとよいです。
「エールカード」
小グループによる話合い
発表
運動会を通して学んだことを話し合います。
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題材　「情報化社会におけるモラル」
メールやSNSのトラブルを解決しよう
学級活動
事例 6
●友人とつながっていたいという思いを強く抱え，メールやSNSに没頭してしまい，学習に
集中できていない。
●SNS上で他人を非難してしまい，人間関係のトラブルが起きており，そのような状況を改
善したいと思っている。
携帯電話等の通信機器を利用したメールやSNSによる人間関係のトラブルが少なくありま
せん。SNSなどのインターネットサービスとの関わり方について自分の考えを明確に持ち，
話合いを通してお互いの考えを共有します。この活動を通して，正しい関わり方や問題の対処
法に対する考えを深め，情報モラルに関する意識を向上していく ことをねらいとしています。
また，他者との関わり方の理解を深めることにもなり，学級内に良好な人間関係を築いていく
ことにもつながります。
●生徒の実態を把握するためにアンケートを行う。
 ［帰りの会］（学級全体）
　▶ アンケートに本音を書けるような雰囲気をつくることを意
識します。
●アンケートの集計をする。 ［放課後］（学級活動委員会）
●活動までの見通しを確認しながら話合い活動の計画を立てる。
 ［放課後］（学級活動委員会）
●身近な問題として話し合うために，実際に起こったSNSに
関する事件の事例を用意する。
 ［放課後］（学級活動委員会）
●意見発表に使うワークシートやカード，付箋等を準備する。 ［放課後］（学級活動委員会）
●本時の予告をする。  ［帰りの会］（学級全体）
　▶ 授業の意義を話し，携帯電話やスマートフォンを使用していない生徒やSNSを知らない生徒も意
欲的に取り組めるようにします。
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
 SNSの利便性や問題点を学級で考えて共有する活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
　話合い活動を行うための司会と発表者を決
めておきましょう。
１　 「SNSに関するアンケート」の集計結果
を提示する。
２　 本時の活動テーマ及び本時のねらいを確
認する。
３　SNSに関する事件を発表し合う 。
４　 小グループごとに，SNSの利便性や問
題点について，自由に意見を交換する。
５　 小グループで話し合った意見を学級全体
に発表する。
６　 SNSとの望ましい関わり方について自
己決定する。
７　自己決定した内容を発表する。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
●自己決定した内容を実践する。
●学年集会で，それぞれのクラスの生徒の取組をまとめ
たものを発表する。
　▶ 学年全体の取組としたい場合には，生徒評議会や生
徒総会で提案し，学校全体で情報モラルを高めるた
めの方法を考えるようにします。
●学校生活において，互いに気を使いながらコミュニケ
ーションを図る。
●教育相談時に，それぞれの生徒が自己決定した内容を
実践しているか振り返る。
　▶ 技術・家庭科の指導とも連携させて情報モラルの意
識を高めます。
実践と振り返り
SNSを通したトラブルや悩みが多いことから，本時は
SNSの使い方や望ましい人間関係の築き方について考え
ていくようにします。なお，調査結果については，生徒の
個人情報の取扱いに注意します。個人が特定されないよう
に，似たような悩みを項目ごとにまとめ，人数を提示する
のも一つの方法です。
SNSに関する事件の原因と自分たちが抱える問題とがつな
がっていることに気付くように授業を進めます。そのこと
が犯罪の未然防止になることを伝えます。
「SNSを使わない」という安易な意見だけではなく，他者
に気を使うような意見が出てくるはずです。コミュニケー
ションをSNSなどに頼るのではなく，直接的な会話や非言
語コミュニケーションも大切にする姿勢を持たせるように
しましょう。
話し合う際には，生徒同士の距離を近づけ，よ
り話しやすくするために机を一つにします（右
図参照）。また，「ワールドカフェ」などの話合
いの手法を用いることも話しやすくする工夫で
す。
学校外での生活にも関わってくるの
で，保護者会や学級通信等を利用し
て，保護者の協力も得ながら指導して
いきます。
家庭との関連
① 話合いの様子や振り返りシートの内
容から，情報モラルが高まっている
か確認します。
② 定期教育相談時の面談を通して，学
校生活において，他者との関わりを
大切にしているか確認します。
本実践における評価のポイント①アンケートを集計した一覧表　②SNSに関する事件の事例　
③意見発表に使う短冊（各班に３枚ずつ）
　▶ 新聞やインターネットで事前に調べて助言できるようにしておきましょう。
本時に向けて準備する物
SNSに関するアンケート
アンケート（抜粋）
①あなたは，SNSを利用しています
か Yes，No
②SNS関係でいやな思いをしたこと
がありますか Yes，No
③現在あなたがSNS関係で知りたい
ことや気になること，悩んでいること
を答えてください。（自由記述）
話合いの様子
１　本時の活動を知る。
２　アンケート結果を確認する。
　　・現在の学級の状況を共有する。
　　・男女の感じ方の違いを認識する。
３　 男女の協力について気付いたことを各自で付箋
紙に記入する。
　　・黒板に貼り，議長が意見を紹介する。
４　 男女の感じ方にどのような違いがあるのかを知る。
　　 班に分かれて話合い活動を行う。 【小グループ】
　　・黒板に貼られた意見を基に，話合いを進める。
　　・各班より話合いの結果を報告する。
　　・男女互いの「違い」を確認する。
５　 男女が協力していくためには，一人一人がどの
ような点に気を付ければよいのか話し合う。
 【学級全体】
　・班活動や清掃活動等の具体的場面を想定する。
　・多くの生徒が発表できるようにします。
６　実践目標を設定する。
　　・本時の話合い活動より，男女が互いに尊重し協力することについて考えをまとめる。
　　・学校生活で実践していきたいことを自己決定し，ワークシートに記入する。
７　先生の話を聞く。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
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●男女の協力について，生徒の意識を確認する。
　・ アンケート調査を実施して，学級内での男女の協力につ
いて把握します。 ［帰りの会］
●アンケート結果を基にして，解決すべき題材を決定する。
●学級活動委員会を実施し活動の計画を立てる。 ［放課後］
　・ アンケート結果と委員の意見より，話し合う内容や流れ
を考えます。 （活動テーマの設定）
　▶ アンケート結果の提示については，分かりやすいように
模造紙にグラフ化して準備をしましょう。
●本時の予告をして，話合い活動への意欲付
けを図る。
 ［朝の会］
題材　「男女相互の理解と協力」
男女の協力について考えよう
学級活動
事例 7
●男女で協力して活動することを避ける傾向が見られる。
●男女の身体面や精神面の違いを理解していない発言が聞かれる。
●異性に対する関心があり，相手によく思われたいと考えているが，意に反する行動をとってしまう。
　中学生の時期は，一般的に異性に対する関心が高まりますが，生徒の心身の発達には個人差
が大きく，意識的に避けたり，逆に関心を誘ったりするような態度をとることも多くなります。
そこで，本テーマを設定し，男女の特性やそれぞれの個性について生徒同士が意見を交流する
活動から，異性に対する理解が進むことで，互 いを尊重し協力できる関係について実践的な態
度を養います。
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
男女が協力できる学級を目指して，互いについて語り合う活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
男女の協力に関するアンケート
●清掃活動や給食の配
膳等の様子を観察し
て，実践できている
かどうかを確認す
る。
　▶ 班ノートを活用し
互いにコメントを
書くようにして，
男女の理解が進む
ように取り組みましょう。
●学級活動２（ク）「性的な発達への適応」への関連につい
て考えます。
実践と振り返り
●道徳の内容項目２－（４）
　「男女の敬愛」と…
異性の持つ見方や考え方を知り，互
いに理解を深め，相手を一人の人
間として尊重する心情を養います。
他の教育活動との関連
① 話合い活動を通じて男女で協力
していく意欲が高まったか見取
ります。
② 自分自身の具体的な行動を考え
られたかを確認します。
③ 学級生活の中で，男女が協力す
る姿が見られるか確認します。
本実践における評価のポイント
アンケート結果の例（円グラフで表示）
右のような調査結果からは，「男女の仲はよいと
思っているが，男女が協力することについてはあ
まりできていないと感じている」ことが分かり，
問題提起するようにします。
男女が協力して
給食の配膳をする様子
生徒総会で男女が協力して学級目
標を発表する様子
が
※司会（全体進行）と記録係を決めておきます。
（１） 付箋の内容を見てどのように考えますか。
（２） 男女の「違い」はどんなことだと思いますか。
周囲の生徒が「冷やかす」ことがマイナスになるこ
とに気付かせます。
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●学習した内容が毎日の学校生活の中で生かせている
かどうかを振り返る。
　▶ 幅広い人間関係の育成を考えて，遠足や地域の奉
仕活動等の学
校外の活動で
も生かせるよ
うに取り組み
ましょう。
実践と振り返り
題材　「よりよい人間関係の在り方」
人との関わり方を考えよう
学級活動
事例 8
●人間関係形成能力が低い場面が見られ，他人と関わることに消極的である。
●同じ価値観の友達だけではなく，もっといろいろな人と関わりたいがうまくいかない。
●たくさんの友達をつくりたいという願望を持っているが上手に友達がつくれない。
　人間関係が良好で落ち着いて学校生活を送ることができている生徒は，豊かな人間性や個性
が獲得されていくと考えます。しかし，現在の中学生は，社会構造の変化や多様化から人間関
係の希薄さが指摘されています。そこでロールプレイングを取り入れた話合い活動により，人
間関係の面白さと大切さを生徒に感じさせ，望ましい人間関係を構築しようとする態度を育て
ます。
●アンケート調査を実施して，生徒の人間関係を築
く力の状態を把握する。 ［帰りの会］
　▶ アンケートを通して自分自身の学校生活を振り
返り，人間関係を築く力の必要性を感じるよう
に助言しましょう。
●アンケート結果を基にして，解決すべき題材を決
める。
　▶ ロールプレイングを取り入れた話合いを計画し
ますが，スキルを獲得すること自体が「ねら
い」にならないように注意しましょう。
●学級活動委員会を実施し，活動の計画を立てる。
 ［放課後］
　・ アンケート結果と委員の意見より，話し合う内
容や流れを考える。 （活動テーマの設定）
　▶ ロールプレイングの具体的な方法を計画し，モデ
ル役の生徒を決めるなど役割分担をしましょう。
●２種類の「役割カード」を生徒数分作成する。
●本時の予告をして，話合い活動への意欲付けを図
る。 ［朝の会］
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
ロールプレイングで，望ましい関わり方を体験する活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
人間関係についてのアンケート
１　本時の活動テーマを確認する。
２　アンケート結果を確認する。
　　・人との関わり方についての問題点をつかむ。
３　 ワークシートを配り，ロールプレイングのやり方を理解
する。
　　・ 「関わりの少ない聞き方」のモデリングを，代表生徒
が行う。
４ 　 二人一組になり，「話を聞く態度」のロールプレイング
を行う。
　 　（１回目）【「関わりの少ない聞き方」】
　　（２回目）【「関わり合う聞き方】
　　・ ペアで順番を決め，聞く方は「役割カード」を受け取る。
　　・話す側は２分間相手に話し掛ける。
　　　（話の内容はあらかじめ用意しておく）
５　 よりよい人間関係を築くために大切なことを話し合う。
　　・ 互いに気付いたことや聞き方の大切な点を，意見交換
する。
６　他者の意見を聞き，これまでの自分自身の行動を振り返る。
　　・ワークシートに記入する。
７　実践目標を設定する。
　　・本時の活動によって，人間関係を築いていくのに大切なことをまとめる。
　　・自分を振り返り，学校生活で実践していきたいことを自己決定しワークシートに記入する。
８　先生の話を聞く。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
奉仕活動で地域の方と
関わりながら作業をする様子
●道徳の内容項目２－（２）
　「思いやり」と…
自分が多くの人々と関わりながら生きて
いることを理解し，相手の立場を尊重し
ながら温かく接していこうとする態度を
養います。
他の教育活動との関連
① 望ましい人間関係をつくろうとする意
欲が高まったことを確認します。
② 自分自身の具体的な行動を考えられた
かを確認します。
③ 学校生活の中で，互いに協力ができて
いるかどうかを確認します。
本実践における評価のポイント
モデリングを行います
役割カードを確認します
ロールプレイングを行います
スピーチの内容は
・自分が楽しんでいること
・自分の部活動の紹介
・自分が関心を持っていること
から一つ選択して話します
※ 聞き手カードBは「関わり合う聞き
方で聞いてください」
聞
聞
距離をとる。
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題材　「ボランティア活動体験」
地域清掃活動を振り返ろう
学級活動
事例 9
●生徒会活動や学校行事で，生徒が地域清掃活動等のボランティア活動を行う際に，その意義
の理解が不十分になりがちである。
●生徒の「ボランティア活動に取り組んでみたい」という声が聞こえてくるが，具体的な実践
に結び付けられていない。
生徒会活動や学校行事等で取り組んだ地域清掃活動を振り返り，ボランティア活動の意義に
ついて理解することを通して，ボランティア精神の涵
かん
養
よう
を図り，自発的な参加への意欲を高め
ます。また，生徒が自ら地域社会の一員であることを自覚し，地域社会や地域の人々のために
役立っていると実感し，自己有用感を 味わうことを通して，よりよい社会づくりに積極的に参
加・参画していこうとする態度を育てます。
●教員が，地域清掃ボランティア活動の機会を捉えて，
事前に題材について予告する。
●学級活動委員会で活動テーマ「地域清掃活動を振り
返ろう」を設定する。
●本時の活動の計画を立てる。 （学級活動委員会）
●地域清掃活動の記録（写真やビデオ）を整理する。
●一人一人の生徒が，地域清掃活動に取り組んで気付
いたことや感じたことを書く。（朝の会）
●学級活動委員会で整理し資料化しておく。
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
清掃後の地域の人のコメントを聞き，自分が地域に役立っているということを実感する活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
生徒が地域清掃活動に取り組んでいる場面
１　本時の活動テーマ及びねらいを確かめる。
２　 写真やビデオを見ながら，地域清掃活動で気付いたこ
とや感じたことなどを話し合う。
　　・ エピソードや周りの人の様子，会話について具体的
に話し合う。
３　 地域の人のコメントを聞き，感想を話し合う。
　　・ 教員又は学級活動委員会が作成しておいた地域の
人々のコメントが収められたビデオを視聴する。
　　▶ 地域社会や地域の人々に役立っているという実感を
味わうことができるようにしましょう。
４　 活動を通して，様々なボランティア活動の意義や社会参加・参画できる活動があることを知る。
５　 ボランティア活動や社会参加・参画について自分自身の決意をまとめ，カードに書く。
　　▶ 一人一人が適切に自己決定できるように見守り，必要に応じて助言しましょう。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
【実践】
●自己決定したことを基に，日常生活の中で実践する。
　（例）＊学校や地域のごみ拾いをしよう。
＊ボランティアサークルに参加しよう。
＊ 地域の公園清掃，ボランティア活動に参加しよ
う。
＊募金活動に参加しよう。 
【振り返り】
●振り返りカードを書き，実践の過程や成果を振り返る。
実践と振り返り 学校，学年等で行っている様々な体
験活動との関連を図りましょう。学
級で，学校内や地域で実践可能なボ
ランティア活動を企画するなど，生
徒の自発的・自治的な活動につなげ
ることも考えられます。
生徒会活動，学校行事等との関連
本時の活動では，話合いの内容や生
徒が自己決定した内容から評価しま
す。事後の活動では，生徒の日常の
実践の過程を評価し，実践を通して
自分の努力や成長に気付くことがで
きるように助言したり励ましたりし
ましょう。
本実践における評価のポイント
学校全体や学年の教員間
で，題材のねらいと指導内
容や方法について共通理解
しておきましょう。
●勤労生産・奉仕的行事としての○○川地域清掃
活動に取り組む。
　▶ 生徒の役割を明確にして，一人一人が地域清
掃に取り組んだという実感を味わうことがで
きるようにしましょう。
　▶ みんなでよりよい地域社会をつくっているとい
う意識を高められるように，地域の人や校区の
小学生などと一緒に取り組む計画を立てます。
　▶ 教員は，清掃前と後や実践の様子が分かるよ
うに，具体的に記録を取りましょう。（写真
やビデオ，地域の人や小学生へのインタビュ
ー等。） 教員や学級活動委員会の生徒が地域の人々にイ
ンタビューをしに行き，「地域清掃活動への感
想コメント」「中学生へのメッセージ」などを
ビデオに記録しておくことも工夫の一つです。
実際にボランティア活動に携わっている人をゲストティー
チャーとして招いて講話を聞くことも考えられます。
一人一人が自分の思いを表現でき
るように小グループの話合いから
始めることも考えられます。
①
②
③
①
②
③
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題材　「自転車運転時の交通安全」
自転車の安全な乗り方を考えよう
学級活動
事例
10-①
●１年生が初めて自転車通学になるので，安全に通学できるか不安がある。
●長期休業中，地域で自転車に乗る機会が増えているが，交通安全に関する意識が低い。
●道路に広がって走行するなど，交通ルールやマナーを守れない生徒が目立ってきた。
●学区内で自転車が関わる交通事故が発生した。
生徒が交通事故等の危険に遭
あ
わないように，生徒一人一人に自転車の乗り方などの正しい交
通ルールやマナーの理解を進め，自分の安全確保ができるようになることをねらいとしていま
す。また，友人や地域の方々など，身近な人々の交通安全について協力して考えることができ
る学級を目指します。
●アンケート調査で，生徒の意識やヒヤッとした体験を集め，生徒の実態を把握する。
 〔帰りの会，全員〕
　▶ ヒヤッとした体験は交通安全の必要性を考える上で効果的ですが，生徒によって交通事故に遭った
体験は過去の痛みや悲しみを思い出させてしまう可能性があることを考え，慎重に扱いましょう。
●道路交通法の改正等，交通ルールやマナーを確認します。 〔帰りの会，教員〕
●アンケート調査から，活動テーマを設定する。 〔昼休み，学級活動委員会〕
●本時の流れや役割分担の，計画を立てる。
　▶ 提案理由や発表者，司会者を決定します。 〔放課後，学級活動委員会〕
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
自転車事故の被害者にも加害者にもならないための話合い活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
１　問題意識の共有化を図る。（学級全体）
　　▶ アンケート・聞き取り調査結果から自転車の
乗り方についての問題点や課題を発表します。
２　先生の話を聞く。（学級全体）
３　 個人としての問題解決の方法を決める話合い
活動を行う。（学級全体→小グループ）
　　▶ 学級全体では，一般的な交通ルールやマナ
ーを話し合い，小グループでは通学地域ご
とにグループを編成し，地域の自治会が作
成している交通危険箇所の地図を活用して，
話合いを具体的に深めましょう。
　　▶ 地域ごとに集まることで，より現実的な話
合いができます。
４　 自己決定をする。（命に関わることなので，
教員は要点を確認する。）
　　▶ 各自が具体的な場所や場面で行う方法や心
構えを決定します。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
指導上の工夫・留意点
〈事故の実例の紹介〉
自転車に関わる重大事故の実例を話します。
中学生が，被害者になるだけでなく，死亡事
故等の加害者になる場合があることを伝えま
す。
〈地域との連携〉
地域の自治会の方にグループの話合いに参加
していただくなどの工夫もできます。
生命に関わることなので，無関心な生徒がい
ないように教員の指導や助言が必要です。
生徒に関心を持たせるために
▶ 道路交通法の改正の主なポイントを生徒に伝えましょう。
自転車運転者講習制度
　 　自転車の交通違反による交通事故の増加を受け，平
成27年６月１日の道路交通法の改正により，自転車の
運転による交通の危険を防止するための講習（自転車
運転者講習）の制度が導入されています。３年間に２
回以上，違反行為により摘発された14歳以上の自転車
利用者に適用されますので，中学生もその対象となり
ます。 
　 　「危険行為14項目」に挙げられている内容を分かり
やすく生徒に伝えましょう 。
▶ 警察庁のウェブサイトからダウンロードできる情報を
活用し，交通安全に関わるルールやマナーを，生徒に
適切に周知しましょう。
●活動当日の下校時から安全な自転車の乗り方を実行する。
　▶ 毎日，各自が決定した具体的な方法や心構えが実行で
きているか振り返りましょう。
●交通安全教室へ進んで参加する。
　▶ 危険な目に遭う前に，交通事故の危険性を実感させま
しょう。
　　・ 市区町村や警察署の協力でスケアードストレイト
（恐怖の直視）方式による教室開催
　▶ 実行すると決めたことが本当にできるか試してみまし
ょう。
　　・警察署の協力で自転車シミュレーター体験
　▶ 交通事故被害者の身近な方々の悲しみや苦しみを知り
ましょう。
　　・被害者支援センターの協力で被害者家族の話の聴講
実践と振り返り
多くの意見を聞き，考え，判断し，
自分で決めたことを欠かさず実践で
きているかどうかについて確認しま
す。
本実践における評価のポイント
スケアードストレイト方式の交通安全教室
 ●全体司会や小グループの司会
 ●提案理由の発表
生徒の役割分担
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題材 「種々の災害時の安全」
地域防災について考えよう
学級活動
事例
10-②
●災害による被害を，身近なものと実感できない。
●避難訓練時に，真剣に取り組もうとしない。
●災害時に中学生として果たす役割が認識できていない。
●災害時に家族や地域のために自分にできることは何かを考えることができていない。
東日本大震災の教訓から，日頃から自然災害等に対しての心構えを持ち，適切な行動が取れ
る力を育てることが大切だと考えられます。生徒が自らの命と安全を守る力を身に付けるとと
もに，危険を予知できる力や的確に行動できる力を高められるようにしましょう。さらに，自
分たちが地域の一員であることを自覚し，「自助・共助」という視点から，自己の安全を確保
するだけでなく，家族や地域の人々を守り助けるために自分たちに何ができるかを考えられる
力や態度を育みましょう。
●地域防災についてのアンケート調査を実施す
る。
●学級委員会で調査を集計し，課題を抽出し，活
動テーマを設定する。
●事前に学年集会で，防災関連の講話を聞く活動
を行い「自助」や「共助」の意義について知
る。
●地域の自治会の方と連携し，生徒とともに考え
る機会を設けることを自治会の代表者に依頼
する。
●地域の自治会ごとに班編制を行い，住んでいる
地域の地図を用意する。
　（防災マップがあれば，それを活用する）
●当日の話合い活動の役割分担を決める。（司会，
記録，黒板，ノート）
●アンケートの集計結果等の掲示物を用意する。
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
地域の方と交流し，避難場所で中学生にできることは何かを考える活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
１　本時のテーマ及び意義を確認する。
２　地域の方々の紹介をする。
●これまでの授業を振り返り，「自助」や「共助」
について確認する。
●事前の活動で行った調査の結果を知り，課題を
共有する。
３　地域の方々から，地域防災の話を聞く。
　▶ 地域の消防団員を招くことで，経験談をより身
近に聞くことができます。
４　 地域ごとのグループになり，居住地付近の一時
集合場所，避難場所，危険箇所について理解す
る。
　▶ 話合いの際に，地域の自治会の方を招き，地域
ごとにアドバイスを頂く方法もあります。
５　 学校が避難場所になった際，中学生として何が
できるかを考える。
６　 班で話し合った意見をまとめ，全体で発表す
る。
７　 学んだことを振り返り，これからの自分の行動
や考え方について自己決定する。
８　 授業協力者（地域の消防団員や自治会の方）か
ら感想を聞く。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
本時や事後の実践（避難訓練等）において，自己評価や他者評価を行い，防災意識を高める。
実践と振り返り
自己決定〈例〉
学校や地域の訓練では，学んだこと
を活用できるようにする 。
外部の評価や，学校内の教員の評
価を上手に活用しましょう。
防災関連講話の講師〈例〉
◆消防署員や地域の消防団員
◆防災教育に関する研究者（大学関係者）
◆防災施設職員
◆震災における避難所開設経験者
地域防災についてのアンケート
１　自分の地域の避難場所を知っていますか。
　　　はい　・　いいえ
２ 　自然災害時に，家族とはぐれた場合の合流場所を決
めていますか。
　　　はい　・　いいえ
３ 　学校が地域の避難場所になった際にあなたは何がで
きると思いますか。
自己評価をさせましょう。
　☆本時では
　・防災意識が高まったか。
　・避難場所や危険箇所が分かったか。
　★避難訓練では
　・真剣な態度で取り組めたか。
他者評価を取り入れましょう。
　☆本時では
　・班活動に参加した地域の方からの評価
　・担当した教員からの態度の評価
　★避難訓練では
　・避難時間短縮や態度の向上の評価
地域の方から防災の話を聞く
〈例〉
AED講習会
地域と連携した活動
地域の消防署の協力で実施
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題材　「友情と恋愛と結婚」
望ましい「異性との関わり」について考えよう
学級活動
事例 11
●性的な発達も著しく見られる時期になり，あこがれや不安など，様々な性への感情や異性へ
の関心の高まりが見られるようになってきた。
●異性への関わり方や性に関する情報に対して，不安を感じたり，適切な判断や行動が取れな
くなったりすることがある。
　性に対する正しい理解を基盤に，生徒が身体的な成熟を伴う性的な発達や性に関わる情報に
対応し，異性との関わり方など適切な行動が取れるようにすることをねらいとします。
　また，学級活動（２）エ「男女相互の理解と協力」や小学校体育科で学習した「異性への関
心の芽生え」，保健体育科の「心身の機能の発達と心の健康」など，様々な学習と関連させ，
人間尊重の精神に基づく男女相互の望ましい人間関係の在り方も指導します。
なお，本題材の指導に当たっては，学級に性同一性障害に係る生徒（性についての自認や指
向の多様性をまだ自覚できていない生徒を含む）がいる可能性があることに配慮することが大
切です。
●担任が事前に題材について予告する。
●担任と養護教諭が連携して実施したアンケート
結果を生かして，活動テーマ「『異性との関わ
り』について考えよう」を決定する。
●アンケートの結果から，学級や個人の課題をつ
かみ，話し合い，自己決定へつなぐ活動を計
画する。また，保健体育との関わりから，体
育科の教諭とも連携を図る。
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
養護教諭や専門家の話を聞き，生徒が自分自身の心に向き合って考える活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
について考えるためのアンケート例
１　今の自分に当てはまると思うものを選んで，○印を付けま
 しょう。
①　異性の友達と話をしたいが，意識してしまって話せないことがある。
②　異性についてのことで心配なことや不安に思うことがある。
③　異性のことについての悩みを相談する相手がいる。
 （家族，友達，先生，親せき，知り合いなど。）
④　自分の姿が異性からどう見えているか気になることがある。
 （髪型や服装に気を使うようになった・・・などを含む。）
⑤　テレビや映画，雑誌や本などの，異性や男女交際についての情報に興味がある。
⑥　自分は，思春期の体と心の変化についてよく理解していると思う。
「異性との関わり」
１　本時のねらいを確かめる。
２　アンケートの調査結果を養護教諭から聞く。
３　結果を見て意見を出し合う。
　　・アンケートの項目だけでなく，自分自身のこれまでの異性との関わり方についても振り返る。
４　「異性との関わり」について，養護教諭や専門家の話を聞く。
保健体育科の教諭，養護教諭や専門家と事前に打合せをし，異性を意識するのは自然な感情である
こと，よりよい異性との関わり方について考える必要があること，自分も相手も傷付けてしまう性
的行為があることなどを生徒が理解できるようにしましょう。
５　責任ある行動について考えたこと，感じたことを話し合う。
６　 中学生としての望ましい異性との関わりについて考え，これからの自分の行動の仕方，考え方につ
いて自己決定する。
７　 本活動で考えたこと，自己決定したことが将来につながるということについて担任の話を聞く。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
【実践】
●自己決定したことを日常生活の中で一人一人が
実践する。
　（例）＊異性の友達と話をしてもっと理解する。
　　　 ＊不安になったときは，誰かに相談する。
　　　 ＊異性を傷付けるような言葉は言わない。
　　　 ＊性に関する正しい情報や知識を学ぶ。
【振り返り】
●振り返りの機会を設け，実践の過程や成果を振
り返る。
実践と振り返り 指導内容や方法について，指導する教職員が
共通理解しておくことはもちろん，保護者の
理解を得ておくことも大切です。
指導上の留意点
本活動では，生徒が自分自身の心に向き合っ
て考えることができたかが評価のポイントと
なります。だからこそ，活動の過程で，生徒
にとってとても不安定な感情が見られること
があるでしょう。アンケート調査やカード記
入，話合いなどについて，一人一人に応じた
細かな配慮が必要です。
本実践における評価のポイント
このことについては，平成27年４月30日に文部科学省より，具体的な配慮事項がまとめられてい
ます。特別活動においても，個別の事案に応じ児童生徒の心情等に配慮した対応に努めなければなり
ません。（以下は，配慮事項の中から一部抜粋）
・ 学校においては，性同一性障害に係る児童生徒への配慮と，他の児童生徒への配慮との均衡を取り
ながら支援を進めることが重要であること。
性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細やかな対応についてTOPICS
・ 性同一性障害に係る児童生徒が求める支援は，当該児童生徒が有する違和感の強弱等に応じ様々で
あり，また，当該違和感は成長に従い減ずることも含め変動があり得るものとされていることから，
学校としての先入観をもたず，その時々の児童生徒の状況等に応じた支援を行うことが必要である
こと。
・ 他の児童生徒や保護者との情報の共有は，当事者である児童生徒や保護者の意向等を踏まえ，個別
の事情に応じて進める必要があること。
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題材「栄養の偏りのない食事のとり方」
給食の工夫を知り，食生活に生かそう
学級活動
事例 12
●学校給食が工夫されていることを考えることができていない。
●給食で嫌いな食べ物を残すなど，残食が目立ってきた。
●朝食を食べて来ない生徒や好きな物しか食べないなど，食生活に問題を抱える生徒が少なく
ない。
●食生活と健康の関連について理解できていない。
中学生になり身体が成長し，活動量の増加とともに食事量も多くなり，健全な成長のために
食品の組合せによる栄養バランスも重要となってきます。そこで，学校給食が目指している
「楽しく食事をすること」，「栄養の偏りのない食事のとり方」などを具体的に理解させること
をねらいとしています。生徒一人一人には，これまでの学校給食の食べ方や家庭での食生活を
改善し，将来的には，自分で自分の体に合った食事作りができるようになることを目指してい
ます。また，工夫して作られた給食の意義を理解しながら協力して準備や会食ができる学級に
することを目指しましょう。
●給食やふだんの食生活状況アンケート調査
を実施して生徒の実態を把握する。
 ［帰りの会，全員］
●地区小中学校共通の地場産物を使った献立
を体験する。 ［給食時，全員］
　▶ 体験前に栄養教諭と連携したり，学校栄
養職員の協力を受けたりして，様々な給
食の意義や工夫について考えさせましょ
う。
●アンケートの調査結果や学校栄養職員の話
から，活動テーマを設定する。 
 ［学級活動委員会］
●本時の流れなどの計画を立てる。
 （放課後，学級活動委員会）
　▶ アンケートの調査結果や提案理由の説明
は，興味を引くように発表の仕方を工夫
させましょう。
●話合い活動の役割や進め方を確認する。
　▶ 本時の予告をし，テーマへの意欲付けを
図りましょう。 （朝の会，帰りの会）
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
地場産物を生かした給食を食べて，「食」について考える活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
１　問題意識の共有化を図る。（学級全体）
●アンケートの調査結果から問題点や課題を発表する。
　　　▶ 提案者や司会者は，給食やふだんの食生活における
問題や課題を発表する際，プレゼンテーションソフ
トを利用し，分かりやすくまとめた図や表を使って
説明すると効果的です。また，栄養教諭や学校栄養
職員の助言で得た学校給食の利点や工夫を思い出さ
せ，課題を具体的に考えさせましょう。
２　個人としての問題解決の方法を決める話合い活動を行う。
　　（学級全体→小グループ）
●学級全体の話合い
　　ⅰ給食の食べ方　ⅱ自分たちの食生活　
●小グループによる話合い
　　ⅲ 自分の給食の食べ方や家庭での食生活を，ⅰやⅱで出
された観点で具体的に検討する。（栄養バランスなど）
３　 自己決定をする。〔例：自分の成長や健康を考えて，食
事のバランスを大切にして，苦手だった野菜類や魚類を
これまでより食べ，自分の作る料理にも魚を使ったおか
ずを取り入れる。〕
●各自が重視する心構えや具体的に行う方法（具体的
な行動目標）を決定する。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
●学校の給食や家庭での食事を振り返る。
　▶ 楽しく会食しながら，自分の心構えや具体的な行動目
標がどの程度達成できたかを話題に，会話を進められ
るよう指導しましょう。
●食育の年間指導計画に沿って，次の活動につなげる。
実践と振り返り
栄養教諭や学校栄養職員を，ゲストティー
チャーとして活用すると効果的です。
生徒の具体的な行動目標を回収し，
多様な意見を参考に，自分に必要な
やり方を考え判断し，具体的な自己
決定となっているかを確認します。
本実践における評価のポイント
 ●全体司会
 ●提案理由の発表
 ●栄養教諭や学校栄養職
員との連携・協力
教員の役割
生徒の役割分担
話合い活動
落ち着いて自己決定ができるように
少人数（２，３人程度）で話し合う
とよいでしょう。
・朝食を食べてくる。 ［　YES　　NO　］
・給食を残さず食べている。 ［　YES　　NO　］
・ 給食の栄養バランスを意識して食べている。
 ［　YES　　NO　］
食生活アンケート
栄養教諭や学校栄養職員には生徒が調べたり考え
たりする視点を方向付けしてもらいましょう。学
級担任は事前に本授業のねらいを十分に打合せし
てください。また，技術・家庭科や保健体育科の
指導とも積極的に連携しましょう。
栄養教諭との連携や学校栄養職員の協力
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題材　「学ぶことや働くことの楽しさと価値」
職場体験活動について発表しよう
学級活動
事例 13
●希望する進路を実現するために，体験活動を生かして勉強に取り組ませたい。
●生徒は，自分の考えを分かりやすく発表できるようにしたいと考えている。
　中学校生活を通して，自己の個性や学習の成果を生かす進路を自らの意思と責任で考え，選
択できるようにしていくことが求められます。しかし，希望する進路が決まらず，学習意欲が
低い生徒も少なくありません。そこで，それぞれが活動してきた職場体験活動の発表を通して，
それぞれの思いや学んできたことを共有することで，働くことの楽しさや価値を見いだしこれ
からの生活に生かすことをねらいとしています。また，自分の考えをしっかりと表現すること
で，自他の理解を深め，学級の生活意欲が高まることも期待できます。
●職場体験活動の前に，ワークシートで『働くこ
との意義』や『職業に必要な適性』について
考える。
●学級活動委員会で本時の目的を伝え，活動の計
画を立てる。
●話合い活動の役割と進め方を検討する。
●発表会に向けて，発表内容と原稿を考える。
発表に盛り込む内容例
・氏名
・事業所名
・なぜその事業所を選んだのか
・楽しかったこと・大変だったこと
・職業に必要な適性や自分の適性
・職場の人へのインタビューの内容
・職場体験活動で学んだこと
・働くことの意義
・これから働くまで意識して取り組むこと
●本時の予告を聞く。
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
職場体験活動とその発表会を通して，学習意欲を高める活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
２年（○）組（○）番　氏名　○○　○○
職場体験活動ワ クーシ トー
～体験前～
～体験後～
○働くことの意義について，自分の考えを記入してください。
○自分が職場体験活動で訪問する職業に必要だと考えられる適性を記入してください。
○自分が職場体験活動で訪問した職業に必要だったと考えられる適性を記入してください。
○職場体験活動を通して，自分の適性について記入してください。
○職場体験活動が終わって，改めて働くことの意義について，自分の考えを記入してください。
○職場体験活動で学んだことや自分の適性から，これから働くまでに取り組んでいくことを記
 入してください。
私は職場体験活動で
この職業には，
この職業には，
が必要だと考えます。
が必要だと考えます。
を訪問する予定です。○○○○バイパス店
働くということは，収入を得て生活をよりよいものにすること。
しっかりとした挨拶
お客様が居心地のよくなる接客マナー
どんな人に対しても，笑顔で接することができる。
今までの挨拶は小さかったので，これからは挨拶を大きな声でする。
また，時間を守って行動するようにする。
働くということは，自分の行動に責任を持たなければならないことが分かりま
した。お客様が入店したときの挨拶を意識しなければなりません。今回の職場
体験活動を通して，どんな人にも笑顔で接することができるようになったので
よかったです。
職場体験活動のワークシートの例
５人が発表したら質疑応答の時間にするなど，進行を工夫しながら進めましょう。
それぞれの発表で，参考になったことをワークシートに記入するように事前に話します。
１　本時の活動テーマとねらいを聞く。
２　司会者から，話合いや発表に関する説明を聞く。
３　 自分の職場体験活動の内容を発表する。ほかの
生徒は，聞きやすい隊形に並んで座り，発表を
聞きながらワークシートに記入する。
４　 それぞれの発表内容に関する質疑応答や助言を
する。
　　▶ 助言を聞くことで，自分では気付くことがで
きなかったことに気付き，職場体験活動で学
んできたことが深まります。
５　 職場体験活動で自ら学んだことやほかの発表を聞いて気付いたことを基に，これからの生活で取り
組むことを自己決定して，振り返りシートに記入する。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
●働くことの意義に対する様々な考え方があることに気
付くために，掲示された級友の振り返りシートを確
認する。
●自己決定した内容を実践できているか振り返る。
●将来，職業に就くために，今の学校生活で自分が大切
にしなければならないことを考える。
●職業に就くために必要な進路を，本やインターネット
などで調べて考える。
実践と振り返り
発表の様子
質疑応答や助言
の様子
学年で職場体験活動発表会を実施し，
働くことの意義を共有して学年全体で
学習に対する意欲を高めます。
学校行事や生徒会活動との関連
① 発表時の様子を観察したり，振り返
りシートの内容から判断したりして
確認します。
② 授業や家庭学習に対する取組や挨拶
等から，生活意欲が向上しているか
確認します。
本実践における評価のポイント
職場体験発表会ワークシ トー
２年（○）組（○）番　氏名　○○　○○
○級友の発表を聞く前に，自分が考えた働くことの意義について，記入してください。
発表を聞いて，その職業に必要なことや気付いたこと，考えたことを記入しましょう。
発表を聞いて，その職業に必要なことや気付いたこと，考えたことを記入しましょう。
○級友の発表から参考になったことを記入しましょう。
○職場体験と今日の発表会から，自分の適性や働くことの意義を踏まえ
　てこれからの生活で取り組みたいことを自分で決めて記入しましょう。
① ○○ ○○○○２号店さんは，職場体験活動で へ訪問しました。
② ○○ ○○○○店さんは，職場体験活動で へ訪問しました。
③ ○○ （株）○○さんは，職場体験活動で へ訪問しました。
自分の行動に責任を持たなければならない。
・多くの人と接するので気を抜かない。
・お昼時は，お客様が多いので要領よく働かなければならない。
・一つ一つのことをしっかりやる必要がある。
・気を配ることが大切。
発表を聞いて，その職業に必要なことや気付いたこと，考えたことを記入しましょう。
～自分の発表を振り返ろう～
１　大きな声ではきはきと発表できたか。
２　職場体験活動で学んだことを分かりやすく発表できたか。
３　友人の発表をしっかり聞くことはできたか。
４　働くことについて，考えが深まったか。
５　職場体験活動を通して，これからの生活をよりよいものにできるか。
５ ４ ３ ２ １
５ ４ ３ ２ １
５ ４ ３ ２ １
５ ４ ３ ２ １
５ ４ ３ ２ １
できた できなかった
・工事をスムーズに進めるために，周りと協力することが大切。
・体力が必要。
働く際に，周りと協力しなければならないので，積極的に挨拶を
していこうと思います。また，時間を守ることは改めて大切だと
思ったので，いつも意識して生活していこうと思います。
ワークシート例
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題材　「学校図書館の意義や役割」
学校図書館に行こう
学級活動
事例 14
●読書の習慣が身に付いていない生徒がいる。
●学校図書館の利用が少なく，そのよさに気付いていない生徒が多い。
　本題材は，様々な情報が得られる場としての学校図書館の意義や役割に気付き，積極的に活
用しようとする態度を養うことをねらいとしています。そこで，学習展開の工夫として，「書
評合戦」を行い，新たな本の魅力に気付き読書活動を推進するとともに，学校図書館で多くの
本に出会えることや新たな本と出会うすばらしさを再確認し，学校図書館の積極的な活用につ
なげられるようにします。
●書評合戦についての説明を行う。〔朝の会〕
　・図書係が説明するなど，学級の組織を生かす。
●本選びをする。　〔休み時間〕
　・学校図書館にある本の中から，自分が紹介したい本を選ぶ。
　・選定に当たって，司書教諭や担任のアドバイスを参考にする。
●原稿作りをする。〔家庭学習〕
　・選んだ本について，相手に分かりやすく伝わるように，自分の思いを文章にまとめる。
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
書評合戦を通して本の魅力や本との出会いのすばらしさに気付く活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
学級活動
※当てはまるものに○を付けましょう。
１　自分の言葉で本の紹介ができたか。
□できた □まあまあできた
□あまりできなかった □できなかった
２　意見や質問を言うことができたか。
□できた □まあまあできた
□あまりできなかった □できなかった
３　学校図書館を積極的に利用できたか。
☆次の枠内は，先生のお話を聞いてから記入しましょう。
□できた □まあまあできた
□あまりできなかった □できなかった
年 組 番 氏名（ ）
『学校図書館に行こう』
自己評価カード
１　本時の活動テーマとねらいを確認する。
２　本時の活動の流れを確認する。
３　 図書係が，書評合戦のルールを説明する。
４　小グループで書評合戦を行う。
　　・自分が選んだ本の紹介をする。
　　・ディスカッションをする。
　　・ 自分の意見を相手に分かりやすく伝わる
ように話し，相手の意見をしっかりと聞
く。
５　 小グループ内で投票を行い，代表を決定す
る。
６　 各小グループの代表で書評合戦を行う。
７　活動を振り返り，話し合う。　　
８　 今後の学校図書館の活用についての目標を
自己決定する。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
【実践】
●自己決定した目標に向かって一人一人が取り組
む。
●朝の会で，「学校図書館で見付けた本」を紹介し
合う。
【振り返り】
●自己決定した内容に沿って振り返る。
　・ 図書カードによって一人一人が実践を振り返っ
たり，図書係が学校図書館の利用状況調べをし
て発表したりする。
実践と振り返り
教員は，新たな本と出会うすばらしさや学校図書
館で多くの本に出会えることに，生徒自身が気付
くことができるような話をしましょう。
各班で書評合戦
各小グループの代表で書評合戦
発展的な活動として図書委員会が中心となって
学年で行うことも考えられる
・ 本時の活動では，本の魅力や新たな本と
出会うすばらしさ，学校図書館で多くの
本に出会えることなどに気付き，学校図
書館の積極的な活用について自分に合っ
た目標や取組方法を自己決定できたかを
評価します。
・ 事後の実践では，自己決定した目標や取
組方法に沿って実践しているかを評価
し，一人一人の状況に応じて助言したり
励ましたりしましょう。
本実践における評価のポイント
 ●発表参加者が自分で本を選ぶ。
 ●一人５分間で小グループ内で本を紹介する。
 ●原則原稿は配布せず，見ないで話す。
 ●５分を過ぎた時点でタイムアップとし発表を
終了する。
 ●紹介された本について，ディスカッションを
行う。
 ●全ての紹介が終了した後，「どの本が一番読み
たくなったか？」を基準に投票を行い，最多
票を集めたものを小グループの代表として決
定する。
学級の書評合戦ルール（例）
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題材　「自分のよさの発見」
自分のよさを生かした職業を探そう
学級活動
事例 15
●自分のよさや可能性に気付いていない生徒がいる。
●職業に対する興味・関心が低い生徒がいる。
●多くの生徒は，将来の職業のことを漠然と考えている。
　生徒が自分のよさに気付き，また，友達が自分のよさを理解していることを知り，自分自身
を客観的に理解できるようにしたいと考えます。そこで本題材では，職業の適性について考え
ることから自分を知るという活動を通して，自分のよさに気付き，今後の職業や生活，将来へ
の興味・関心を持つことができるようにすることをねらいとしています。
●自己理解チェックシートに記入し，自分自身のよさについて考える。 〔帰りの会〕
●職業特色シートから，自分が将来やってみたい職業の特色を選ぶ。 〔帰りの会〕
●学級活動委員会が話合い活動の役割と進め方を検討する。 〔放課後〕
●将来の夢や目標についてのアンケート調査を行う。 〔帰りの会〕
●本時の活動内容を確かめる。 〔帰りの会〕
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
将来やってみたい職業について考えることを通して，自分のよさに気付く活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
年 組 番 氏名〔 〕
自分のことを振り返ってみよう！
４・・・かなり当てはまる ３・・・まあまあ当てはまる
２・・・あまり当てはまらない １・・・全く当てはまらない
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
人と接するのが好き
説明や表現することがうまい
気配りができる
粘り強い
冷静な判断ができる
社交的である
物を作るのが好き
計算が得意である
自然や生物が好き
几帳面（きちょうめん）である
細かいことを気にしない
体を動かすのが好き
項　　目 自　分 友達の
評価
「自己理解チェックシート」 「職業特色シート」
１　学級全体で問題意識を共有化する。
　　・ 将来の夢や目標についてのアンケート調
査の結果発表をする。
２　本時の活動テーマとねらいを確かめる。
３　 職業特色シートから選んだ，「自分が将来
最もやってみたい職業の特色」から，三つ
選ぶ。
４　 ペアになり，お互いに職業特色シートを交
換して，職業リスト100の中から友達に
合っていると思う職業を選ぶ。
　　・友達のよさを考えながら選ぶ。
５　 ペアで，選んだものや，なぜそれを選んだ
かについて伝え合う。
６　 学級全体で感じたことや考えたことを話し
合う。
７　 ここまでの活動を基に，自分のよさについ
て考え，それを今後の学校生活でどのよう
に生かすか，具体的な目標や内容を自己決
定する。
　　・ （例）人と接するのが好きなので，来校
者に積極的に挨拶をする。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
●自己決定したことを学校生活の中で実践する。
●朝の会や帰りの会で，自己評価カードに記入して実践を
振り返る。
実践と振り返り
教員は，生徒が職業の適性について考えるこ
とを通して，友達や自分のよさについて考え
られるように助言します。
教員は，生徒の取組の様子について学級通信等を使っ
て保護者へ伝えましょう。また，保護者に励ましのコ
メントをもらうなどの工夫も考えられます。
本実践では，自分や友達に合った職
業を考えることを通して，自分のよ
さに気付いたり，よさを知ることが
大切であることを理解したりしてい
るかなどについて評価します。
本実践における評価のポイント
自分が理解してい
るよい点と友達か
ら見たよい点か
ら，自分のよさを
再発見できるよう
にします。
特定の職業に捉われ
ず，「仕事」「役割」
という視点で幅広く
考えさせる指導も必
要です。
友達に合った職業を選ぶペア活動
自己決定の場面
「職業リスト100」
友達のよさを考え，それを
生かすことができそうな職
業を選びます。
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題材　「働く目的と意義」
先輩から学ぼう～ライフプランニング
学級活動
事例 16
●自分と大人とを比較したり，将来の職業に就いて生活している自分の姿をイメージしたりす
ることが難しい。
●職業講話や職業体験等の活動に熱心に取り組むが，それを自分の将来と結び付けて考えるこ
とが難しい。
　若者の勤労観・職業観を育成するためには，中学生の時期に様々な社会的役割や職業及び職
業生活について理解し，人は何のために働くのかを考えることが大切です。そこで，家族や親
戚など身近な人にインタビューする活動を通して，職業を持つ大人と自分とのつながりや，現
在の生活が将来職業を持って働くことに結び付いていることなどに気付くようにします。
●教員が事前に題材について予告する。
●題材から，今自分たちが一番知りたいことを活動
テーマとして設定する。
●家族や親類等身近な人にインタビューをする計画
を立てる。
　▶ 「誰に」「何を」聞くかについては，一人一人
の状況に応じて丁寧に指導しましょう。その
際，プライバシーや人権には十分配慮しましょ
う。特に，職業差別の問題につながらないよう
十分注意する必要があります。
　▶ 見通しを持って活動できるように，「本時」「事
後」などの活動計画表を配布しておきます。
●一人一人が計画に沿ってインタビューを行う。
　▶ 長期休業を活用するなど，活動期間を適切に設
定しましょう。
　▶ 後の報告につなげるために，インタビューカー
ドを準備して記録できるようにしておきましょ
う。
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
身近な人に今の仕事を選んだきっかけややりがいなどをインタビューし，働く目的と意義に気付く活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
１　本時の活動を知る。
２　 グループごとに，インタビューの結果を報告し
合う。
　　・司会を決め，小グループで報告し合う。
３　 「大人からのメッセージ」を，付箋と画用紙を
使ってグループごとに整理する。余白にはキー
ワードや気付いたことを書く。
４　 全てのグループが，付箋を整理した画用紙を見
せながら報告内容を発表し合う。
　▶ ワークシートを活用して，発表を聞いて気付い
たことを一人一人が記録できるようにしましょ
う。
５　気付いたことや感想を話し合う。
６　 これからの目標を自己決定し，「ライフプラン
カード（○○歳版）」に書く。
　▶ 一人一人が適切に自己決定できるように見守
り，必要に応じて助言しましょう。
７　 先生の話
　▶ 本活動で教えたこと，自己決定したことが将来
につながるということについて意識をさせまし
ょう。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
【実践】
●自己決定したことを基に，日常生活の中で実践す
る。
　（例）＊将来○○になるために…
● やり始めたことは最後までやるように
しよう。
●友達や周りの人に優しくしよう。　
【振り返り】
●振り返りカードを書き，実践の過程や成果を振り
返る。
実践と振り返り
①どんな大人にあこがれますか？
② 15年後，あなたは何をしていたいで
すか？
③ そのために，これからの生活で，どん
なことを頑張りたいですか？
④…
【ライフプランカード（○○歳版）】〈例〉
学校行事等として実施する地域の職業調べ
や職場体験，職業講話等との関連を図り，
学校全体としてのキャリア教育の充実を図
りましょう。
学校行事等との関連
本時の活動では，話合いの様子や「ライフ
プランカード」の記入内容から，勤労や職
業について自分のこととして考えているか
を評価します。事後は，自己決定した内容
に基づいた実践の過程を評価し，生徒が自
分の成長や努力に気付くことができるよう
にします。
本実践における評価のポイント
職業講話や職場体験の事前・事後指導と関連させ，
生徒がねらいを理解し目的意識を持って活動でき
るようにしましょう。
①どのようなお仕事をされていますか？
②中学生時代はどんな生徒でしたか？
　・なりたかった職業は？
③どうしてこの職業を選んだのですか？
④中学生へのメッセージをお願いします。
⑤…
⑥…
インタビュー項目（例）
・ 事前に一人一人の報告内容を把握
しておき，プライバシーや人権問
題に配慮します。
・ 本時は主に「聞いて考える」活動
であることを確認しましょう。
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題材　「自分の夢や希望」
将来の夢を実現するために，自分の生き方を考えよう
学級活動
事例 17
●将来の自分の姿について真剣に考えられず，自己の将来における目標や見通しを持てずにい
る生徒が見受けられる。
●自己の将来に希望を持てず，生き方に対する考え方が不十分である。
●将来の夢が漠然としており，進路について安易に考え，自己の課題と向き合っていない生徒
がいる。
自己の将来に夢や希望を持ち，生き方の多様性や今の自己の課題を理解することにより，自
らの意志と責任で行動できるようにし，学校生活を充実できるようにします。
　本実践を通して，生徒一人一人が夢や希望を持ち，自己の生き方（進路）に対して真剣に向
き合い，日常の学校生活を有意義に過ごそうとする態度を身に付け，生活意欲を高められるよ
うにします。
●将来の夢ベスト３を考え，その職業について調べ，級友と意見交換を行うとともに，将来の夢の実現
に向けて，自己の課題を確認する。 ［学級活動］（学級全体）
●自己の将来に関するアンケート調査を実施する。
 ［帰りの会］（学級全体）
●アンケート調査の集計を行うとともに，学級活動カード
を基に生徒一人一人の課題を分類し，活動テーマや設
定理由を確認する。そして，話合いの進行方法や役割
分担について確認する。 ［放課後］（学級活動委員会）
このような実態がありませんか？
このような生徒や学級を目指して
自分の夢の実現に向けて，今，自分がやるべきことを明確にして実践する活動
事前の指導と生徒の活動
本時の活動
事後の指導と生徒の活動
１　学級活動委員の紹介
２　アンケート結果の発表
３　問題の把握
４　題材（活動テーマ）の理解
５　問題解決に向けた話合い
●「自己の将来について希望を持てずにいる」
　　 「夢や進路の実現に向けて今努力しているこ
とがない」など問題の原因について考える。
●小グループで自分の夢を発表し合い夢を実
現させた人たちについて話し合う。
●話し合った内容と今の自分を比較する。
６　自己の実践目標の決定
●自分が目指す職業（職種）の適性を改めて
考えることで，自己を高めていくために
具体的な実践目標や内容を決めることが
できるようにする。
７　先生の話
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
●日常の学校生活において，自己の実践目標に向けて行動す
る。
●本時で決定し，１週間実践してきた自分を振り返る。
　・ 夢の実現に向けて，将来設計を進路計画として立案する。
　・互いに発表し合い，アドバイスを送る。
　・ 振り返りカードの記入を通して，自己評価を行うととも
に意見交換を通して，相互評価を行う。そして最高学年
に向けて，今後の生活に生かすことができるように指導
する。 ［学級活動］（学級全体）
●学級通信を活用して生徒を称賛するとともに活動の様子に
ついて保護者に知らせる。 ［帰りの会］（学級全体）
実践と振り返り
夢の実現に向けて，自己の将来の姿につ
いて真剣に考え，生活することへの意欲
を高めて，日常生活を自らよりよく改善
しようとしているか確認します。
本実践における評価のポイント①
職業調べを行っている様子
職業調べを基に意見交換し，
自己の課題を明らかにする話合い
自己の進路計画を具体的に立案して
いるか確認します。
本実践における評価のポイント②
自己の実践目標や解決方法を記入したものを
各自が机に貼り，毎日意識して実践できるよ
うにします。
夢の実現に向けて，将来設計を進路計画とし
て立案します。これを基に発表し合い，互い
にアドバイスを送ることで，自己の将来の生
き方について希望を持たせられるようにしま
す。そしてよりよい学校生活を送ることがで
きるようにします。
アンケート結果の
発表から学級全体
で問題意識の共有
化を図ります。
問題意識の共有
話し合ったことを
踏まえ，自己の実
践目標や解決方法
について自己決定
します。
自己決定
問題の状況や解決
するための方法に
ついて，話合い活
動を行います。こ
の場の話合いの深
まりが，本実践の
成否につながりま
す。多様な意見交
換が図られるよう
にしましょう。
問題解決に向けた
話合い活動
・ 自己の将来について希望を持てず
にいる。
・ 一年後の進路が漠然としている。
・ 夢や進路の実現に向けて今努力し
ていることがない。
・将来の見通しを持てていない。
アンケート調査結果，学級活動カードから
捉えた多くの生徒に共通の問題（例）
生徒会活動
について3
生徒会活動とは何か，活性化を図るためにはどうしたらよ
いか，一部の生徒だけの活動にならないようにするために
はどうすべきか，評価や指導は誰が行うのか，部活動とど
のように関わらせればよいか…など，11の項目をＱ＆Ａ
で解説するとともに，関連する四つの参考例を紹介します。
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生徒会活動とは何ですか？
生徒会活動について
生徒会は，全校の生徒を会員として組織されます。生徒会活動は，生徒一人一人が，学校における自分
たちの生活の充実・発展や学校生活の改善・向上を目指す生徒の自発的，自治的活動です。生徒会活動を
通して，生徒の自主性・主体性を育て，学校全体の活力を高め，望ましい集団の育成が期待されています。
A
Q1 生徒総会の意義や指導上の留意点とは
何ですか？
生徒会活動について
生徒総会は，全校生徒による生徒会の最高審議機関です。そのことから生徒総会は，生徒
全員による審議をもって，生徒会の活動方針や年間の活動内容を決定することを主な内容と
しています。次のようなことに留意して進めていきましょう。
A
Q2
生徒会は一般的に，生徒総会，生徒会役員会，各種の委員会等の組織から成り立っています。「生
徒総会」は全校生徒による生徒会の最高審議機関で，活動計画や予算，活動報告や規約の改正等の審
議を行います。年間１～２回の生徒総会に向けて，生徒会役員会や各学年，各種の委員会等から活動
方針や活動計画を提案し，その提案について，各学級で討議します。「生徒会役員会」は，一般に全
生徒による選挙によって選出され，会長，副会長，書記，会計等で構成されます。年間の活動計画の
作成，審議を必要とする議題の提出，各種の委員会の招集等，生徒会全体の運営や執行に当たる機関
です。「各種の委員会」は，生活の規律に関する委員会，図書に関する委員会，給食に関する委員会等，
様々な委員会が，学校の実情に合わせて設けられています。委員会の委員は，各学級の代表によって
構成され，その中から選ばれた委員長，副委員長，書記等が，その計画や運営の中心になります。
「各種の委員会活動」のほか，「生徒朝会」「挨拶運動」「美化活動や地域清掃」「ベルマークやエ
コキャップ等の資源の回収活動」「ボランティア活動」「新入生を迎える会」「卒業生を送る会」「運
動会，球技大会等の行事に関わる活動」「新聞作りなどの広報活動」「人権宣言の作成」「異校種の
学校や高齢者等との交流活動」など，様々な活動があります（下表参照）。
　活動後に，一連の活動について振り返りの場を設定し，自己評価や相互評価，第三者の評価を取
り入れましょう。そして，教員が価値付けを行いながら次の課題を明示することで，更に活動意欲
は高まります。必ずしも学級担任が評価できるわけではないので，活動に関わる教員は活動に沿っ
た評価を適切に行っていきましょう。
生徒会の組織1
具体的な内容2
評価3
生徒総会は，生徒全員で話し合い，生徒会の活動方針や年間の活動内容を審議することから，生
徒の実態に応じて指導の過程を充実させたり，生徒一人一人の課題意識を高めたり，一連の活動の
指導の工夫を行ったりすることで，よりよい学校生活や校風を築き，豊かな学校文化を創造するこ
とにつながります。
また，生徒総会は，自治的な活動を具現化する場として大変重要です。生徒総会を通して，生徒
一人一人が学校の一員としての自覚を高め，自分たちの学校という意識を持つことができます。生
徒総会の審議後に，学校（生徒会）として生徒全員で実行していくことで，自分たちの学校生活を
自分たちでより豊かにすることが実感できます。このようなことを踏まえ，以下のようにして指導
に当たっていきましょう。
・ 全校の指導体制を生かして教員がねらいを明確に示し，生徒総会の役割や意義を十分理解させ，
課題意識を持たせるとともに，生徒の自発的，自治的な活動が助長されるように適切な指導を
行う。
・ねらいが実現できるように，生徒の思いや願い，課題意識を最大限尊重する。
・ 事前の指導計画において，全校体制で取り組み，できるだけ多くの生徒が活躍できる場を設定
できるようにする。
・生徒会の全組織が効果的に機能できるように計画を立て指導を行う。
・当日に向けて，適切な質問や要望を作成するとともに，回答についても十分な準備をする。
・議事について，生徒が全校で課題意識を高められるような話ができるように指導する。
・意義ある意見交換が行える時間を確保する。
・全員が理解して納得できるように，全校で承認する方法を工夫する。
・承認された事項について，学校を挙げて実践につながるように継続的に適切な指導を行う。
・生徒会新聞や校内放送，校内掲示板等を活用して日常の広報活動を充実させる。
・ 生徒総会についての価値付けを全体で行ったり，個別に行ったりして活動意欲を高められるよ
うにする。
 
事前の活動における主な留意点1
当日の活動における主な留意点2
事後の活動における主な留意点3
月 主な生徒会活動の例 生徒会の役割
４
新入生歓迎会・
対面式
生徒会活動についての説明，各種委員会及び活動の
紹介
前期各種委員会
発足
各種委員会の活動方針・活動内容の検討及び役割分
担
５ 生徒総会 総会議案の作成，総会運営計画作成，司会進行
６ 運動会 運動会実行委員会を組織，運動会までの練習・準備，大会当日の役割分担
８ ボランティア活動 地域の「回収活動」に参加者を募り参加
９
生徒会本部役員
選挙
選挙管理委員会を組織，立候補受付や周知等の選挙
事務，選挙運営
前期各種委員会
のまとめ 活動方針及び活動計画に基づくまとめと反省
挨拶運動 各学級への周知，担当者以外の参加者も募り挨拶の実施
月 主な生徒会活動の例 生徒会の役割
10
生徒会本部役員
交代式
本部役員会のまとめと反省を集約，新役員との引継
ぎ
新役員会の活動方針及び活動計画の作成
後期各種委員会
発足
各種委員会の活動方針・活動内容の検討及び役割分
担
11 生徒会長サミット 生徒会長サミットに向けた学級での話合い各学級の意見を参考に発表準備
12 ボランティア活動 各学級で参加者を募り歳末助け合い運動に参加社会福祉協議会に募金を届ける
１ 挨拶運動 各学級への周知，担当者以外の参加者も募り挨拶の実施
２ ボランティア活動 エコキャップ運動についての周知
３ 卒業生を送る会 送る会の企画・運営，各学級や各種委員会で準備
生徒会活動（例）
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「各種の委員会」のマンネリ化は，どのように
防げばよいのですか？
生徒会活動について
「各種の委員会」の活動は，生徒会活動の中で重要な役割を担っています。まず，指導に
当たる教員が委員会の目標や活動内容を十分に理解し，生徒が主体的な話合い活動や自発
的・自治的な諸活動ができるように指導・助言することが重要です。
A
Q4
生徒評議会（中央委員会等）は，生徒総会に次ぐ審議機関です。生徒会活動に関する種々の計画
やその審議に当たります。主な議事として例えば，生徒総会に提出する議案等の審議，学級や各種
の委員会から出される諸問題の解決等が考えられます。さらに，学級活動や部活動等に関する連絡
調整の場としても有効です。
・ 生徒会本部役員が，定例の生徒評議会の実施期日・開催場所について明確にし，全校へ知らせる。
・ 各学級，各種の委員会，各部活動において学校生活上の諸問題やその解決方法について話し合
い，議案化する。
・生徒会本部役員が議案について把握し，生徒評議会の準備を行う。
・開始，終了時間を徹底するように努め，本日の会議のねらいを明確にする。
・自由かつ，建設的な意見が出るようにあらかじめ議案について周知する。
・議長は，公正公平に努め，低学年からの意見や少数の意見も大事にする。
・議長は，安易に多数決に持ち込まず，十分な議論が尽くされるように努める。
・ 決定した内容については，全校生徒に分かりやすく周知できるように書記等がまとめ，文章化
する。その際，決定内容だけでなく，その理由や議論の経緯（反対意見の有無）についても簡
単に紹介する。
・決定したことは責任を伴うことを参加者全員で確認する。
・ 生徒評議会で承認された事項について，各学級，各委員会，各部活動で周知し，実践する。
・ 生徒の活動について，互いに評価し合ったり，教員が評価を行ったりする。そうすることで，
生徒が次への活動意欲を高め，生徒による学校生活の充実が図られるようにする。
事前の指導と生徒の活動1
当日の活動2
事後の指導と生徒の活動3
「各種の委員会」は，生徒会活動における実践活動の推進の役割を担うものであり，学校生活の
充実・向上を目指すために生徒の立場から自発的，自治的に行われる活動です。生徒の実態や学校
の状況に関わらず，前年の踏襲を繰り返すことにより，その活動がマンネリ化し，生徒のやる気を
削いでしまわないように十分留意しなければなりません。
生徒が自発的，自治的に活動するために，全ての生徒に活動のねらいや内容，方法を十分理解さ
せることが大切です。その上で，学校が目指す生徒像の実現を目指し，学校生活をよりよいものに
するために，それぞれの委員会が分担して活動していきます。活動の過程で，生徒が活躍する場や
機会を豊富に設けて，生徒の自己有用感や達成感を高めましょう。
委員長が中心となって生徒主体で活動を進めるために，教員の適切な指導の下に進める必要があ
ります。当初は生徒会役員会から進め方についての例を示すなどの工夫も考えられます。
また，生徒会活動を組織的に進めるために，生徒会役員会と「各種の委員会」の連携，「各種の
委員会」同士の連携の大切さを指導しておく必要があります。さらに，「各種の委員会」で活動計
画を立て，生徒総会で提案し，全生徒の承認を得るなど，生徒会の様々な組織を生かしながら活動
を進めることも大切です。内容によっては，「各種の委員会」の活動と学級活動，学校行事を関連
させる必要もあります。「各種の委員会」と学級内の組織との連携を図るなどの工夫も大切です。
生徒が自発的，自治的な活動を進めるために1
組織的に活動を進めるために2
生徒評議会は，どのような流れで進めたら
よいのですか？
生徒会活動について
生徒評議会は，各学校で定期的に行われています。その流れの例として，事前から事後ま
で次のようなものが考えられます。
A
Q3
　学校生活上の諸問題について，各集団において話合い活動を行います。これにより，一人一人の意見
を把握するとともに，学校の一員としての自覚を促すことができるようにします。
指導上の留意点
　各議案について，様々な立場から意見を求め，納得できる合意形成を図ります。
指導上の留意点
　自分たちで話し合い，決定し，実践し，学校生活が変わったという実感を持たせられるようにします。
指導上の留意点
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生徒会活動における自治的な活動とは
どのようなものですか？
生徒会活動について
自治的な活動とは，当該集団が，集団としての意思を決定し，集団で実現していく活動で
す。教員の適切な指導の下，生徒たちが考え，審議し，計画を立て，組織（各種の委員会，
学級等）によって，実際の活動を行います。
A
Q5
学校において自治的な活動を行っていくことで，社会の一員としての自覚を持ち，社会に参画し
地域社会を自分たちの手で豊かにしていこうとする態度の育成につながります。
小学生や中学生の学校生活における自治は，学校の教育課程に位置付けられたものであり，飽く
まで「自治的な活動」です。教員の適切な指導を前提にした，その範囲内での自治であり，その責
任は最終的には校長となります。よって，学校や教員から委譲された範囲内に制限されたものとな
ります。つまり，生徒がしたいと思う活動は何でも行ってよいということではありません。教育的
に考えて，児童・生徒の発達に価値ある活動であり，また，それはほかの教育活動では容易に実現
することのできない目標を目指す活動です。
各種の委員会の例
委員会 ねらいの例 活動例
環境委員会 教室や廊下の環境を整えることで，全校生徒が学習に集中できるようにする。
・教室や廊下の整理
・環境美化に関するポスター作り
保健委員会
手洗い場の石
せっ
鹸
けん
を補充したり健康に関する呼び掛けを
行ったりして，全校生徒が健康に生活できるようにす
る。
・手洗い用石
せっ
鹸
けん
の補充
・健康や安全に関する情報発信
生活委員会 服装や生活の決まりに関する呼び掛けを行い，学校生活をよりよいものにする。
・服装や生活の決まりの確認
・朝会や学級の朝の会，帰りの会での呼び掛け
ボランティア
委員会
奉仕活動の計画を立てたり，参加への呼び掛けを行っ
たりして，全校生徒に奉仕の心を養う。
・奉仕活動の計画や運営
・奉仕活動への参加呼び掛け
放送委員会 放送によって連絡，情報の発信を行い，学校生活を豊かにする。
・昼の放送の番組作り
・下校時の放送
図書委員会 図書室の本の貸出業務や本の紹介をして，全校生徒の読書意欲を高める。
・図書室の本の貸出
・本に関する情報発信
給食委員会 給食に関するアンケートや調査を行い，全校生徒の食に関する意識を高める。
・食に関するアンケートや残量調査の実施と報告
・給食当番に関わるルール作り
体育委員会 積極的に体を動かすように呼び掛けて，生徒の体力を高める。
・運動用具の貸出についてのルール作り
・運動に関する情報発信
新聞委員会 新聞によって連絡，情報の発信を行い，学校生活を豊かにする。
・学校行事に関する新聞の作成
・学校生活に関する情報の発信
交通委員会 自転車の安全な乗り方を呼び掛けて，安全に登下校できるようにする。
・朝の会や帰りの会での呼び掛け
・交通安全に関するポスター作り
●個人情報やプライバシーに関わること
　　→（例）個人情報の公開
●相手を傷付ける結果が予想されること　
　　→（例）特定の個人を責める内容，人権に関わる内容，罰則や罰ゲーム
●教育課程に関わること
　　→（例）時間割の変更，学級単独の遠足
●校内の決まりや施設・設備の管理に関わること　
　　→（例）体育館等の使用，菓子の飲食，校則の改正
●金銭徴収に関わること
　　→（例）活動に必要となる集金
●健康・安全に関わること
　　→（例）危険を伴う集会，生徒の健康を害する活動内容
　生徒一人一人が生徒会の一員であることを自覚することが大切です。「生徒会活動への理解」についての
内容を学級活動の年間指導計画に位置付けるなどして，十分に指導する必要があります。また，学校の全て
の教員が共通理解して指導することも大切です。
その上で，生徒会の組織を十分に生かしましょう。その際，生徒会役員会や各種の委員会が全校的な活動を企画・
実行するだけでなく，全校生徒一人一人が「自分自身のこと」として生徒会活動を考えられるように工夫しましょう。
例えば，生徒総会の議題を学級で話し合ったり，振り返りカードを全校生徒が記入したり，生徒会新聞や生徒
集会を活用して実践の進捗状況を報告したりというような工夫も考えられます（P.82　生徒会活動参考例１参照）。
また，学級活動での生活改善の話合いを生徒会活動につなげ，全校生徒の活動に広げていくという工夫
も考えられます（P.84　生徒会活動参考例２参照）。
　学級の係活動を各種の委員会等の生徒会の組織と関連させるという工夫も考えられます。
　生徒一人一人が生徒会活動を身近に感じ，「自分自身のこと」として主体的に活動できるように工夫しましょう。
生徒会活動を一部の生徒だけの活動にしないためにTOPICS
自治的な活動を超える内容例
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生徒の多様な思いや願いを引き出すような指導を行い，それを生かすようにしていきましょう。
生徒は「自分の考えが集団の総意で決定し，実現した」という体験をすることで活動意欲は高まり
ます。具体的には，生徒総会の議案について討議するときに「どんな活動をすると，もっと楽しく
豊かな学校生活になるでしょう」と投げ掛け，生徒の発意や発想を引き出すようにします。
各活動の指導計画に生徒一人一人のよさや持ち味が発揮される場や機会を設定しましょう。それ
により，自己有用感を味わうことができ，活動意欲が高まります。具体的には，生徒会活動の指導
計画を作成するときに，「生徒が活躍できる場を設定しよう」という視点を意識することが大切で
す。
活動後には振り返りの場を設定し，評価を行いましょう。そして教員が価値付けを行いながら次
の課題を明示することで，生徒会の一員としての自覚や活動意欲が高まります。具体的には，各種
の委員会の活動後に，自分の活動の成果や互いの活動の感想を述べさせたり，保護者や地域の人々
からの称賛の声を生徒に返したりし，活動の価値付けを行います。
生徒の活動意欲の向上を図るために，生徒の身近な問題を取り上げるようにしましょう。また，
学級活動との関連を図ることで，各学級の意識も高まり，学校文化としての生徒会活動の活性化が
図られるでしょう。具体的には，「校庭にボールが落ちていることが多い」，「挨拶を活発にして学
校を明るくしたい」という声があれば，生徒に投げ掛け，学級の話合い活動や，生徒評議会，部長
会等の組織を生かして，活動を広げます。異年齢集団で活動することも生徒会活動の特質の一つで
す。下級生が，身近な上級生を見て，“なりたい自分”を思い描くことができるような活動を行っ
ていきましょう。社会に参画する態度を養うことができる生徒会活動ですから，生徒の活動範囲を
校内から，地域にまで広げることで，生徒の活動意欲を高めることができます。
　以上のことに留意して，教職員全体で共通理解を図り，学校として生徒会活動を推進していく体
制を確認しながら強固なものにしていきましょう。生徒会活動の活性化は，よりよい学校生活や校
風を築き，豊かな学校文化の創造につながっていきます。
生徒の発意や発想を生かす。（P）1
生徒一人一人が活躍できる場や機会を意図的，計画的に設定する。（D）2
自己評価や相互評価，第三者による評価をする場を設定する。（C）3
生徒の身近な問題を取り上げ，学級活動で問題の解決に向けた話合い活動を行う。（A）→（P）4
生徒会活動の活性化を図るためには
どうしたらよいのですか？
生徒会活動について
「自分たちの力で，学校（学級）がよりよくなった」という実感が活性化につながります。
以下の指導のポイントをPDCAサイクルに位置付け，活性化を図りましょう。
A
Q6
※「集団や社会の一員としての思考・判断・実践」について
　特別活動では「思考・判断」とともに評価する観点が，「表現」ではなく「実践」としています。これは特別活動において，
考え判断したことを言葉で表現するにとどまらず，実生活の中で行動として実践することが求められているということです。
生徒会活動の評価は具体的に
どのように行うのですか？
生徒会活動について
学校で定めた評価の観点と活動のねらいに応じた評価規準に沿って，目指す生徒の姿を設
定します。生徒朝会，生徒総会，生徒会役員選挙などのほか，挨拶運動や地域のボランティ
ア活動などにおいて，自己評価や相互評価を行いましょう。また，全教員の協力体制の下，
生徒の活動を認め，評価する機会を持つことが大切です。
A
Q7
生徒一人一人が，各種の委員会活動やボランティア活動等の生徒会活動の活動状況について，評
価カードを活用するなどして振り返りの場を設定し，自己評価や相互評価ができるようにします。
そして教員が価値付けを行いながら，次の課題を明示することで，更に活動意欲は高まります。
教員が評価する際には，生徒会役員の活動や各種の委員会の活動などは，学級や学年の枠を超え
た活動であるため，学級担任がその活動状況を把握できない場合が少なくありません。生徒一人一
人の特別活動の活動状況を把握し，指導に生かすためには，担当者が把握した状況を共有できるよ
うに工夫する必要があります。例えば，各種の委員会の活動で，よりよい学校づくりのために日々
たゆまぬ努力をしている生徒もいます。そうしたことは，委員会の担当の教員しか把握することが
できない場合もあります。「累積シート」などを活用して，生徒の活動状況を集約し，年間を通じ
て，更には３年間を通して評価していけるとよいでしょう。
自己評価や相互評価1
教員による評価2
〈生徒会活動の評価の観点と評価規準（例）〉
集団や生活への
関心・意欲・態度
集団や社会の一員としての
思考・判断・実践（※）
集団行動や生活についての
知識・理解
学校生活の充実と向上に関わる諸問題
に関心を持ち，ほかの生徒と協力して，
自主的，自律的に生徒会の活動に取り
組もうとしている。
生徒会の一員としての自覚と役割意識
を持ち，全校的な視野に立って諸問題
を解決する方法などについて考え，判
断し，協同して実践している。
生徒会活動の意義や組織，諸問題への
参画の仕方などについて理解している。
〈累積シート〉 平成○○年度　第○学期　特別活動評価資料集約シ トー
年 組 学級担任氏名
記入者確認欄〔学年主任・生徒指導主事・養護教諭・○○教諭・○○教諭・○○教諭〕
生徒氏名
（役割）
内容
評価の観点
○
○ ○○
○○
○
ま
と
め
○印の記入者氏名とメモ
（記入者氏名）学級で企画したゴミ拾いボランティア
 活動を実践した
（記入者氏名）修学旅行での班別活動では班員
 世話をする姿をよく見かけた。
（記入者氏名）委員長としてリー ダーシップを　発揮した。
（記入者氏名）毎朝挨拶運動に参加した。
集団活動や生
活への関心・
意欲・態度
集団や社会の一
員としての思考
・判断・実践
集団活動や生
活についての
知識・理解
学級
活動
学校
行事
学級
活動
生徒会
活動
生徒会
活動
△△△△
（生活委員）
◇◇◇◇
（美化委員）
学級担任以外の教員が，
補助簿等に累積した記録
や，生徒が作成した各種
記録等を参考に行った評
価結果を記入する。
○印を付けた場合に，
記入した教員の氏名と
その根拠となる事実等
を記入する。
学級活動の評価は，主と
して学級担任が行うが，
必要に応じ学級担任以外
の教員から情報を集める
ことも考えられる。
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生徒会活動の指導は誰が行うのですか？
生徒会活動について
学校の全ての教員が役割を分担し協力し合って指導します。A
Q8
生徒会活動は教育課程の一つであり生徒全員に関する活動であることから，主となる担当者だけ
でなく，学校の全ての教員が指導します。
具体的には，生徒会活動の指導計画を全教員で作成し，目標や内容，指導方法等についての共通
理解を図ります。ここでは，教務主任や生徒指導主事等の役割が重要になります。
また，活動ごと，あるいは生徒会役員会，各種の委員会等の組織ごとに教職員の役割分担を明確
にします。さらに，学級担任の役割も明確にして，生徒会と学級とが連携して活動できるようにし
ます。
活動の状況や生徒のよさについて職員会議で報告したり，活動の振り返りを全教員で行ったりす
るなど，常に全教員で指導に当たっているという意識を再確認することも大切です。生徒会通信を
発行し，教員にも定期的に配布することも効果的です。
生徒会サミットは，地域における各中学校生徒会の交流の場となっています。各中学校生徒会で取
り組んでいる活動を相互に紹介したり，意見交換やテーマに沿った協議をしたりすることで，参加し
た生徒，学校の意識の向上や活動の活性化を図ることを目指します。
　規模としては，市区町村での開催，都道府県での開催等があります。最近では，全国生徒会サミッ
トも開かれています。そのほかにも，中学校区の小学校の児童会と中学校の生徒会でサミットを開催
した事例もあります。教育委員会，校長会，教育研究団体，公益法人等が主催して開催していますが，
取り組み方は地域によって異なります。実践例がない場合でも，挨拶運動やボランティア活動の取組を，
隣接校の生徒会，児童会と交流して情報交換し，それを学校に持ち帰って自校の生徒会活動の改善に
つなげていくことも有効です。（このような活動の積み重ねが生徒会活動の活性化につながります）
参加体制については，会長や副会長が集う「生徒会長サミット」や，生徒会役員が集う「生徒会サ
ミット」などがあります。形態としては，プレゼンテーションによる活動事例の発表，テーマを決め
てのディスカッションを行うことが一般的のようです。
具体的には，各学校の活動紹介，「いじめに立ち向かう」などのテーマに沿った意見交換会，防災に
向けた「街づくりアクションプラン」の作成，人権宣言の作成等が報告されています。
生徒会サミットとは，どのようなものですか？TOPICS
生徒会役員選挙の活性化を図るためには
どうしたらよいのですか？
生徒会活動について
生徒会役員選挙は，自分たちの代表を自分たちで決める大事なものであることや，よりよ
い学校づくりを行う機会になることなどを事前に十分に指導して，生徒一人一人の意識を高
めるようにします。
A
Q9
生徒会役員選挙は，学校生活の充実と向上を図る生徒会
活動において，自発的・自治的に活動するための学校のリ
ーダーを決めるものなので，よりよい学校づくりについて
の生徒一人一人の意識を高める工夫が必要になります。
学級活動との関連を図り，生徒会役員の意義や役割につ
いて理解を深めるとともに，自分たちの代表を自分たちで
決めることに関する責任や心構えについても指導します。
このように，自分との関わりの自覚と意識の喚起が，選挙
の活性化につながり，それは主権者教育にも連動するもの
です。また，立候補した生徒には，どういう学校にしたい
か考えることができるようにします。学校の代表としてあ
るべき姿を示し，本人の公約として立会演説会で発表でき
るようにする とよいでしょう。昼休み等を活用して，広報
活動を行うようにするのもよい工夫です。立候補者以外の
生徒は，立会演説会での発表をよく聞いて投票するように
指導します。
自発的・自治的な活動にするために，立会演説会や投票
を運営する選挙管理委員会を設け，組織的に活動すること
も大切な工夫です。
公職選挙で実際に使われている投票箱や記載台を活用す
ることも，生徒の意識を高める工夫の一つの方法です。こ
のように，「本物」を味わう
工夫によって，生徒会役員選
挙を活性化させることが期待
できるでしょう。
記載台を活用しての選挙の様子
投票箱を活用しての選挙の様子
立会演説会
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生徒会役員や各種の委員会委員長の指導や
研修はどうすればよいのですか？
生徒会活動について
生徒会役員選挙後に，「生徒会リーダー研修会」等を実施し，生徒会活動の内容や話合い
の進め方などを理解する機会を設けるとともに，担当する教員との信頼関係づくりを進めま
しょう。
A
Q10
　生徒会役員選挙からしばらく経ってから，新しい生徒会役員に仕事が引き継がれるのが一般的な
ようです。例えば，冬季休業を活用して「生徒会リーダー研修会」（各委員会の委員長を含む）を
実施することができます。休憩や昼食の間もそれぞれの悩みや発想を出し合い，生徒会役員として
のスキルや意欲を高めていくことができます。以下は，実施計画例です。
１　目的 ・生徒会役員としての自覚と責任を持たせる。
 ・生徒会役員としての必要な資質の向上を図る。
２　日時 平成○年12月25日（水）８時30分～16時00分（予定）
３　場所 本校生徒会室
４　参加者 新生徒会役員14名（２年生12名，１年生２名）
５　日程　
　　８：40 開会式　①開会宣言　②校長先生の話　③生徒会長挨拶
 　　　　④先生の話，日程確認　　　　　　　※諸注意
　　９：00 【研修１】「リーダーとしての心構え」
 　　①前生徒会長
 　　②生徒会活動担当教員より
　　９：40 【研修２－１】「本校の課題，及び改善策を考えよう」
 　　①課題を出し合い，現状を把握する。
 　　②グループでまとめる。
 　　③改善策を出し合う。
　　10：40 【研修２－２】「平成○年度　生徒会役員会のテーマを考えよう」
 　　① 【研修１】で考えた自分の目指すリーダー（生徒会役員）としての
在り方を踏まえ，これからの１年間の活動目標を考える。
 　　② 【研修２－１】も踏まえ，グループから案を出す。それらの中から，
キーとなる言葉，文章を挙げ，テーマをつくる。
　　12：45 【研修３－１】「各委員会の活動内容を考える」
 　　①１月の活動内容を考える。
 　　②１月の専門委員会の原案を作成する。
　　13：40 【研修３－２】「専門委員会のリハーサルをしよう」
 　　①10分間で各委員会のリハーサルを行う。
　　15：15 【研修４】「リーダー研修のまとめをしよう」
 　　①研修を振り返り，各自でまとめ（リーダーとしての決意）をする。
 　　②決意を発表し合う。
　　15：50 閉会式　①生徒会長挨拶　②先生の話　③閉会宣言　　※諸連絡
小学校の児童会活動ではどのような活動を
行っているのですか？
生徒会活動について
小学校では，代表委員会活動，委員会活動，児童会集会活動を行っています。例えば委員
会活動は，主として高学年の児童の全員が所属して，学校生活の充実と向上を図るために年
間を通して活動しています。
A
Q11
小学校の児童会活動は，学校生活を共に楽しく豊かにするために，学校の全児童で組織する異年
齢集団の児童会によって行われる活動です。主として高学年児童が運営しています。形態には次の
ようなものがあります。
○代表委員会活動
学校生活の充実と向上を図るために，学校生活に関する諸問題について，主として，高学年の各
学級，委員会等の代表が話し合い，解決を図るための活動を行います。例えば，「児童会の目標を
決めよう」「雨の日の過ごし方を考えよう」「外遊びのルールを決めよう」などの議題を話し合い，
全校で実践します。多くの学校では毎月１回程度，話合いをする時間をとっています。
○委員会活動
学校内の仕事を分担処理するための活動です。主として高学年の全ての児童が幾つかの委員会に
分かれ，自分たちの学校生活を向上発展させ，より豊かにしていくために，発意を生かし，創意工
夫し，分担して行う活動です。例えば，新聞委員会，放送委員会，飼育委員会，給食委員会，計画
委員会，集会委員会等，各学校の実態や特色を生かして設置しています。多くの学校では毎月１単
位時間程度，委員会ごとに話合いをする時間をとっています。
○児童会集会活動
児童会の主催で行われる集会活動で，学期に１，２回程度行われる集会活動，特定の曜日の朝な
ど短時間で実施する集会活動等があります。例えば，１単位時間程度で行われる「１年生を迎える
会」「６年生を送る会」など全校の児童で行われる全校児童集会や，朝の時間を使って各委員会が
主となって行う「活動報告を行う集会」「ゲームなどをみんなで楽しむ集会」「音楽集会」などがあ
ります。
中学校の生徒会活動では，小学校の児童会活動で身に付けた態度や能力を生かすことができるよ
う，生徒の自治的な活動に関する知識や経験の程度，社会性や公共性に関わる資質や能力・態度な
ども十分に把握して実情に即した指導計画を工夫することが大切です。
小学校の児童会活動と中学校の生徒会活動の目標と内容は次のとおりです。
（下線部が生徒会活動特有のもの）
児童会活動 生徒会活動
目標
児童会活動を通して，望ましい人間関係を形成し，集団の
一員としてよりよい学校生活づくりに参画し，協力して諸
問題を解決しようとする自主的，実践的な態度を育てる。
生徒会活動を通して，望ましい人間関係を形成し，集団や
社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画し，協力
して諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度を育
てる。
内容
（１）児童会の計画や運営
（２）異年齢集団による交流
（３）学校行事への協力
（１）生徒会の計画や運営
（２）異年齢集団による交流
（３）生徒の諸活動についての連絡調整
（４）学校行事への協力
（５）ボランティア活動等の社会参加
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よりよい学校生活や校風をつくる生徒総会
生徒会活動
参考例 1
●生徒全員で組織する生徒会の活動が停滞している。
●自分たちで豊かな学校生活をつくろうとする態度にやや欠ける。
●生徒会の活動に対して，一部の生徒が中心となって行っていて，
全校の活動にまで広がっていない。
●生徒の願いを生かした望ましい校風がつくられていない。
　生徒全員で話し合い，生徒全員で自分たちの生徒会の方向性につ
いて確認できる生徒総会は，自治的な活動を広げ，学校生活に潤い
を与えていくことができます。そうしてよりよい校風を築きながら，
学校文化の醸成に大きく寄与していきます。
　本実践は，生徒総会に向けた取組を生かして，生徒会の一員として
の自覚を高め，よりよい学校生活や校風を自分たちでつくり，自分た
ちの学校という意識を全校で高めていくことをねらいとしています。
　事前の活動に至る前に，昨年度までの課題
を踏まえ，特別活動部会で目指す生徒の姿や
活動計画を作成・検討し，職員会議等を通し
て教職員間で共通理解を図る。
① 教員の適切な指導の下，生徒会役員会で構想を練り，活動計
画案を作成する。
〈活動例〉　
②生徒評議会で生徒総会の議案を審議する。
③・ 各種の委員会や各部活動において，昨年度の活動報告や本
年度の活動計画，方針について確認する。
　・ 予算委員会において，生徒会本部・各専門委員会・各部活
動等の予算案について審議し，原案を作成する。
　・ 各学級において，よりよい学校生活を送るための活動や予
算案，各委員会・各部活動の活動計画について話し合う。
④生徒会役員会において，議案を検討し資料を作成する。
⑤ 生徒評議会において，議案や各学級から出された意見や要望
について審議する。
⑥リハーサルを行う。
このような実態がありませんか？
このような学校を目指して
事前の指導と生徒の活動
当日の活動
事後の指導と生徒の活動
生徒会引継式
(前会長から新会長へ)
自分たちの学校生活を自分たちで
豊かにしていく各種の委員会活動
１　開会の言葉
２　生徒会長の挨拶
３　議長選出
４　議事
　　（１）第１号議案 「昨年度の活動報告」
　　（２）第２号議案 「本年度の活動方針・活動計画」
　　（３）第３号議案 「決算報告並びに本年度の予算案」
　　（４）第４号議案 （委員会等からの提出議案）
 「地域美化活動について」
　　（５）第５号議案 （生徒会本部からの提出議案）
 「全校合唱の取組について」
５　決定事項の確認
６　○○先生の話
７　閉会の言葉
活動の流れ（例）
① 各学級で振り返りカードに記入し，掲示したり，学級
通信で紹介したりして，評価し合う場を設定する。
② 生徒会役員会，各種の委員会，各部活動ごとに承認さ
れた事項について実現までの計画や見通しを立て，実
践する。
③ １か月ごとに自分たちの活動を振り返り，成果と課題
をまとめ，翌月につなげる。
④ 生徒会新聞や校内放
送を活用して，実践
の進捗状況を報告
し，相互評価をでき
るようにする。
⑤ 生徒集会の場を活用
し，現状と課題を提示したり，称賛し合ったりする。
⑥ 学級活動や学校行事等との関連を図り，自発的な活動
の広がりを教員や生徒一人一人が実感できるようにす
る。
生徒の活動を価値付ける教員の話は，活動意
欲を高めることにつながります。以下のこと
をポイントとして話をしましょう。
・事前，当日の活動における生徒の取組
・生徒総会の意義
・実践に向けて（見通しや課題）　など
全員が理解して納得できるように，全校で承認する方法を工夫します。
例）拍手，挙手，起立採決，投票　
各議案に対して，意義ある意見交換（質疑応
答）が行える時間を確保します。
議事について，生徒が全校で課題意識を高め
られるような話ができるように指導します。
学校生活をつくるための
全校生徒による話合い
真剣に話を聞く生徒
よりよい学校生活や校風をつくるために…生徒の
思いや願いを生かした望ましい議案を募ることが
できるように工夫しましょう。
自分たちの学校生活を自分た
ちでよりよくするための活動
教員がねらいを明確に示し，生徒総会
の役割や意義を十分理解させ，課題意
識を持たせるとともに，生徒の自発的，
自治的な活動が助長されるように適切
な指導を行います。
ねらいが実現できるように，生徒の思
いや願い，課題意識を最大限尊重する
ようにします。
できるだけ多くの生徒が活躍できる場
を設定できるようにします。
生徒会の全組織が効果的に機能できる
ように話し合う場を設定します。
当日に向けて，適切な質問や要望を作
成するとともに，回答について検討し
ておくようにします。
よりよい学校生活や校風をつくるため
に…活動形態を工夫したり，各代表生
徒の発表方法を工夫したり，議長に適
切な指導をしたりしておきましょう。
また，思い付きやパフォーマンスで不
適切な発言や態度が見られた場合は，
全教職員で毅然とした態度で対応しま
しょう。
よりよい学校生活や校風をつくるために…
…最も大切なのが事後の実践です。生徒
に寄り添う教員の姿勢が不可欠です。
① 生徒総会で承認された事項が確実に
実践されているか確認します。
② 学校の一員として活動意欲が高まっ
ているか確認します。
③ 上級生がリーダーシップを発揮し下
級生を導いているか確認します。
④ 学校教育目標の具現化や学級の活性
化が図られているか確認します。
本実践における評価のポイント学校を挙げての実践となるように，
継続的で適切な指導と意図的な評
価場面の設定を行います。生徒の
活動意欲が高まっていくような見
届けと評価を行うようにします。
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いじめや暴力のない学校づくり
～全校生徒で「人権宣言」をつくろう～
生徒会活動
参考例 2
●人が嫌がることを言ったり，したりする生徒がいる。
●挨拶が積極的にできない生徒がいる。
●学級や学校の決まりやルールが守れない生徒がいる。
互いを思いやり，いじめや暴力のない学校づくりを目指し，
学校生活全体をよりよくしようという意識を形成するために，
人権宣言をつくる活動を行います。この活動では，生徒一人
一人が意見を出し合い，全員が作成に関わることで，一人一
人の人権感覚を高めることができます。
生徒一人一人　　→　いじめや暴力のない学校づくりを目指して，「自分宣言」を作成する。
各学級担任　　　→　生徒が自らの問題として受け止められるように指導・援助する。
生徒会本部役員　→　挨拶運動や校内掲示で ｢いじめ撲滅｣ に向けた啓発をする。
生徒会担当教員　→　校内で生徒や教職員が共通理解できるよう，連絡調整を行う。
●生徒会本部役員は学級委員会を招集し，ねらいや方法を伝える。
●一人一人が人権意識を高めるために，全校生徒に「自分の生活を振り返る」アンケート調査を行う。
●学級活動で各自が「人権宣言」を作成し，話合いで「学級宣言」を作成する。
●生徒会本部役員は学級委員会を招集し，各学級で決まった学級宣言を基に人権宣言の案を作成する。
役割や分担
活動の工夫
当日に向けての準備
このような実態がありませんか？
事前の指導と生徒の活動
事後の指導と生徒の活動
●各学級で作成した「学級宣言」を生徒会本部役員で集約する。
●生徒会担当教員の指導の下，学校の「人権宣言」を作成する。
●前文も作成し，模造紙に書いてまとめる。
　▶ 全校生徒に分かりやすく，実践できる宣言をつくるように支
援します。
　
　生徒総会にて，「人権宣言」を全校生徒に紹介し，拍手や挙手
で，「人権宣言」を採択する。
　▶ 「人権宣言」を採択する意義や，これを守っていくことの重
要性について，生徒会長や生徒会担当の教員から全校生徒に
伝えるようにします。
　作成した「人権宣言」を，生徒会新聞に掲載したり，リーフレ
ットやポスターに印刷して，生徒に配布したり，教室や廊下，正
門など校舎内外に掲示したりする。
　▶ 学校便りなどで，保護者や地域にも広く伝えるようにします。
活動１
活動２
活動のまとめ
●生徒総会の評価
　「人権宣言」の意義や内容が分かったか，真剣に採
択できたか，実践への意欲があるかなどについて，評
価用紙で自己評価する。（右参照）
●「人権宣言」の振り返り
　いじめや暴力のない学校づくりが実行できているか
どうか，「人権宣言」が実践できているか どうかを，
定期的にアンケート調査し，学級生活や学校生活の生
活改善等について，学級活動で話合い活動を実施する。
（右参照）
生徒総会にて「人権宣言」を採択
学級宣言を決める話合い活動
地域との関連でこんな工夫も
　地域の小学校と連携して，
「中学校区人権宣言」を作成
したり，市区町村で生徒会サ
ミットを開催して「○○市人
権宣言」を作成したりして工
夫しましょう。
●生徒総会には，生徒会の一員として参
加できましたか。 はい・いいえ
●「人権宣言」を採択する意義や内容を
理解することができましたか。
 はい・いいえ
●「人権宣言」を実践することができそ
うですか。 はい・いいえ
生徒総会の自己評価
●笑顔で元気よく挨拶をしています。
 はい・いいえ
●自分がされていやなことを人にはして
いません。 はい・いいえ
●相手の気持ちを尊重しています。
 はい・いいえ
●ありがとうの気持ちや思いやりを持っ
て行動しています。 はい・いいえ
人権宣言実施の評価アンケート
作成するまでの過程や生徒総会の参加態度だけで
なく，実際に「人権宣言」を生徒が実践し，いじ
めや暴力のない学校づくりができているかを評価
することが大切です。
本実践における評価のポイント
このような学校を目指して
当日の活動
活動の意義やねらい，作成の手順や方法を生徒に理解
させ，生徒が主体的に活動できるようにしましょう。
○○中学校人権宣言
平成○○年○月採択
前文
　私たち○○中学校の生徒は，誰も
が安心して楽しく学校生活を送る権
利と，それを守る義務があります。
そのために，私たちはここに，「挨拶」
「自分」「友達」「思いやり」を柱とす
る○○中学校人権宣言を定めます。
〈挨拶〉
　笑顔で元気よく挨拶をします。
〈自分〉
　自分がされて嫌なことは人に
はしません。
〈友達〉
　相手の気持ちを尊重します。
〈思いやり〉
　ありがとうの言葉や思いやり
を持って行動します。
朝の会で生活実態調査
　「自分の生活を振り返る」
アンケートを実施する。
・ 人の嫌がることを言った
り，したりすることがあ
りますか。
・ 友達や先生に挨拶をして
いますか。
・ 学級や学校の決まりを守
っていますか。 など
学級活動で
｢自分宣言｣｢学級宣言｣
① 自分の人権宣言をつ
くる活動を行い，発
表し合う。
② 互いの人権宣言を聞
き合って，学級の代
表 と な る「 学 級 宣
言」を決定する。
学級活動で
生活改善の話合い
　アン ケートの結果から，
自分たちの生活の実態や改
善の方法について話し合う。
※ 学級委員は，本時の意義
やねらいを伝える。
※ 学級担任は，いじめの定
義や法律についても触れ
る。
生徒会の人権宣言の作成へ
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高齢者施設の方々との交流会
生徒会活動
参考例 3
●ボランティア委員会等の生徒には，「自分たちの力で何かに取り組もう」という活動意欲が
感じられるが，ほかの生徒との意識の差が大きい。
●活動範囲が学校内にとどまり，学校外の社会貢献や社会参加に関する活動に広がりにくい。
そのため，生徒が，社会の一員であるという自覚と役割意識を持ちにくい。
　地域社会のために生徒会として何ができるかを考え，ふだん接する機会の少ない高齢者施設
の方々との交流会に関わる活動を自発的，自治的に行えるようにし ます。この活動を通して，
地域社会の一員であるという自覚を深め，社会の中で共に生きる豊かな人間性を培うとともに，
自分を見つめ直し自己実現に向かって人生を切り開く力を育むことをねらいとします。
●ボランティア委員会が，高齢者施設の方々
との交流会の活動計画を立て，生徒会役
員会に提案する。
●生徒会役員会による調整，評議会や各学級
の話合い，生徒総会を経て，活動計画を
集団決定する。
　▶ ボランティア委員会や生徒会の担当教員は，生徒とともに施設の担当者と打合せを行い，生徒会，
施設の双方にとって有意義で無理のない活動計画になるように調整します。また，全教員に活動の
ねらいや方法，内容について周知し，共通理解の下に指導できるようにします。
●一部の生徒のみの活動にならないように，また，活動のねらいが全校生徒や教員に十分理解されるよ
うに，学級の話合いや広報活動を充実させたり役割を明確にした活動計画を立てたりする。
●当日参加できない生徒が参画意識を持つことができるように，寄せ書きやビデオレター，会場の飾り
づくりを行うなど工夫する。
●交流会当日に参加する生徒は，活動計画に
沿って出し物や会場の飾り付けの準備を
する。
　▶ 担当教員は，生徒の自発的，自治的な活動が展開されるように，会場の下見，施設の担当者との打
合せ，当日の役割分担の確認や練習を計画的に行うことができるように指導します。
役割や分担
活動の工夫
当日に向けての準備
このような実態がありませんか？
事前の指導と生徒の活動
事後の指導と生徒の活動
●参加者が集合し，活動のねらいと活動計画，役割分
担を確認する。
●施設の担当者と打合せをしたり，会場準備をしたり
する。
●プログラムに沿って交流会を進行する。
　【プログラム例】
　　・生徒からの歌のプレゼント
　　・ゲームによる交流
　　・生徒代表の言葉
　　・全校生徒からのプレゼント　　　
　　・施設の方からの言葉　　　　　
●施設の方々や担当者へのお礼の挨拶をする。
●参加生徒で，交流会の振り返りをする。
　▶ 事後の活動の進め方についても確認するよう助言
します。
活動１
活動２
活動のまとめ
●生徒会役員会やボランティア委員会，生徒評議会で，活
動を振り返って話し合う。
　・ 「自分たちの活動が，高齢者施設の方々の役に立った
か」「これから自分たちは何ができるのか」「活動の進
め方はどうだったか」など，視点を明確にして振り返
る。
　・ 施設の方々や担当者の感想を聞くなど，地域社会の一
員としての在り方について具体的な資料を基に振り返
る。
●全校生徒に，活動の報告をする。
●生徒会としての今後の取組について考える。
　▶ 教員は，今回の活動以外にも「地域社会のために自分
たちができること」について様々な視点から考えられ
るように助言します。
実践と振り返り
活動の評価に際しては，生徒会役員
会や各種の委員会等の担当教員が，
一連の活動における取組状況につい
て，評価規準に即して評価するほ
か，生徒が記入する「振り返りカー
ド」を参考にするなど，複数の教員
が評価するための体制や方法を工夫
することが大切です。
本実践における評価のポイント 
このような学校を目指して
当日の活動
社会科や総合的な学習の時間と連携して，地域に
おける福祉の実態，実情（高齢者の割合，世帯構
成等）を学習した上でこの活動に入るなどの工夫
が必要です。
担当教員は，施設の担当者と入所者の個人情報の保護
について十分に打合せをしておきます。
● 担当教員は，生徒が目的意識と相手意識
を十分に持って活動できるように見守
り，必要に応じて助言しましょう。
● 振り返りの活動のために，写真やビデオ
などの具体的な資料を残しておくとよい
でしょう。撮影に当たっては，個人情報
の保護について十分に配慮することが大
切です。
地域や学校，生徒の実態に応じて
様々な活動が考えられますが，どの
ような活動でも，できるだけ生徒の
自発的，自治的な活動が展開できる
ように配慮しましょう。
振り返りカード
○年○組○番　名前　　　　　
（○○委員会）
○印を付けよう（そう思うA・・・・そう思わないD）
１　振り返り
①　自分から進んで活動できた
 　　　　A B C D
②　自分の役割を果たすことができた
   A B C D
③　協力して活動できた A B C D
④　ボランティア活動に関心を持った
 　A B C D
・
・
・
２ 　計画や準備のことで気付いたことや思ったこ
とを書きましょう
３ 　当日の活動のことで気付いたことや思ったこ
とを書きましょう。
４ 　生徒会や学級で，これから取り組んでみたい
ことを書きましょう。
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よりよい学校文化を創る３年生を送る会
生徒会活動
参考例 4
　昨年度までの課題を踏まえて指導計画を作
成し，職員会議で検討し，全教職員で指導の
ねらいや役割分担の共通理解を図りましょ
う。
（１） 生徒会本部役員の１・２年生と各学級から２名程度募集した生
徒たちで構成する「３年生を送る会実行委員会」を設ける。
（２）実行委員会のリーダーと活動テーマを決める。
（３）３年生を送る会の内容と当日の流れと準備計画，係分担を決める。
（４）係分担ごとに準備を進める。
　①テーマを掲示する看板を作る。
　②記念品を決定し，袋詰めを行う。
　③３年生に贈る感謝の群読の詩の原稿を考える。
　④花束の準備をする。
（５）群読の練習を行う。
（６）実行委員が当日のリハーサルを行う。
事前の指導と生徒の活動
事後の指導と生徒の活動
１ ３年生入場
２ 開会の言葉
３ 校長先生のお話
４ 実行委員長挨拶
５ １・２年生の詩の群読
６　３年間の思い出のスライドショー
７　１・２年生代表お礼の言葉
８　記念品・花束贈呈
９　３年生からメッセージ
10 閉会の言葉
活動の流れ（例）
●実行委員長から１・２年生全体に向けて，当日までの活動
を振り返りながら，次年度につながるような話をする。
　▶ 学級担任も，当日の帰りの会で，当日までの生徒たちの
活動に対する評価や，次年度への活動意欲につながるよ
うな話をしましょう。
●３年生が１・２年生に向けて感謝の手紙を書く。
　▶ １・２年生にとって，活動の振り返りになるとともに，
達成感を味わえる機会になるようにしましょう。
●実行委員会で活動の振り返りをして，次年度へ向けての改
善点をまとめる。
●１・２年生は，次年度にどのような学校をつくっていきた
いか考え，ワークシートに記入する。
実践と振り返り
３年生は，この会を開催してくれたことに対する感謝の気持ちを伝えたり，自分たちがつく
った校風を１・２年生に引き継いだりするために，群読や合唱を行ってメッセージを送る活
動を事前に準備します。３年生の立派な姿は，１・２年生を感動させることでしょう。
練習の成果を発揮できるようにサポートしま
す。また，群読を発表しているときの様子を
ビデオに撮り，会終了後にそれを見ながら振
り返る場を設けることで，１・２年生が達成
感を味わえることができるようにしましょう。
３年生にとっては３年間の振り返りになり，
１・２年生にとってはこれからの中学校生活
を見通す機会になります。離任された先生方
からメッセージをもらうことも工夫として考
えられます。
３年生からメッセージの様子
１・２年生の詩の群読の様子
当日の役割分担例
●司会係
●BGM係
●照明係
●花束贈呈係
●プレゼント贈呈係
●入場合図係
●３年生誘導係
学校行事として行われる卒業式に
向けて，３年生はもちろん，１・
２年生一人一人の気持ちを高める
ことができるようにします。
学校行事や学級活動との関連
１・２年生と３年生それぞれの指
導のねらいを明確にし，それを全
教職員で共通理解した上で評価す
ることが大切です。
本実践における評価のポイント
当日の活動
●１・２年生は，卒業を控えた３年生に感謝の気持ちを表現したいと
考えているが，進級への心構えや３年生がつくってきた校風を引き
継ぐという意欲がまだ十分ではない。
●卒業を目前にした３年生，校風を引き継ぐ１・２年生の生徒それぞ
れの愛校心をより高めたい。
活動のねらいと目指す学校像
　３年生を送る会では，卒業を控えた３年生がこれまでの学校生活
を振り返るとともに１・２年生が３年生へ感謝の気持ちを表すこと
で，それぞれの生徒の学校への所属感を深めます。１・２年生が，
３年生のつくってきた校風を引き継ぎ，よりよい校風を創造してい
けるようにすることをねらいとします。その際に，１・２年生が活
動の企画・運営を経験することで，次年度の活動をスムーズに運営
できるようにしましょう。
このような実態がありませんか？
このような学校を目指して 掲示された活動テーマ
記念品・花束贈呈後の３年生
異年齢集団の活動を円滑に行うためには，上級生
のリーダーシップが必要です。リーダーシップ育
成のために，教員と生徒で事前の打合せを必ず行
いましょう。また，様々な生徒にリーダーを経験
させることも大切です。
全員が目標を共有して活動を進
められるようにします。生徒自
身が達成感を味わえるようにす
るため，教員主導にならないよ
うに注意しながら助言しましょ
う。
生徒総会や卒業式の準備もある
ので，計画的に活動することが
大切です。準備日程などの具体
的な活動計画を作るように助言
します。
３年生への感謝の気持ちや，３年生がつくった校風を引き継ぐ気持
ちを伝えるために，生徒たちが自分の言葉で詩の原稿を考える活動
を設定します。３年生への思いを深められるようにします。３年生
とともにどのような学校生活を送ってきたか，何を教えてもらった
か，具体的に思い出すことができるように助言しましょう。
実行委員を中心に活動します。３年生にとってはこ
れまでの学校生活の振り返りにつながるように，
１・２年生にとってはこれから目指す姿が決まるよ
うに，それぞれ目標を明確にして会を進行します。
よりよい学校生活や校風をつくる
ために，当日の活動だけでなくこ
れまでの学校生活も振り返ること
ができるようにします。
学校行事に
ついて4
学校行事とは何か，地域の文化をどのように生かせばよい
か，学級づくりに生かすにはどうすればよいか，生徒の評
価は具体的にどのように行うか…など，六つの項目をＱ＆
Ａで解説するとともに，関連する五つの参考例を紹介しま
す。
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　学校行事には，当該行事本来の目的を達成することはもとより，様々な価値と結び付く活動（潜
在的カリキュラム）に発展させることができる特徴があります。そのことを踏まえ，学校行事の実
施に当たっては，学校の実情に応じて例えば次のような形態を取るなど，学校の状況を考慮した
様々な工夫を施すことが可能です。
（例）・企画・運営を，関連教科の担当教員が担当し授業との連携を図る
　　・生徒会が担当して，生徒中心となって実施する
　　・地域の方々にも参加してもらい地域と学校が一体となって行う
学校行事は，①儀式的行事，②文化的行事，③健康安全・体育的行事，④旅行・集団宿泊的行事，
⑤勤労生産・奉仕的行事の５種類に区分される内容で実施されます。
例えば，健康安全・体育的行事には，健康診断や体育祭があります。毎年度行われる健康診断は，
自分の健康について考えるという重要な目的を持っていますが，それにとどまらず，自分の成長を
振り返り親に感謝する心を育む機会にもなります。また，体育祭で毎年度行う特定種目において，
全校生徒の競い合いが恒例となっている学校では，その競技を通して，生徒や卒業生の愛校心が高
まるとともに，学級単位で競技に参加する取組が学級の活動目標となって，生徒の学級への所属感
や連帯感が一層高められたとの報告もあります。
このように，集団による活動であることを意識することにより，生徒自らに公共の精神が養われ
るとともに，繰り返される日常に変化と節目が与えられ，学校生活のリズムを整える効果もありま
す。また，学校行事は，生徒の学校生活の秩序維持に貢献するなど，学校運営上重要な役割を担っ
ています。
上記のことから，各学校では学校行事を実施するねらいを明確にし，学校全体としての目標達成
を評価するとともに，計画，準備，運営，実施の各段階において，生徒の成長を確認することが大
切です。また，学校行事は実施すること自体において，保護者や地域等から評価される一面があり
ますから，保護者や学校評議員による評価も参考にするよう心掛けたいものです。
このように，各学校の実情の上に創意工夫が生かされた学校行事は，当該学校の特色となり，そ
の学校固有の伝統・文化となって根付いていくのです。
多様な工夫が期待される実施形態1
具体的内容と効果2
評価3
例えば「運動会」という同じ名称の学校行事を100校の中学校で実施した場合，各学校の工夫
した実施計画により，目標も内容も実施方法もそれぞれ異なったものになります。また，実施後の
効果もそれぞれ異なっています。一つの中学校が実施する幾つもの学校行事の成果が生徒の変容と
学校の雰囲気を醸しだし，ひいてはその学校の文化や伝統を創っていきます。
特別活動が「学校文化を創る」というのは，それぞれの学校において卒業生や在校生によって実
践されてきた学校行事等が，学校ごとの特徴や校風として定着していくことを意味しているのです。
さらに，例えば，卒業式では，式辞や答辞において“思い出”として，生徒の内面活動に影響を
与えた学校生活や活動の一部が取り上げられることが多くあります。特徴的なのは，そこで取り上
げられる活動や内容には，入学式で複数の小学校から集まり友達ができるか不安な気持ちを共有し
たこと，対面式で上級生に学校の一員として迎えられ喜びを感じたこと，修学旅行でよい人間関係
が築かれたこと，体育祭で頑張ったこと，合唱コンクールで学級の一体感が増したことなど，特別
活動の学校行事に関することが多いということです。学校行事は，生徒会活動や学級活動と十分な
関連を図って運営されるものであることから，生徒の価値観の形成に大きく関与し，その結果，思
い出が経験となって生徒の内面に蓄えられていきます。このようにして学校行事の内容や取組は，
各学校の特色となって当該校の生徒のみならず保護者や地域の方々に共有されていくのです。
様々な規模や形態の集団活動を通して，生徒の内面に働き掛ける特別活動は，各学校の特徴や独
自性，いわゆる特性となって学校内外の人々の意識を強化するとともに，生徒の愛校心や帰属意識
を高める働きをしています。
なお，「文化」と用いられる場合には，プラス面とマイナス面がありますので，不断に当該学校
の文化を確認し，マイナス面の見直しを図ることが重要です。
学校行事とは何ですか？
学校行事について
　学校行事とは，集団への所属感や連帯感を深め公共の精神を養う活動です。全校又は学年
を単位として活動することを前提にして，五つの種類に区分される内容を，当該校として計
画し実施する教育活動です。
A
Q1 学校行事は「学校の文化を創る」ことに
どうつながりますか？
学校行事について
学校にはそれぞれ異なる特色があります。それが，その学校の“当たり前”となって教員，
生徒，保護者や地域住民に認知され，文化となって根付いていきます。
A
Q2
地域文化を学校行事につなげることは，学校と地域との相互関係が深まり，地域が一体となって次
世代を担う子供たちを育成する気持ちの醸成にもつながります。また，生徒にとっても，自分たちの
住んでいる地域を再確認することになり，郷土愛を高めることも期待ができます。
さらに，生徒が地域文化に関わることにより，地域の特色やよさを実感し，将来，地域文化を継承しよう
とする態度の形成につながります。また，地域・保護者が学校行事に参加することで，学校に対する地域
の理解が深まり，学校に対する支援につながります。そのためにも，ふだんから教職員が地域文化や行事
に関心を持ち，可能な関わり を続けていくことが大切です。
学校文化と地域文化TOPICS
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　学校行事は，生徒の共通の体験，適度な競い合い体験，リーダー・フォロワー体験等の機会と捉
えて学級づくりに活用することで，好ましい人間関係づくりにつながります。また，学習や生活に
取り組む意欲の向上や課題に対処する能力育成等，学級づくりに生かすことができます。
そこで，次の点に留意して実施することが大切です。
① 生徒が主体となって運営する学校行事は，生徒自身が自ら考えて行動することで，大きく成長
していく機会になります。生徒にどの程度任せるのかを判断しながら，学級集団の成長に合わ
せて，適切に指導・援助することが必要です。
② 行事ごとに目標やねらいを明確に位置付けて取り組むことが大切です。相互理解のために班ノ
ートを取り入れたり，生徒同士が協力する活動を意図的に行ったりするなど，日々の積み重ね
が重要です。学級づくりの見通しを持ち，成長の機会として，学校行事をうまく活用しましょ
う。
③ 行事ごとに振り返る場を大切にすることで，活動の価値に気付いたり，達成感を味わったりす
ることができます。それが，日常の生活においても行動する価値を見いだし，集団としても個
人としても活動意欲を高めるきっかけになります。
　学校行事を通してつくられていく学級の雰囲気や望ましい集団は，生徒たちの次の学習活動の基
盤となり，学級文化の創造につながります。
　学習指導要領では，生徒会活動の内容として，学校行事への協力が挙げられています。運動会や
文化祭，合唱祭などのように生徒自らの活動が中心となる学校行事では，生徒会に実行委員会を作
るなどして，計画，準備，実施の各段階で，生徒会が関わることが期待されています。このような
活動を通して，生徒会活動の目標である「集団や社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画
し，協力して諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度」が育てられます。また，それぞれ
の生徒が，学校行事の具体的企画や運営の役割分担を通して，学校行事に自主的に関わることで，
学校行事の目標である「集団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養」うことにつながります。
学校行事を学級づくりや生徒会活動に生かすには
どうすればよいのですか？
学校行事について
学校行事は，学級づくりに必要な集団づくりや自己有用感の育成に重要な役割を担います。
学級の生徒の実態を十分考慮して，学級経営の年間計画と学校行事への取組の関連を図り，
学級内の人間関係づくりに生かして，望ましい学級集団を育てましょう。
　学校行事は，各学校が教育課程に位置付けて，計画的に実施するものですが，行事に参加
したり，活動したりするのは生徒です。生徒会役員会や役員以外の生徒を含めた実行委員会
を組織し，生徒自身が行事の目標やそれぞれの役割を十分に理解して，活動することが望ま
れます。
A
Q3
学校行事は，所属感や公共の精神，よりよい人間関係を形成するばかりでなく，実施することそ
のものが学校評価につながる側面があります。例えば，儀式的行事では，式に出席した外部関係者
から，生徒の態度を通して学校が評価され，文化的行事として実施する芸術等の公開発表会では，
来校した保護者等から発表や作品を通してふだんの学校の指導状況が評価されています。
このような評価を前提としながら教育効果を高めるため，多くの学校で多くの時間をかけて学校
行事実施に向けた準備に当たっているのです。とりわけ学校行事は，生徒が主役として実際に活動
するものであるだけに，準備に当たって過剰な負担を生徒に強いてしまうことが懸念されることか
ら，そのようなことがないように生徒の立場に立った配慮が求められます。準備には，指導計画に
基づく教員による事前指導，生徒による事前活動（練習）等がありますが，学習指導要領が示す
「各学校が教育課程を編成する」（総則第１の１）ことを再確認し，学校行事の全体計画の策定と
個々の行事に係る準備時間の設定の両視点から考えることが必要です。
具体的にまず，学校行事の全体計画を策定するに当たっては，どの学年においても五つの種類の
行事を実施しなければなりませんが，活動の時間を確保するためには学校の実情と教員構成を考慮
し，総合的な学習の時間と連携したり，各行事で重点化したり，行事を統合したりするなど，精選
を図ることも必要です。また，各行事の指導に当たっては，学級活動や生徒会活動との連携を図る
とともに，あらかじめ準備時間を想定して教育課程に位置付けることが大切です。
学校行事の実施が近づくと，始業前や放課後，昼休みなどに準備の時間を急きょ設定することが
多くなりがちですが，各学校が一単位時間をどのように設定するかを含め，見通しのある教育課程
を編成することによって準備時間を確保するよう，創意工夫が求められます。
学校行事の準備の時間は
どう確保すればよいのですか？
学校行事について
学校行事の指導に当たっては，学級活動や生徒会活動との連携を図るとともに，あらかじ
め準備時間を想定して教育課程に位置付けることが大切です。
A
Q4
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特別活動と総合的な学習との違いを，方法と目標の視点から捉えてみます。
特別活動の目標である「望ましい集団活動を通して」は，方法原理であり，目指す目標を示して
います。特別活動には，学級活動で扱う17項目，生徒会活動の五つの内容，学校行事の５種類が
明示されており，ねらいが方法とともに明確になっています。特別活動では，これらを教員の適切
な指導と関わりの下で実践することを通して，望ましい人間関係の形成能力や公共の精神等の社会
性の育成が図られることを主眼目としているのです。
一方，総合的な学習の時間の目標は，学習指導要領に示されている目標を踏まえて各学校が定め
るものであり，その実現を目指して創意工夫を生かした教育活動を展開することが，各学校に求め
られています。個や集団といった活動単位の形態を問うのではなく，横断的・総合的又は探究的な
学習内容・方式を通して，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て
ることを目指しています。
　例えば職場体験活動を特別活動として実施するときは，学校教育全体として行うキャリア教育の
一環として，自己の能力・適性の理解を深め，職業や進路，生き方に関わる啓発的な体験が得られ
るように活動計画を作成することが大切です。
【特別活動の目標】
望ましい集団活動を通して，心身の調
和のとれた発達と個性の伸長を図り，
集団や社会の一員としてよりよい生活
や人間関係を築こうとする自主的，実
践的な態度を育てるとともに，人間と
しての生き方についての自覚を深め，
自己を生かす能力を養う。
【違い】
◆ 特別活動の特質は，「望ましい集団活
動を通して」，「自己を生かす能力を
養う」こと。
◆ 総合的な学習の時間の特質は，「横断
的・総合的な学習や探究的な学習を
通して」，「探究活動に…協同的に取
り組む態度を育てる」こと。
【総合的な学習の時間の目標】
横断的・総合的な学習や探究的な学習
を通して，自ら課題を見付け，自ら学
び，自ら考え，主体的に判断し，より
よく問題を解決する資質や能力を育成
するとともに，学び方やものの考え方
を身に付け，問題の解決や探究活動に
主体的，創造的，協同的に取り組む態
度を育て，自己の生き方を考えること
ができるようにする。
「特別活動（学校行事）」と「総合的な学習の時間」
との違いは何ですか？
学校行事について
特別活動では，望ましい集団活動を通して，人間関係を形成し，協力してよりよい学校生
活を築こうとする自主的・実践的な態度を育てることを目指すのに対し，総合的な学習の時
間は，横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，問題の解決や探究活動に主体的，創
造的，協同的に取り組む姿勢を育むことを目指しています。
A
Q5
まずは，学校行事の年間指導計画を作成する際に，５種類の学校行事に関する学校独自の「評価
規準」について共通理解します。学校行事の事前から事後まで活用できる「学校行事カード」（評
価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校　特別活動】文部科学省　国立教
育政策研究所　平成23年11月　P.53参照）のように生徒の自己評価を記録できる資料を作成し，
評価の参考としましょう。また，それぞれの教員が，自分が指導したり，観察したりした生徒の評
価資料を集約できるシート（同上，P.54参照）を活用して，学習評価資料を共有し，学校行事の
評価に生かしましょう。既存の氏名表を基に評価に関する必要事項の記入欄を作り，職員室の定位
置に準備して，適宜記入できるようにするなど，各学校で工夫しましょう。
　以下は，学校行事の期間を通じて，心に残ったエピソードや自己評価の記録を蓄積させ，振り返
りにつなげるとともに，教員の点検により評価の資料となったものです。
学校行事における生徒の評価は具体的に
どのように行うのですか？
学校行事について
　学校行事は，全校や学年を単位として，学級の枠を超えて，体験的な活動が行われるため，
学級担任一人が学級の全ての生徒の評価をすることは不可能です。学校行事の評価を適切に
行うためには，学校行事の計画段階で，学習評価計画も作成し，全校や学年の教員が共有し
ておくことが不可欠です。
A
Q6
個人のエピソード記録
個人評価→班評価→学級評価へ
個人のライフチャート
※ これとは別に，職員室に全校生徒の名簿を
置き，生徒の成長を見取った教員がメモ書
きを残すなどの工夫も重要である。
目標設定
身に付け
たい力
個人として
クラスとして
心に残った
エピソード
エピソードに対して
考えたこと
自己評価
反省点（原因）
を考える
自己評価点を
グラフ化
成果（要因）
を考える
自己評価
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生徒会活動等と関連付けた卒業式
学校行事
参考例
 1
　卒業生には，厳粛で清新な雰囲気の中で中学校を卒業することに誇りを持たせ，今後の生活
に希望を抱き，よりよい生活を求めて頑張ろうとする生徒の育成を目指します。また，中学校
３年間の生活を振り返らせることにより，お世話になった人々に感謝と尊敬の念を培います。
在校生には先輩の卒業を心から祝福させるとともに，卒業生の業績に感謝し，よい伝統を受け
継いで，更に本校を発展させようとする校風（学校文化）の醸成を目指します。
厳粛で清新な気分を味わわせることなど，卒業式のねらいを効果的に達成するため，協力し
て諸課題を解決しようする自主的，実践的な態度を育てることをねらいとする学級活動や生徒
会活動（３年生を送る会や卒業生歓送）等の特質を生かして意図的に関連付け，生徒にとって
卒業式の意義の理解が深まった思い出に残る卒業式にしましょう。その結果，卒業生にとって
は新しい生活の展開への動機付けとなり，在校生にとっては今後の生徒会活動等で自主的，実
践的態度の育成が助長されるなどの相互作用が期待できます。
●ねらいの確認（学級活動を活用）
●指導計画の作成・役割分担
　○本時までの計画を立てます。（教育課程の編成における学校行事部会）
　　▶準備，卒業式予行，本時や後始末までの流れ，教員や生徒の役割分担を検討します。
●準備や練習（様々な組織の活用）
　○会場や受付の準備（授業時間以外の活動）
　　▶学年を中心にする方法や生徒会各種委員会を中心にする方法が考えられます。
　○卒業証書授与や式歌等の練習
　　▶学年を中心にする方法や教科を中心にする方法が考えられます。
　　▶卒業式予行で練習の最終確認をします。
題材例「先輩になる自分」（１，２年）
　３年生の業績を振り返らせ，卒業式の意
義の理解を進めるとともに，今後の先輩に
なる望ましい自分の姿を考えさせます。
題材例「卒業を前にして」「５年後への手紙」（３年）
　卒業を間近に控えた自分の心境を整理し，「二十
歳の自分」を想像して今後への抱負を決めるなど
の活動を通して，卒業式参加への意欲を高めます。
　 部会担当を中心に，様々な組織を総合して準備や練習の計画を立てましょう（学年・
学級，生徒会活動，音楽科などの教科との連携が必要です）。
このような生徒や学校を目指して
行事実施上の工夫
ねらいと行事実施上の工夫
事前の指導と生徒の活動
卒業式当日
　▶ 厳粛で清新な雰囲気の中で，式を進めます。
　　　～式次第例～
　　　・国歌斉唱
　　　・卒業証書授与
　　　・校長式辞
　　　・来賓祝辞
　　　・送辞・答辞
　　　・式歌・校歌合唱　
　▶ お互いに別れを惜しみ，学級担任や生徒相互の築き上げた信頼関係を
確認します。
　▶ 生徒会や学級のリーダーを中心に素早く準備し，在校生全員による心
の込もった歓送を行います。
卒業式（儀式的行事）
学級のお別れ会（卒業式後の帰りの会を活用）
卒業生歓送（生徒会主催）
事後の指導と生徒の活動
　○ 在校生は卒業生を受け継ぐ実践と振り返りを大切にし
ます。
　○ 学級活動や学校行事の年間指導計画に沿って，次の活
動につなげます（入学式等）。
振り返り
次の活動へ
卒業式
学級のお別れ会
卒業生歓送
儀式的行事
厳粛な雰囲気の中にも，生徒の思い出や努力が込められ
たすばらしい式歌や校歌の合唱は，卒業生や在校生にと
って最高の思い出となる活動場面になります。
学級生徒の自主的，自発的な企画・運営によって行われます。学級を中心に学
校生活を送った生徒にとって貴重な時間です。
卒業生歓送で，生徒会活動や部活動等を引き継ぐ在校生から盛大な感謝を表し
ます。生徒会活動や部活動等での卒業生と在校生の築き上げた信頼関係を振り
返ります。
１，２年生が，卒業式後に書いた振
り返りカードにより，卒業生から受
け継ぐべき実践や校風が，在校生に
明確になったかを確認します。
本実践における評価のポイント
　○生徒会主体の３年生を送る会を実施します。
　　▶３年生のこれまでの足跡や業績を振り返りましょう。
　　▶ １，２年生は，３年生への感謝の気持ちや業績に対する尊敬の念を
表しましょう。具体的にはその気持ちを込めた創意工夫のある送る
会にしましょう。
生徒会活動との関連（３年生を送る会）
３年生への花束贈呈
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つながりを大切にした合唱コンクール
学級の一員としての自覚を持ち，合唱を通して，自他のよさや自己の成長について考え，学
級内における人間関係を豊かにし，協同して合唱をつくり上げる生徒を育てましょう。互いに
協力し合い，自主的・自律的に合唱コンクールに取り組ませることで，適度な競い合いの下で
切
せっ
磋
さ
琢
たく
磨
ま
し，互いに向上心や意欲を高め合う学校を目指しましょう。
　図のように「音楽鑑賞会」「合唱コンクール」「新入生説明会」「新入生歓迎会」などにつな
がりを持たせて，生徒の活動意欲を高め，上級生がつくり上げた学校文化を下級生に引き継ご
うとする実践例です。
　合唱コンクールは，教科（音楽）における日常の学習成果の上に，一定の期間，学級や学年
等で，合唱に取り組み，その成果を発表し，鑑賞し合うもので，学校行事としての目標を設定
する必要があります。
●音楽鑑賞会
　○ 大学，地域，保護者等のサークルや昨年の合唱コンクールの録画の鑑賞会を実施し，動機付けとす
る。
●学級活動
　○ 合唱コンクール「全校テーマ」の周知及び学級テー
マの決定
　○ 単に，曲目，指揮者や伴奏者を決定するのではなく，
学級テーマの検討を通して，学級としてどのように
合唱コンクールに取り組むのか集団決定する。
　○ 練習の中で，集団としての取組に問題が生じた場合
は，その解決のための学級活動を行う。
●学校行事カードの活用
　○ 自己目標の決定，役割確認
●生徒会の協力（合唱コンクール実行委員会を組織して，
以下の内容に取り組む。）
　○ 全校，学年テーマの決定
　○学級テーマの集約
　○ 合唱コンクール運営の役割分担
　○ 各学級の指揮者，伴奏者，自由曲等の集約
　○ 当日の諸掲示や採点用紙，各賞の賞状等の準備
このような生徒や学校を目指して
事前の指導と生徒の活動
行事当日（プログラム例）
新入生歓迎会
　○自己評価，自由記述により，合唱コンクールの取組全体の振り返り
　○ 合唱コンクールの審査結果に関わらず，学校行事に
取り組んだ生徒個人や学級としての成長を確認し，
今後の学級づくりに生かす。
　○ 入学式の新入生歓迎会では，前年度の全校合唱や学
年合唱を披露して，新入生を歓迎する。
学校行事カード
学級活動
次年度の新入生歓迎会
●開会　○開会の言葉　○実行委員長挨拶　○校長の言葉
　　　　○発表，審査の観点等の説明
　　　　▶審査の観点には，音楽的要素だけでなく，
　　　　　学級での取組もあることを確認します。
●合唱　○各学級別の課題曲　自由曲発表
　　　　○学年合唱，全校合唱（全学級の発表後）
●審査　▶審査員は，各合唱発表後すぐに採点を行います。
　　　　○実行委員会担当者は，審査票を回収し，集計係に渡す。
●閉会　○講評　○審査結果発表　○表彰　○実行委員長の挨拶　○校長の言葉
生徒の出身小学校の教員や地域の
方，音楽鑑賞会の大学生等，多様な
方々に審査員を依頼します。
文化的行事
ねらいと行事実施上の工夫
行事実施上の工夫
各学年の課題曲をサークルの方に合唱してもらったり，合唱をするときの
練習方法や注意点についてサークルの方から助言してもらったりします。
学校行事カードより
・ 合唱コンクール当日の帰りの会で，記入させ
ます。
・ 行事の目標や自己目標に対して，自分の活動
を自己評価させます。また，今後の学校生活
に生かそうとする点についても考えさせま
す。
学級合唱
学年合唱
生徒が，協力して，自主的・自律的に各行事に取り組むことができたかを確認します。
本実践における評価のポイント
（前年度）
９月　音楽鑑賞会（大学合唱サークル）
　　　合唱コンクールに向けての学級活動
　　　生徒会の協力計画
10月 合唱コンクール
 １月　新入生説明会
　　　 （合唱コンクールでグランプリを受
賞した学級が歓迎の合唱）
（本年度）
４月　対面式（新入生歓迎会）
　　　（新2，3年生が学年合唱で歓迎する）
図
学校行事
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 2
102 103
卒業生の思いをつなぐ運動会
上級生と下級生の望ましい関係を築き，代々の学年の生徒が，自分たちの力を出し切って，
母校の学校文化をより豊かなものにしようとする学校を目指します。また，運動会実行委員会
を中心とし，計画段階から学級活動と生徒会活動を効果的に関連させ，生徒が自分自身の目標
を持って取り組む共感体験とします。そして，異年齢集団を基本とした取組を通して，自己の
役割を自覚させ，所属する学級やブロックへの所属感を深め，共に協力し，信頼し，支え合お
うとする人間関係を築きます。
● 前年度の運動会で中心メンバーとして活躍した生徒会役員や実行委員の思いや願いを「後輩
へのメッセージ」（録画）で知ることにより，自分たちが活動する本年度の運動会への意欲
を高めます。また，運動会実施後には，なるべく早い時期に次年度の下級生へ「後輩へのメ
ッセージ」を作成し，保管します。
● 生徒会役員を中心に「運動会実行委員会」を組織し，綿密な話合いを行い，自ら約束事を決
め，練習や当日の運営をします。
●「運動会実行委員会」
　・実行委員長等の各種役割を決める。
●卒業生からのメッセージ
　・ 運動会の事前全校集会で，運動会の雰囲気や種目，実行委員の動きを前年度のビデオで確認する。
また，運動会後に実行委員が残した「後輩へのメッセージ」を視聴する。
　・各リーダーには，昨年度のリーダーたちからの手紙を渡し，動機付けとする。
●学級活動
　・運動会の目標達成のために全校テーマや学級テーマを検討する。
　・学級旗の制作をする。
●生徒会の協力（運動会実行委員会を組織して，以下の内容に取り組む。）
　・全校テーマの決定　　　　　・学級テーマの集約
　・運動会運営の役割分担
　・毎日の練習後の反省と翌日の練習内容や方法の確認
・２ブロック対抗とするため，「ブロックリーダー」を選出します。
・応援合戦を指導する「応援リーダー」を選出します。
このような生徒や学校を目指して
事前の指導と生徒の活動
行事当日
事後の指導と生徒の活動
●開会式　・開会の言葉
　　　　　・実行委員会委員長挨拶
　　　　　・校長先生挨拶
　　　　　・来賓挨拶（ＰＴＡ会長）
　　　　　・応援や競技上の諸注意
●競技や演技
　　　　　・個人種目　　　・ダンス
　　　　　・学年種目　　　・学級対抗の大縄跳びや綱引き　など
●得点　　・事前の取組の得点を含め，各種目のブロック別得点を掲示する。
　　　　　・ 応援合戦や行進の審査員は，保護者や地域の方にも
お願いする。
●閉会式　・実行委員長挨拶
　　　　　・講評（教頭先生）
　　　　　・結果発表
　　　　　・表彰
　　　　　・感想発表（各学年代表）
●ブロック別解団式
事前準備の下，運営は全て
実行委員会が行う。
　・事後「学校行事カード」により，個人の振り返りを行う。
　・運動会の事後全校集会で，各リーダーからの感想を発表してもらう。
　・次年度の運動会のために，実行委員の「後輩へのメッセージ」を録画する。
　・各リーダーが，次年度のリーダーへの手紙を書き，生徒会担当者が保管する。
振り返り活動
・上級生として，後輩へ受け継いでもらいたい姿勢や心構え，願いを話します。
・後輩は，上級生の話を真剣に聞き，次年度への決意を新たにします。
「後輩へのメッセージ」
生徒の作文やワークシート（振り返りカード）を用いて教員が以下の内容を見取ります。
・ 上級生と下級生が望ましい関係を築き，自分たちの力を出し切ることができたか。
・ 自己の役割を自覚し，学級やブロックへの所属感を深め，よりよい人間関係を築くことができた
か。
本実践における評価のポイント
健康安全・体育的行事
ねらいと行事実施上の工夫
行事実施上の工夫
教員は，生徒の態度を育てる視
点を共有しましょう。
運動会実行委員による生徒集会 ブロックの応援
ダンス
運動会の目標達成のための
全校テーマの掲示
学校行事
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生徒の自主性を育てる遠足（１年）
生徒自らが，班別行動を事前に計画・準備し，当日の活動を実践することにより，自主的・
自律的な態度を養うことを目指します。また，校外での体験活動の中で，ルールや公衆道徳を
守ることの大切さを経験させ，規範意識を育成します。さらに，地域の自然や文化に触れるこ
とで，自分たちの住む地域を再評価することにつなげ，生徒の愛校心を高めます。
３年生の修学旅行に至る，系統的な指導の視点から，３年間の指導計画を立案することが大
切です。例えば，修学旅行で班別行動を計画するときには，１年生から「ねらい」を段階的に
設定し，「ルールづくり」「目標づくり」などを生徒に経験させていくことで，自主的・自律的
な態度が養われていくことが期待できます。
●実行委員会：放課後
　○事前に学校行事に対するアンケート調査を行います。　　
　　▶（調査例）「行事のルールは必要か」「自分たちの意見は取り入れられているか」
　　これまでの学校行事を振り返ります。　
●学級活動：各学級
　○実行委員より，遠足の目的と基本事項を聞きます。
　○遠足を成功させるためのルールと目標について話し合います。
　　▶（テーマ例）「服装について」「小遣いについて」「ゴミの処理について」
　　▶（目標例）「みんなの思い出に残る…」「ルールを大切にする…」「団結力を見せる…」
　○遠足を成功させるために，自分が協力できることをまとめます。　
●実行委員会：放課後　
　○各学級で出された意見について協議し，遠足のルールと学年の目標を決定します。
　○班別行動の細案について確認します。
●学級活動：各学級
　○実行委員より，遠足のルールと学年の目標を聞きます。
　○各班の係分担を決め，具体的な班別行動の内容を話し合います。
　　▶（係分担例）班長，時間係，地図係，保健係，安全係，環境係
　　▶（内容例）「見学場所」「ミッション」「移動経路」「時間設定」「昼食場所」
　○班別行動を成功させるために，自分がすべきことを具体的にまとめます。
●学年集会：体育館
　○実行委員会より，遠足の目標とルールを再確認して，みんなに協力を呼び掛けます。
　　▶安全については，事故防止のために緊急のマニュアルを作成しておきます。
　○学年通信で保護者への理解と協力を求めます。
このような生徒や学校を目指して
事前の指導と生徒の活動
行事当日
事後の指導と生徒の活動
　○ 出発前に学年集会（結団式）を行い，実行委員が遠足についての諸注意について伝達する。
　○健康状態の確認と緊急時の対応についても確認する。
　○解散場所までの移動（バス）
　○班別行動の開始
　　　①見学場所へ　②チェックポイントの通過　③昼食（公園で）
　　　④集合場所での再集合
　○学校までの移動（バス）
　○学年集会（解団式）を行い，実行委員の生徒より，協力に対する礼や賞賛，反省をする。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
●学級で「振り返りカード」を記入した後，遠足を振り返
って話合い活動を行う。
　○ ルールや約束事を守れたか。
　○ 公衆道徳の視点から正しい行動ができたか。
　○ 班別行動の計画には無理がなかったか。
　○ 一番心に残ったことは何か。
●実行委員会で，各学級で出された意見を基に話し合い，
今回の遠足のまとめを行う。
　▶ まとめられた内容は学年集会で委員が発表を行い，保
護者には学年通信で報告をしましょう。
　▶ 次年度の遠足について配慮すべき点を学年会で話し合
い，記録に残しておきましょう。
●体験したことを基にポスターセッション形式で報告会を
行う。
見学場所で記念写真 見学場所でミッション達成
（○○寺で鐘をつく）
旅行・集団宿泊的行事
ねらいと行事実施上の工夫
行事実施上の工夫
昨年のビデオやスライドを用意し，イ
メージを持たせます。
生徒自らが考えたルールを，守ろうとする意欲を高めます。
みんなで行事を成功させたことを確認し，所属意識を高めます。
※健康状態の確認と，必要なら家庭
への連絡を行いましょう
ポスターセッションの様子
学校行事
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教員による活動中の見取りや，振り
り返りカードにより，自律的な集団
活動を通じて，主体的に活動を行お
うとする意欲が高まったかを確認し
ます。
本実践における評価のポイント
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地域の一員として参加する地域河川清掃活動
校区内の清掃活動を通して，社会奉仕に関心を持つとともに，自主的に取り組もうとする生
徒を育てます。また，校区内小学校及び地域の方々と協力して清掃活動を実施し，地域の一員
としての自覚を高め，異年齢の人々との協力の在り方について考えます。そして，計画段階か
ら，生徒会役員と各小学校の児童会役員が，密接に連携を図り，児童生徒が協力しようとする
態度を育て，地域に開かれた学校にしていきます。
●各小中の担当者による清掃活動目標及び運営の諸計画を作成します。
・地域の各団体代表者に地域河川清掃活動の目標及び計画について説明します。
・地域の各団体代表者との連絡調整を行います。
・ 前年度のうちに，学校行事年間計画及び児童会・生徒会活動計画の調整を行います。
・ 児童会活動担当者及び生徒会活動担当者の合同会議を実施し，学校行事への協力の観点か
ら，清掃活動の詳細を検討します。
・ 生徒会の協力を得て，小学生，中学生，地域の方，教員のそれぞれを含む清掃グループを
編成します。
・ 小学生，中学生に関しては，できる限り学年・学級の枠を越え，自分で選んだグループに
参加できるように配慮します。
●学級活動　内容（２）カ「ボランティア活動の意義の理解と参加」
　・ ボランティア活動をしている地域の方の講話を聞き，ボランティア活動の意義について理解を深める。
　・河川清掃活動について，自分の目標及び参加するグループを決める。
●各学校において，児童会・生徒会の協力の下，活動に必要な道具や各資材の準備を行う。
●中学生が活動の中心となるため，生徒会役員が以下の点の確認を行う。
　・清掃活動マップ　　　　・各グループの分担表と清掃活動の内容一覧
　・グループ内の分担　　　・小学生や地域の方への注意事項の徹底　など
このような生徒や学校を目指して
事前の指導と生徒の活動
行事当日
事後の指導と生徒の活動
〔日程の例〕
○学校集合・出発
○河川敷到着
○清掃活動前の集まり
　・生徒会長・児童会長の挨拶
　・代表校長の挨拶
　・地域代表者の挨拶
　・清掃活動及び諸注意，ゴミの処理についての説明
　・用具，資材の配布
○清掃活動開始
　・中学生を中心に各グループで清掃活動の確認を行う。
　・中学生は，自分が担当する小学生の安全を確認しながら活動に取り組む。
○清掃活動後の集まり
　・地域代表者の挨拶
　・今後の諸連絡
　・ 個人及び集団として，事前に立てた目標が達成できたか，清掃活動に関する振り返りを行い，日常
生活に生かす。（関連，p.48・49）
　・それぞれが一緒に活動した小学生への手紙を書き，後日，小学校へ届ける。
　・協力していただいた地域の方々へのお礼状を準備し，届ける。
学級活動
生徒会活動
ねらいと行事実施上の工夫
勤労生産・奉仕的行事
行事実施上の工夫
担当教員は，生徒の自発的，自治的活動をしっかり支え，必要に応
じて適切な指導を行います。
小・中の接続をスムーズにするために，ボランティア活動を通
して発達段階に即した役割分担をしながら，交流を深めます。
地域の方には，各グループの見守り及び
安全確保に配慮していただきます。
地域に対する誇りと愛着を持つために，自分たちの暮らす
地域の川の清掃活動を行い，住民との交流を図ります。
学級活動 河川の清掃活動する中学生
事後に行う学級活動では，発言や振り返りカードにより，次の点を確認します。
・社会奉仕に関心を持ち，自主的に取り組もうとする態度が身に付いたか。
・地域の一員としての自覚を高め，異年齢の人との協力の在り方について考えることができたか。
本実践における評価のポイント
学校行事
参考例
 5
108 109
学
習
指
導
要
領
　
特
別
活
動
　
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
比
較
第
１
目
標
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
，
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
，
集
団
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
，
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
，
自
己
を
生
か
す
能
力
を
養
う
。
第
２
　 各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
学
級
活
動目
標
学
級
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
の
一
員
と
し
て
学
級
や
学
校
に
お
け
る
よ
り
よ
い
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
や
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
。
内
容〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕
学
級
を
単
位
と
し
て
，
仲
良
く
助
け
合
い
学
級
生
活
を
楽
し
く
す
る
と
と
も
に
，
日
常
の
生
活
や
学
習
に
進
ん
で
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
の
育
成
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕
学
級
を
単
位
と
し
て
，
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
学
級
生
活
を
つ
く
る
と
と
も
に
，
日
常
の
生
活
や
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
の
育
成
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕
学
級
を
単
位
と
し
て
，
信
頼
し
支
え
合
っ
て
楽
し
く
豊
か
な
学
級
や
学
校
の
生
活
を
つ
く
る
と
と
も
に
，
日
常
の
生
活
や
学
習
に
自
主
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
〔
共
通
事
項
〕
（
１
） 
学
級
や
学
校
の
生
活
づ
く
り
　
　
ア
　
学
級
や
学
校
に
お
け
る
生
活
上
の
諸
問
題
の
解
決
 
イ
　
学
級
内
の
組
織
づ
く
り
や
仕
事
の
分
担
処
理
　
　
ウ
　
学
校
に
お
け
る
多
様
な
集
団
の
生
活
の
向
上
（
２
） 
日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
及
び
健
康
安
全
　
　
ア
　
希
望
や
目
標
を
も
っ
て
生
き
る
態
度
の
形
成
 
イ
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
　
　
ウ
　
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
形
成
 
エ
　
清
掃
な
ど
の
当
番
活
動
等
の
役
割
と
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
　
　
オ
　
学
校
図
書
館
の
利
用
 
カ
　
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
の
形
成
　
　
キ
　
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
児
童
会
活
動
目
標
児
童
会
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
協
力
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
校
の
全
児
童
を
も
っ
て
組
織
す
る
児
童
会
に
お
い
て
，
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
児
童
会
の
計
画
や
運
営
（
２
） 
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流
（
３
） 
学
校
行
事
へ
の
協
力
ク
ラ
ブ
活
動
目
標
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
個
性
の
伸
長
を
図
り
，
集
団
の
一
員
と
し
て
協
力
し
て
よ
り
よ
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
年
や
学
級
の
所
属
を
離
れ
，
主
と
し
て
第
４
学
年
以
上
の
同
好
の
児
童
を
も
っ
て
組
織
す
る
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
，
異
年
齢
集
団
の
交
流
を
深
め
，
共
通
の
興
味
・
関
心
を
追
求
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
ク
ラ
ブ
の
計
画
や
運
営
 
（
２
） 
ク
ラ
ブ
を
楽
し
む
活
動
 
（
３
） 
ク
ラ
ブ
の
成
果
の
発
表
学
校
行
事目
標
学
校
行
事
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を
深
め
，
公
共
の
精
神
を
養
い
，
協
力
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
全
校
又
は
学
年
を
単
位
と
し
て
，
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
，
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
儀
式
的
行
事
　
　
 学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
，
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
，
新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
２
）
文
化
的
行
事
　
　
 平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
し
，
そ
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た
り
，
文
化
や
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
３
） 
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事
　
　
 心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
な
ど
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
，
安
全
な
行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
，
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
，
責
任
感
や
連
帯
感
の
涵
養
，
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
４
） 
遠
足
・
集
団
宿
泊
的
行
事
　
　
 自
然
の
中
で
の
集
団
宿
泊
活
動
な
ど
の
平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
に
あ
っ
て
，
見
聞
を
広
め
，
自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む
と
と
も
に
，
人
間
関
係
な
ど
の
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
５
） 
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事
　
　
 勤
労
の
尊
さ
や
生
産
の
喜
び
を
体
得
す
る
と
と
も
に
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
第
３
　 指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
）　
特
別
活
動
の
全
体
計
画
や
各
活
動
・
学
校
行
事
の
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
す
と
と
も
に
，
学
級
や
学
校
の
実
態
や
児
童
の
発
達
の
段
階
な
ど
を
考
慮
し
，
児
童
に
よ
る
自
主
的
，
実
践
的
な
活
動
が
助
長
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
，
各
教
科
，
道
徳
，
外
国
語
活
動
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
の
指
導
と
の
関
連
を
図
る
と
と
も
に
，
家
庭
や
地
域
の
人
々
と
の
連
携
，
社
会
教
育
施
設
等
の
活
用
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
）　
〔
学
級
活
動
〕
な
ど
に
お
い
て
，
児
童
が
自
ら
現
在
及
び
将
来
の
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
３
）　
〔
ク
ラ
ブ
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
の
実
態
等
を
考
慮
し
つ
つ
児
童
の
興
味
・
関
心
を
踏
ま
え
て
計
画
し
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
４
）　
第
１
章
総
則
の
第
１
の
２
及
び
第
３
章
道
徳
の
第
１
に
示
す
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ
き
，
道
徳
の
時
間
な
ど
と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
，
第
３
章
道
徳
の
第
２
に
示
す
内
容
に
つ
い
て
，
特
別
活
動
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
す
る
こ
と
。
２
　
第
２
の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
）　
〔
学
級
活
動
〕，
〔
児
童
会
活
動
〕
及
び
〔
ク
ラ
ブ
活
動
〕
の
指
導
に
つ
い
て
は
，
指
導
内
容
の
特
質
に
応
じ
て
，
教
師
の
適
切
な
指
導
の
下
に
，
児
童
の
自
発
的
，
自
治
的
な
活
動
が
効
果
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
内
容
相
互
の
関
連
を
図
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
ま
た
，
よ
り
よ
い
生
活
を
築
く
た
め
に
集
団
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
な
ど
の
話
合
い
活
動
や
自
分
た
ち
で
き
ま
り
を
つ
く
っ
て
守
る
活
動
，
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
を
養
う
活
動
な
ど
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
）　
〔
学
級
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
学
級
，
学
校
及
び
児
童
の
実
態
，
学
級
集
団
の
育
成
上
の
課
題
や
発
達
の
課
題
及
び
第
３
章
道
徳
の
第
３
の
１
の
（
３
）
に
示
す
道
徳
教
育
の
重
点
な
ど
を
踏
ま
え
，
各
学
年
段
階
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
指
導
内
容
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
，
内
容
間
の
関
連
や
統
合
を
図
っ
た
り
，
他
の
内
容
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
，
学
級
経
営
の
充
実
を
図
り
，
個
々
の
児
童
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
児
童
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
に
指
導
を
行
う
と
と
も
に
，
生
徒
指
導
と
の
関
連
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
）　
〔
児
童
会
活
動
〕
の
運
営
は
，
主
と
し
て
高
学
年
の
児
童
が
行
う
こ
と
。
（
４
）　
〔
学
校
行
事
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
及
び
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
，
各
種
類
ご
と
に
，
行
事
及
び
そ
の
内
容
を
重
点
化
す
る
と
と
も
に
，
行
事
間
の
関
連
や
統
合
を
図
る
な
ど
精
選
し
て
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
，
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流
，
幼
児
，
高
齢
者
，
障
害
の
あ
る
人
々
な
ど
と
の
触
れ
合
い
，
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な
ど
の
体
験
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
，
体
験
活
動
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
，
ま
と
め
た
り
，
発
表
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
３
　
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
い
て
は
，
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
，
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
，
国
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。
【
小
学
校
】　
　
赤
字
は
，
中
学
校
と
の
比
較
で
小
学
校
固
有
の
も
の
110 111
第
１
目
標
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
，
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
，
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
，
自
己
を
生
か
す
能
力
を
養
う
。
第
２
　 各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
学
級
活
動目
標
学
級
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
の
一
員
と
し
て
学
級
や
学
校
に
お
け
る
よ
り
よ
い
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
や
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
級
を
単
位
と
し
て
，
学
級
や
学
校
の
生
活
の
充
実
と
向
上
，
生
徒
が
当
面
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
学
級
や
学
校
の
生
活
づ
く
り
　
　
ア
　
学
級
や
学
校
に
お
け
る
生
活
上
の
諸
問
題
の
解
決
 
イ
　
学
級
内
の
組
織
づ
く
り
や
仕
事
の
分
担
処
理
　
　
ウ
　
学
校
に
お
け
る
多
様
な
集
団
の
生
活
の
向
上
（
２
） 
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
　
　
ア
　
思
春
期
の
不
安
や
悩
み
と
そ
の
解
決
 
イ
　
自
己
及
び
他
者
の
個
性
の
理
解
と
尊
重
　
　
ウ
　
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
 
エ
　
男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
　
　
オ
　
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
確
立
 
カ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
の
理
解
と
参
加
　
　
キ
　
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
や
習
慣
の
形
成
　
　
ク
　
性
的
な
発
達
へ
の
適
応
　
　
ケ
　
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
（
３
） 
学
業
と
進
路
　
　
ア
　
学
ぶ
こ
と
と
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
 
　
イ
　
自
主
的
な
学
習
態
度
の
形
成
と
学
校
図
書
館
の
利
用
　
　
ウ
　
進
路
適
性
の
吟
味
と
進
路
情
報
の
活
用
 
　
エ
　
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
　
　
オ
　
主
体
的
な
進
路
の
選
択
と
将
来
設
計
生
徒
会
活
動
目
標
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
協
力
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
校
の
全
生
徒
を
も
っ
て
組
織
す
る
生
徒
会
に
お
い
て
，
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
生
徒
会
の
計
画
や
運
営
（
２
） 
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流
（
３
） 
生
徒
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の
連
絡
調
整
（
４
） 
学
校
行
事
へ
の
協
力
（
５
） 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
学
校
行
事目
標
学
校
行
事
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を
深
め
，
公
共
の
精
神
を
養
い
，
協
力
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
全
校
又
は
学
年
を
単
位
と
し
て
，
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
，
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
儀
式
的
行
事
学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
，
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
，
新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
２
）
文
化
的
行
事
平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
し
，
そ
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た
り
，
文
化
や
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
３
） 
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事
心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
安
全
な
行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
，
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
，
責
任
感
や
連
帯
感
の
涵
養
，
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
４
） 
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事
平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
に
あ
っ
て
，
見
聞
を
広
め
，
自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む
と
と
も
に
，
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
５
） 
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事
勤
労
の
尊
さ
や
創
造
す
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
，
職
場
体
験
な
ど
の
職
業
や
進
路
に
か
か
わ
る
啓
発
的
な
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
第
３
　 指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
） 
特
別
活
動
の
全
体
計
画
や
各
活
動
・
学
校
行
事
の
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
す
と
と
も
に
，
学
校
の
実
態
や
生
徒
の
発
達
の
段
階
な
ど
を
考
慮
し
，
生
徒
に
よ
る
自
主
的
，
実
践
的
な
活
動
が
助
長
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
，
各
教
科
，
道
徳
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
の
指
導
と
の
関
連
を
図
る
と
と
も
に
，
家
庭
や
地
域
の
人
々
と
の
連
携
，
社
会
教
育
施
設
等
の
活
用
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
） 
生
徒
指
導
の
機
能
を
十
分
に
生
か
す
と
と
も
に
，
教
育
相
談
（
進
路
相
談
を
含
む
。）
に
つ
い
て
も
，
生
徒
の
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
，
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
） 
学
校
生
活
へ
の
適
応
や
人
間
関
係
の
形
成
，
進
路
の
選
択
な
ど
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
機
能
を
充
実
す
る
よ
う
〔
学
級
活
動
〕
等
の
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
。
特
に
，
中
学
校
入
学
当
初
に
お
い
て
は
，
個
々
の
生
徒
が
学
校
生
活
に
適
応
す
る
と
と
も
に
，
希
望
と
目
標
を
も
っ
て
生
活
を
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
４
） 
第
１
章
総
則
の
第
１
の
２
及
び
第
３
章
道
徳
の
第
１
に
示
す
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ
き
，
道
徳
の
時
間
な
ど
と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
，
第
３
章
道
徳
の
第
２
に
示
す
内
容
に
つ
い
て
，
特
別
活
動
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
す
る
こ
と
。
２
　
第
２
の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
） 〔
学
級
活
動
〕
及
び
〔
生
徒
会
活
動
〕
の
指
導
に
つ
い
て
は
，
指
導
内
容
の
特
質
に
応
じ
て
，
教
師
の
適
切
な
指
導
の
下
に
，
生
徒
の
自
発
的
，
自
治
的
な
活
動
が
効
果
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
内
容
相
互
の
関
連
を
図
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
ま
た
，
よ
り
よ
い
生
活
を
築
く
た
め
に
集
団
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
な
ど
の
話
合
い
活
動
や
自
分
た
ち
で
き
ま
り
を
つ
く
っ
て
守
る
活
動
，
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
を
養
う
活
動
な
ど
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
） 〔
学
級
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
，
生
徒
の
実
態
及
び
第
３
章
道
徳
の
第
３
の
１
の
（
３
）
に
示
す
道
徳
教
育
の
重
点
な
ど
を
踏
ま
え
，
各
学
年
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
指
導
内
容
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
，
内
容
間
の
関
連
や
統
合
を
図
っ
た
り
，
他
の
内
容
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
，
個
々
の
生
徒
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
に
指
導
を
行
う
と
と
も
に
，
生
徒
指
導
と
の
関
連
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
） 〔
学
校
行
事
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
及
び
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
，
各
種
類
ご
と
に
，
行
事
及
び
そ
の
内
容
を
重
点
化
す
る
と
と
も
に
，
行
事
間
の
関
連
や
統
合
を
図
る
な
ど
精
選
し
て
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
，
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
幼
児
，
高
齢
者
，
障
害
の
あ
る
人
々
な
ど
と
の
触
れ
合
い
，
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な
ど
の
体
験
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
，
体
験
活
動
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
，
ま
と
め
た
り
，
発
表
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
３
　
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
い
て
は
，
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
，
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
，
国
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。
【
中
学
校
】　
　
赤
字
は
，
小
学
校
と
の
比
較
で
中
学
校
固
有
の
も
の
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第
１
目
標
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
，
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
，
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
，
自
己
を
生
か
す
能
力
を
養
う
。
第
２
　 各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
目
標
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
の
一
員
と
し
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
に
お
け
る
よ
り
よ
い
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
や
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
基
礎
的
な
生
活
集
団
と
し
て
編
成
し
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
単
位
と
し
て
，
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
の
生
活
の
充
実
と
向
上
，
生
徒
が
当
面
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
の
生
活
づ
く
り
　
　
ア
　
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
に
お
け
る
生
活
上
の
諸
問
題
の
解
決
 
イ
　
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
内
の
組
織
づ
く
り
と
自
主
的
な
活
動
　
　
ウ
　
学
校
に
お
け
る
多
様
な
集
団
の
生
活
の
向
上
（
２
） 
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
　
　
ア
　
青
年
期
の
悩
み
や
課
題
と
そ
の
解
決
 
イ
　
自
己
及
び
他
者
の
個
性
の
理
解
と
尊
重
　
　
ウ
　
社
会
生
活
に
お
け
る
役
割
の
自
覚
と
自
己
責
任
 
エ
　
男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
　
　
オ
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
と
人
間
関
係
の
確
立
 
カ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
の
理
解
と
参
画
　
　
キ
　
国
際
理
解
と
国
際
交
流
 
ク
　
心
身
の
健
康
と
健
全
な
生
活
態
度
や
規
律
あ
る
習
慣
の
確
立
　
　
ケ
　
生
命
の
尊
重
と
安
全
な
生
活
態
度
や
規
律
あ
る
習
慣
の
確
立
（
３
） 
学
業
と
進
路
　
　
ア
　
学
ぶ
こ
と
と
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
 
　
　
イ
　
主
体
的
な
学
習
態
度
の
確
立
と
学
校
図
書
館
の
利
用
　
　
ウ
　
教
科
・
科
目
の
適
切
な
選
択
 
　
　
エ
　
進
路
適
性
の
理
解
と
進
路
情
報
の
活
用
　
　
オ
　
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
の
確
立
 
　
　
カ
　
主
体
的
な
進
路
の
選
択
決
定
と
将
来
設
計
生
徒
会
活
動
目
標
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
協
力
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
校
の
全
生
徒
を
も
っ
て
組
織
す
る
生
徒
会
に
お
い
て
，
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
生
徒
会
の
計
画
や
運
営
（
２
） 
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流
（
３
） 
生
徒
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の
連
絡
調
整
（
４
） 
学
校
行
事
へ
の
協
力
（
５
） 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
画
学
校
行
事目
標
学
校
行
事
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を
深
め
，
公
共
の
精
神
を
養
い
，
協
力
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
全
校
若
し
く
は
学
年
又
は
そ
れ
ら
に
準
ず
る
集
団
を
単
位
と
し
て
，
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
，
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
儀
式
的
行
事
学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
，
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
，
新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
２
）
文
化
的
行
事
平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
総
合
的
に
生
か
し
，
そ
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た
り
，
文
化
や
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
３
） 
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事
心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
安
全
な
行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
，
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
，
責
任
感
や
連
帯
感
の
涵
養
，
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
４
） 
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事
平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
に
あ
っ
て
，
見
聞
を
広
め
，
自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む
と
と
も
に
，
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
５
） 
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事
勤
労
の
尊
さ
や
創
造
す
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
，
就
業
体
験
な
ど
の
職
業
観
の
形
成
や
進
路
の
選
択
決
定
な
ど
に
資
す
る
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
. 第
３
　 指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
） 
特
別
活
動
の
全
体
計
画
や
各
活
動
・
学
校
行
事
の
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
す
と
と
も
に
，
学
校
の
実
態
や
生
徒
の
発
達
の
段
階
な
ど
を
考
慮
し
，
生
徒
に
よ
る
自
主
的
，
実
践
的
な
活
動
が
助
長
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
，
各
教
科
，
科
目
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
の
指
導
と
の
関
連
を
図
る
と
と
も
に
，
家
庭
や
地
域
の
人
々
と
の
連
携
，
社
会
教
育
施
設
等
の
活
用
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
体
験
的
な
活
動
や
就
業
体
験
な
ど
の
勤
労
に
か
か
わ
る
体
験
的
な
活
動
の
機
会
を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
る
こ
と
。
（
２
） 
生
徒
指
導
の
機
能
を
十
分
に
生
か
す
と
と
も
に
，
教
育
相
談
（
進
路
相
談
を
含
む
。）
に
つ
い
て
も
，
生
徒
の
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
，
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
） 
学
校
生
活
へ
の
適
応
や
人
間
関
係
の
形
成
，
教
科
・
科
目
や
進
路
の
選
択
な
ど
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
機
能
を
充
実
す
る
よ
う
〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
等
の
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
。
特
に
，
高
等
学
校
入
学
当
初
に
お
い
て
は
，
個
々
の
生
徒
が
学
校
生
活
に
適
応
す
る
と
と
も
に
，
希
望
と
目
標
を
も
っ
て
生
活
を
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
４
） 〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
を
中
心
と
し
て
特
別
活
動
の
全
体
を
通
じ
て
，
特
に
社
会
に
お
い
て
自
立
的
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
，
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
己
の
生
き
方
を
探
求
す
る
な
ど
，
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
の
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
他
の
教
科
，
特
に
公
民
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連
を
図
る
こ
と
。
２
　
第
２
の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
） 〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
及
び
〔
生
徒
会
活
動
〕
の
指
導
に
つ
い
て
は
，
指
導
内
容
の
特
質
に
応
じ
て
，
教
師
の
適
切
な
指
導
の
下
に
，
生
徒
の
自
発
的
，
自
治
的
な
活
動
が
効
果
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
内
容
相
互
の
関
連
を
図
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
ま
た
，
よ
り
よ
い
生
活
を
築
く
た
め
に
集
団
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
な
ど
の
話
合
い
活
動
や
自
分
た
ち
で
き
ま
り
を
つ
く
っ
て
守
る
活
動
，
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
を
養
う
活
動
な
ど
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
） 〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
及
び
〔
生
徒
会
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
及
び
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
，
取
り
上
げ
る
指
導
内
容
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
，
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
を
見
通
し
て
，
必
要
に
応
じ
て
，
内
容
間
の
関
連
や
統
合
を
図
っ
た
り
，
他
の
内
容
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
，〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
個
々
の
生
徒
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
に
指
導
を
行
う
と
と
も
に
，
生
徒
指
導
と
の
関
連
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
） 〔
学
校
行
事
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
及
び
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
，
各
種
類
ご
と
に
，
行
事
及
び
そ
の
内
容
を
重
点
化
す
る
と
と
も
に
，
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
を
見
通
し
て
，
行
事
間
の
関
連
や
統
合
を
図
る
な
ど
精
選
し
て
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
，
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
幼
児
，
高
齢
者
，
障
害
の
あ
る
人
々
な
ど
と
の
触
れ
合
い
，
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な
ど
の
体
験
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
，
体
験
活
動
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
，
ま
と
め
た
り
，
発
表
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
４
） 
特
別
活
動
の
一
環
と
し
て
学
校
給
食
を
実
施
す
る
場
合
に
は
，
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。
３
　
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
い
て
は
，
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
，
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
，
国
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。
４
　〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
主
と
し
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
ご
と
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
担
任
の
教
師
が
指
導
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
，
活
動
の
内
容
に
よ
っ
て
は
他
の
教
師
の
協
力
を
得
る
こ
と
と
す
る
。
【
高
等
学
校
】　
　
赤
字
は
，
中
学
校
と
の
比
較
で
高
等
学
校
固
有
の
も
の
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中
学
校
特
別
活
動
　
学
級
活
動
の
具
体
的
な
内
容
と
方
法
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
特
別
活
動
編
（
平
成
2
0
年
９
月
）
よ
り
抜
粋
（
１
） 
学
級
や
学
校
の
生
活
づ
く
り
 ア
 
学
級
や
学
校
に
お
け
る
生
活
上
の
諸
問
題
の
解
決
 イ
 
学
級
内
の
組
織
づ
く
り
や
仕
事
の
分
担
処
理
 ウ
 
学
校
に
お
け
る
多
様
な
集
団
の
生
活
の
向
上
（
２
） 
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
 ア
 
思
春
期
の
不
安
や
悩
み
と
そ
の
解
決
 イ
 
自
己
及
び
他
者
の
個
性
の
理
解
と
尊
重
 ウ
 
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
 エ
 
男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
 オ
 
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
確
立
 カ
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
の
理
解
と
参
加
 キ
 
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
や
習
慣
の
形
成
 ク
 
性
的
な
発
達
へ
の
適
応
 ケ
 
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
（
３
） 
学
業
と
進
路
 ア
 
学
ぶ
こ
と
と
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
 イ
 
自
主
的
な
学
習
態
度
の
形
成
と
学
校
図
書
館
の
利
用
 ウ
 
進
路
適
性
の
吟
味
と
進
路
情
報
の
活
用
 エ
 
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
 オ
 
主
体
的
な
進
路
の
選
択
と
将
来
設
計
  
（
１
）
－
ア
 
新
し
い
人
間
関
係
の
築
き
様
々
な
集
団
へ
の
所
属
と
そ
の
後
の
適
応
集
団
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
責
任
生
徒
会
活
動
や
学
校
行
事
へ
の
参
加
や
協
力
組
織
や
係
活
動
の
円
滑
な
運
営
学
級
の
環
境
整
備
学
級
内
の
人
間
関
係
の
あ
つ
れ
き
の
対
処
仕
事
の
遂
行
に
伴
う
悩
み
の
解
決
教
科
の
学
習
に
関
わ
る
問
題
い
じ
め
や
暴
力
差
別
や
偏
見
 
 
入
学
・
進
級
の
際
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
個
別
指
導
や
グ
ル
ー
プ
指
導
 
 
学
級
成
員
の
親
睦
を
深
め
る
場
の
設
定
 
 
話
合
い
や
討
論
 
（
１
）
－
イ
 
学
級
の
目
標
や
組
織
づ
く
り
仕
事
の
役
割
分
担
や
ル
ー
ル
学
級
生
活
の
充
実
の
た
め
の
工
夫
 
 
グ
ル
ー
プ
や
学
級
全
体
で
の
話
合
い
 
（
２
）
－
カ
 
社
会
福
祉
活
動
環
境
保
全
・
保
護
活
動
災
害
援
助
活
動
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
国
際
社
会
へ
の
貢
献
・
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
 
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
 
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
関
係
者
の
講
話
 
 
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
 
（
２
）
－
キ
 
心
の
健
康
や
体
力
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
口
腔
の
衛
生
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
食
事
・
運
動
・
休
養
の
効
用
と
余
暇
の
活
用
喫
煙
，
飲
酒
，
薬
物
乱
用
な
ど
の
害
に
関
す
る
こ
と
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
と
自
己
管
理
 
 
話
合
い
や
討
論
 
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
 
 
防
犯
を
含
め
た
生
活
安
全
自
転
車
運
転
時
の
交
通
安
全
種
々
の
災
害
時
の
安
全
生
命
尊
重
環
境
整
備
 
 
事
故
の
発
生
状
況
や
危
険
箇
所
の
調
査
結
果
を
基
に
し
た
話
合
い
 
 
体
験
に
基
づ
く
感
想
や
発
表
 
 
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
 
 
実
技
を
通
し
た
学
習
 
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
 
（
２
）
－
ク
 
思
春
期
の
心
と
体
の
発
育
・
発
達
性
情
報
へ
の
対
応
や
逸
脱
行
為
エ
イ
ズ
や
性
感
染
症
な
ど
の
予
防
友
情
と
恋
愛
と
結
婚
 
 
資
料
を
基
に
し
た
話
合
い
や
討
論
 
 
専
門
家
の
講
話
 
（
２
）
－
ケ
 
楽
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
栄
養
の
偏
り
の
な
い
食
事
の
と
り
方
食
中
毒
の
予
防
に
関
わ
る
衛
生
管
理
の
在
り
方
共
同
作
業
を
通
し
て
奉
仕
や
協
力
・
協
調
の
精
神
好
ま
し
い
人
間
関
係
 
（
１
）
－
ウ
 
生
徒
会
活
動
や
学
校
行
事
へ
の
参
加
や
協
力
学
年
の
目
標
と
協
力
異
年
齢
集
団
の
意
義
集
団
生
活
の
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
 
 
生
徒
相
互
の
話
合
い
 
 
体
験
発
表
会
 
 
上
級
生
の
体
験
等
を
活
用
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
 
地
域
の
人
々
を
招
い
て
の
講
話
 
 
 
（
２
）
－
ア
 
自
分
が
不
安
に
感
じ
る
こ
と
悩
み
と
そ
の
解
決
方
法
身
近
な
人
の
青
年
時
代
 
 
話
合
い
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
発
表
 
（
２
）
－
イ
 
自
分
の
長
所
・
短
所
友
人
へ
の
期
待
と
励
ま
し
自
他
の
個
性
を
知
り
そ
れ
を
生
か
す
方
法
 
 
自
ら
を
振
り
返
る
 
 
グ
ル
ー
プ
や
学
級
全
体
で
話
合
い
 
 
自
己
と
対
話
し
な
が
ら
文
章
で
表
現
し
互
い
に
伝
え
合
う
 
 
教
育
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
 
 
卒
業
生
や
社
会
人
の
講
話
 
（
２
）
－
ウ
 
集
団
に
お
け
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
自
由
と
責
任
及
び
権
利
と
義
務
情
報
化
社
会
に
お
け
る
モ
ラ
ル
 
 
話
合
い
 
 
デ
ィ
ベ
ー
ト
 
 
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
（
２
）
－
エ
 
男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
人
間
の
尊
重
と
男
女
の
平
等
男
女
共
同
参
画
社
会
と
自
分
の
生
き
方
 
 
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
に
し
た
話
合
い
 
 
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
の
資
料
を
基
に
し
た
話
合
い
 
（
２
）
－
オ
 
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
在
り
方
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
と
自
己
の
成
長
自
己
表
現
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
 
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
 
 
体
験
発
表
 
 
体
験
的
な
活
動
 
 
学
級
成
員
等
の
親
睦
を
深
め
る
活
動
 
 
 
（
３
）
－
ア
 
充
実
し
た
人
生
と
学
習
学
ぶ
こ
と
や
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
と
価
値
学
ぶ
こ
と
と
職
業
体
験
談
 
 
考
え
を
ま
と
め
，
発
表
，
話
合
い
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
 
 
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
（
３
）
－
イ
 
学
習
意
欲
と
学
習
習
慣
自
ら
学
ぶ
意
義
や
方
法
学
校
図
書
館
の
意
義
や
役
割
 
 
話
合
い
 
（
３
）
－
ウ
 
自
分
の
よ
さ
の
発
見
職
業
と
適
性
 
 
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
活
動
 
 
生
徒
が
互
い
の
よ
さ
を
見
つ
め
る
活
動
 
 
職
業
適
性
検
査
の
活
用
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［作成協力者］（五十音順,敬称略） ［本書作成編集担当者］
※職名は平成27年3月現在 ※職名は平成27年8月現在
青木由美子　　東京都武蔵村山第一中学校校長
石川　隆一　　横浜市教育委員会主任指導主事
酒巻克太郎　　埼玉県加須市立昭和中学校主幹教諭
猿渡　正利　　国立大学法人宮城教育大学客員研究員
塩谷　勇直　　栃木県宇都宮市立陽東中学校教頭
◎須藤　　稔　　白鷗大学教授（座長）
中大路浩一　　京都市教育委員会総合教育センター指導主事
番場亜由美　　青森県板柳町立板柳中学校教諭
○松田　素行 文教大学教授
村上　喜美 栃木県那須塩原市立日新中学校教諭
（◎座長　○副座長）
国立教育政策研究所においては，次の者が担当した。
　長田　　徹　　教育課程研究センター教育課程調査官
生徒指導・進路指導研究センター総括研究官
このほか，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所に
おいては，次の者が担当した。
　梅澤　　敦　　教育課程研究センター長
　髙口　　努　　教育課程研究センター長（平成27年4月30日まで）
　佐藤　弘毅　　教育課程研究センター研究開発部長
　大金　伸光　　教育課程研究センター研究開発部長
（平成27年3月31日まで）
　松本　吉正　　教育課程研究センター研究開発部副部長
　五十嵐祐子　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課長
（平成27年4月30日まで）
　伊倉　　剛　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課
指導係長
　岩切　陽平　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課
指導係専門職
